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きカベし1ま

大阪平野の東北部を形成す る三島平野の一角にある茨木市は、人口23万 を擁す

る文化都市で、古代 より気候、風土に恵まれ、また京阪神を結ぶ交通の要所 とし

て多 くの人々の生活が営なまれてきました。それは尚現代にも受け継がれ今では

大都市大阪のベ ッドタウンとして高層住宅等の開発が進み、着々と都市化傾向の

道を歩んできてお ります。

しか し、こうした開発が進む一方で、首代の人々が残 して くれた貴重な埋蔵文

化財が破壊の危機にさらされているのが現状であり、現代に生 きる我 々 として

は、だまって見過 ごす訳にはいかず、先ずその保存保護 を急務 と考えるものであ

ります。 こうしに開発は、特に東奈良遺跡周辺において著 しい感があ り、此々10

年間位の変貌は驚 くべ きものであります。 これ らの開発に対応するため結成 され

た東奈良遺跡調査会 も早や10年の年輪を刻 もうとしてお ります。その間遺跡は開

発の波に押されなが らも数多 くの貴重な事実を提供 し、その資料は厖大な量 とし

て残 されてお ります。 この資料の蓄積に、発掘調査に従事 された方 々や、地元の

皆様の多大なる御協力をいただきましに事は申すまで もありません。

今回東奈良遺跡内に国鉄貨物引き込み線が設置され る事にな り、関係機関との

事前協議の結果、敷地内全面の発掘調査を行いました。限 られた期間ではあ りま

したが、最大限遺跡の記録保存に努力致 しました。その一部を報告 として、ここ

に若干の資料を提供 し現代に生 きる我 々の生活の中に前人が残 した文化財が生か

されることを望むとともに、今後よリー層多 くの方々の文化財に対 する認識及び

理解の高揚に役立てば幸 と存 じます。

最後に御助力いただいた調査関係者、関係機関、発掘調査に従事 された方々に

深 く感謝申し上げます。

茨木市教育委員会教育長

身桑 田 オ舌
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I 本概報 Iは、国鉄貨物引き込み線敷地内で、昭和52年 7月 から、同53年二月までに実施し

た発掘調査の概要をまとめたものである。

I 今回は、全調査区のうち、弥生時代前期に相当する溝-3・ 25・ 26・ 27・ 28の各溝につい

てのみ、その詳細をまとめた。

Ⅱ 調査地区名については、従来の区名を使用すると複雑化するため、それぞれ 1-A、 1-
B、 1-A、 1-B、 H― A、 Ⅲ―B区とした。

Ⅳ 発掘調査にあたり、日本国有鉄道、鉄建建設株式会社各位の御協力と、地元の方々の御理

解に感謝の意を表します。

平 本文の執筆は、第 1・ I・ Ⅵ章を奥井哲秀、各遺構は、 1-A・ I― B・ I― A・ H一 B

区を井上直樹、 I一 B・ Ⅱ―A区を宮脇薫、遺物は、土器を大野恵三子、石器を石田治雄、

本製品を高田敬子が行い、実測図の作成は各々の担当者の他、調査会メンバーが行 った。

尚、岩鼻圭子が補助を行い、追手門学院大学の松田光代 。中谷芳子 。菅原淳子 。森田綾子が

復元作業を行った。他、谷本喜代子・ 森木芳子の協力を得た。

Ⅵ 遺構・ 遺物の写真撮影は、井上直樹が行った。

Ⅶ 本器の樹種鑑定 。顕微鏡写真は、奈良元興寺文化財研究所に依頼し、その結果 を掲載 し

た。尚、朱の鑑定には、奈良国立文化財研究所の沢田正昭氏・秋山隆保氏の両氏に多大なる

御教示を得た。

Ⅷ 獣骨鑑定については、大阪市立大学医学部第 2解剖学教室の阿部みき子氏に依頼し、その

結果を掲載した。

Ⅸ 本概報作成に関し、田代克己 。原日正三・泉拓良 。家根祥多・井藤暁子 。岡崎正雄・深井

明比古・種定孝次郎・秋枝芳・ 田辺昭三・中村友博・菅原正明の諸氏他、多くの方々の助言

と御協力を得ましたことを感謝いたします。

X 本書の編集は、田代克己氏の助言を得て奥井哲秀が担当した。

日
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第 2図 東奈良遺跡の航空写真 (昭和47年 5月 )

白実線部分は国鉄貨物線発掘調査地区



第 工章 調査 に至 る迄 の経過

昭和45年から同47年 にか1/jて 、茨本市の土木事業の一環として行なわれた市街地を縦断する

小川水路の改修工事が、同46年 3月 に東奈良二丁目にさしかかった際、掘 り上 げ られた土中

に、土器 。石器等の遺物が多量に混入しているのが、付近の中学生等の手によって見い出され

たのが第一の発見であり、その地名から『 東奈良遺跡』と称 したのである。

当時は長閑な田園地帯であったこの周辺も、昭和45年に開かれた日本万国博覧会や、宅地造

成ブームにのり、交通網の整備がなされてい くなかで、阪急電鉄株式会社は、同電鉄南茨木駅

周辺に大規模なマンション群の建設を計画した。この計画はすべて遺跡の範囲内であるため、

長期にわたる発掘調査が必要となり、同社と大阪府教育委員会 。茨木市教育委員会の三者協議

の上で、同46年 7月 に『 東奈良遺跡調査会』が結成された。ここに本格的な発掘調査が始まぅ

たのである。

今回の調査迄に検出された遺構や出土遺物の主だったものは第 1表で示すものであるが、な

かでも昭和48年には、F-4-N地 区、A-6地 区から弥生時代中期の方形周溝墓 6基以上を

検出した。同年から49年 にか1/1て 調査したH-3地 区、G-2・ 3地区では古墳時代前期の大

溝 。竪穴住居跡 4基・ 土拡墓群を検出。特に大溝出上の上器は多量であり、弥生時代後期から

古墳時代前期への過渡期の貴重な資料となった。またG-8地 区では、全国的に注目を受けた

銅鐸・銅支 。勾玉の然絶と輪口。叩き板等の貫重な遺物とともに、弥生時代後期 の方形周溝

墓 。本棺墓が検出され、東奈良遺跡において銅鐸・ 銅支・ 勾玉等が製造されていた事が判明し

た。同年、H-4地 区では、堰をもつ溝から丸木舟を検出した。同50年から52年にかけて、G

-3・ 4地区では、全国で最も古いと考えられる弥生時代前期の方形周溝墓 5基以上、外生時

代中期の竪穴住居跡 3基以上、弥生時代中期から後期の大溝を検出した。また、G-6地 区よ

り弥生時代前期の溝、E-7地 区では弥生時代前期の方形周溝墓 2基等が検出された。

以上のように当遺跡からは多 くの遺構が検出され遺物の量 もきわめて多い。時期的には、外

生時代前期から近世までのものを含んでいるが、この他に極 く少量であるが、G-8-E・ F

地区から縄文時代前期の爪形文土器の破片、F-3-P地 区では縄文時代中期の石棒が出土し

ている。

遺跡の範囲は不確定ながらも北は奈良町、南は沢良宜西、東は元茨木川、西は大正川までの

南北約1.4Km、 東西約 l Kmに 広がると推定される。

尚、第 1表 については、調査開始の年・ 月、主な調査地区名、調査面積は10m2単位で記 した

が、主な遺構 。遺物の時期については、さらに検討を要するもので後にゆだねることにした。

-1-



第3図 東奈良遺跡の地区割り及び調査地域図
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第 1節 国鉄貨物線調査経過

今回報告する国鉄貨物線建設に伴 う発掘調査の原因となった工事計画自体は、東奈良遺跡発

見当初頃より、国鉄吹田操車場から摂津市鳥飼の大阪府流通センターヘ、新しい貸物専用鉄道

を建設する計画のあることが知られていたが、騒音 。振動公害問題等により計画路線周辺住民

の反対 もあって、着工が延び/～ になっていたものである。しかし、昭和0年 頃か ら国鉄 lRl

は、吹田操車場付近から高架工事を開始し、同51年 には周辺住民との話し合いもつき、東奈良

遺跡範囲内の路線決定、用地買収も終了し、同56年 開通を目指し、全線高架による工事が本格

的に開始された。同52年大阪府教育委員会文化財保護課から茨木市教育委員会に発掘調査の依

頼がよせられた。計画では遺跡内を国鉄貨物線が、北西から南東へ斜めに縦走し、特に路線予

定地では阪急京都線付近が、現地表面の標高7.5m前後と今までの発掘調査地区より0.5～ lm

高 く、かつ表面採集により上器・ 石器が多 く発見されていることから、東奈良遺跡の一つの中

心地と推測されていた。また、今までの発掘調査は面積的に広い所 もあるが各 々が離れてお

り、遺構のつながりを見出せるものが少なかったが、今回の調査区は幅が狭いものの、遺跡ぬ

に長い トレンチを入れて遺構のつながりと広がりを把握する絶好の機会となった。これらの点

から、大阪府教育委員会文化財保護課・茨木市教育委員会 。東奈良遺跡調査会は、国鉄側から

要請のあった橋脚部のみの調査でなく、路線全域の調査を要望した。数度の会合の結果調査地

区は、既成建築物のない中央環状線東lllか ら元茨木川西側までの約 800mの 間内で、府道太中

線 。阪急京都線 。小川水路 。その他農業水路 。道路を除いた現在、水田地あるいは造成地とな

っている所については全面調査を実施することが決定した。昭和52年 6月 、調査は東奈良遺跡

調査会に委託され、作業員、機械等を出し協力する業者が入札により鉄建建設株式会社に決定

し、同年 7月 より調査を開始することになった。

第 2節 地区割りの設定

東奈良遺跡地区割 りは、昭和47年11月 地図上より条里地割りの畦畔を拾い、磁北よりN-6°

28′ ― Eに振 った基準軸を設け、最大区画 108m～最小区画 3mの単位で地区割りを実施 した。

昭和52年 当時では、最大区画が南北A～N。 東西 1～10ま で設けており、各々の区画の基準点

は東南隅である。今回記載の標高は、茨木市沢良宜西、蓮照寺境内の三角点 (O.P.8.129m)

を基準高としている。 (第 3図 )

今回報告する国鉄貨物線の調査地区は、茨本市若草町 。東奈良二 。三丁目・ 美沢町に位置

し、地区割りがC-2～ H-8地 区の10最大区画にまたがり、かつ狭長 (幅 4～14m、 長15～

120m)な調査区であり、 さらに路線は条里にそった地区割 りを斜めに縦断するため、従来の

地区割りで記述すると複雑化する。この点から、今回の報告においては、西より調査順に全域

を6区画に分け、 I― A・ I― B・ I― A・ I― B・ Щ―A・ Ⅲ― B区と称 して遺構 。遺物を
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108m

記述する。また遺構図に記載の地区割 リラインは、H-3地 区南東隅の基準点を0と して、東

西南北の各方向への距離をメー トル表示 したものである。 (例一N531と は北へ531mの位置を

示す。)なお、各々区画の地区割 りを第 2表にまとめて記載 してお く。

27m

第 4図 地 区 割 り 細 参 図

I― Al

l―A2
| 

―――一――――――――――――――――

「浄|

Щ一A2

C-2-LoP地 区、C-3-I・ JoMoN地 区

|C-3-J・ NoO・ P地区               十

―

     
―

一 ― 一 ―

|

|

D-4-A・ BoC・ G・ H・ L地区、D-5-E・ I地区 |~~~T下
‖

D-5-NoO地 区、 E-5-BoC・ G・ H・ L地区

F-6-A・ B・ E・ FoJ・ K・ 0地区

G-6-H地 区、G-7-B地 区

G-7-IoJ・ N地区

第 2表 国 鉄 貨 物 線 地 区 割 り表

|

最小区画

中区画
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第 Ⅲ章 遺 跡 の 位 置 と環 境

茨木市の地形は、南北約17,3Km、 東西約 8.的の南北に長 く東西に短い長方形であり、北部

は古生層で形成される標高 300m前後の老ノ坂山地が連なり、西方はなだらかな千里丘陵が続

く。南は東奈良遺跡の位置する低地の平野部が続き、東の隣接市である高槻市の平野部ととも

に大阪平野の一部を形成する三島平野となっている。市内を流れる河川は、安威川 。佐保川・

勝尾寺川さらに現在廃川となった元茨木川等があり、いずれもその源を北部の山間に発 し屈曲

しながらも南へと流れている。なかでも安威川は本市最大の河川であり、水の利用度は、古代

より並々ならぬものであったろうし、その利権をめ ぐっての争いは幾度かくり返され、このこ

とは後の世にも語 り継がれるものであろう。

この様な地理的自然環境に恵まれた古代の人々は、自分達の生活の跡を数多 く残してい く結

果となったのである。

三島平野に人類が最初に足跡を残したのは旧石器時代からで、茨本市太田で国府型ナイフ型

石器、上穂積の郡遺跡からも国府型ナイフ型石器が発見されており、さらに安威川の東の高槻

市郡家今城遺跡や塚原遺跡でも旧石器が発見されていることから、数万年前よりこの地に人々

の往来のあったことをうらづけるものである。

縄文時代の遺跡は、三島地方における発見例は少ないが、昭和54年夏に茨木市耳原で発掘調

査された耳原遺跡から、遺構とともに縄文時代晩期の甕棺墓16基が検出され確実な例として三

島地方における新たな 1ペ ージをつけ加えた。また断片的な遺物の発見では、初田遺跡 。高槻

市の柱本遺跡と塚原遺跡・吹田市岸部 。箕面市奥などがあり、さらに東奈良遺跡においても、

北白川下層式に比定される爪形文の小さな土器片、中期の石棒 2点など極 くわずかではあるが

遺物が出上していることは、東奈良遺跡にも今後縄文時代の生活跡が検出される可能性 も否定

できない。

弥生時代に入ると全国的に遺跡の数が増えるが、三島地方においても急激的にその数が増

え、前期のものとしては、前代より続 く耳原遺跡 。東奈良遺跡 。目垣遺跡 。高槻市の柱本遺

跡 。安満遺跡等、平野部にその存在をみることができる。しかしながら奈良県唐古遺跡の出土

土器で編年されたところの弥生時代前期の中でも最 も古い時期のものが三島地域で出土してい

ないことは、今後の研究課題となるものである。

中期になると前期より続く各集落の大型化の他、新たに郡遺跡・宿久庄遺跡 。高槻市の郡家

川西遺跡 。天神山遺跡等が増え続け平野部一帯に人々が住み始める。また北部の山間部におい

ても、北摂最高峰である標高約 600mの 石堂ケ丘山頂 。佐保庄ノ本 。大岩国見などからも石鏃

や石斧が発見されてお り、さらに高槻市の芝谷遺跡の様な丘陵上の遺跡なども存在する。中期

の段階になると、それぞれの集落のもつ性格の違い等も含め、かなり広範囲に人々が住みはじ
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めたことが判るのである。

東奈良遺跡でも中期になるとその大集落化が目立ち始める。さらに明治初年西方約 2.3Kmの

千里丘陵上の吹田市別所から出土した銅鐸についても、東奈良遺跡と関連づけて考えれば、ひ

とつの重要な意味をもつものとなってくる。

後期から古墳時代に入ると、東奈良遺跡周辺の遺跡の数は増大し、中条小学校遺跡 。駅前遺

跡 。上中条遺跡・ 郡児童公園遺跡・ 上穂積遺跡 。倍賀遺跡 。太田遺跡 。総持寺遺跡 。安威遺跡

の他、遺物の散布地等を含めるとその遺跡数はかなりの数にのばる。これらの遺跡は、小規模

化の傾向を示してお り、いずれもが前期より続 く大集落の周辺に位置し、お互いの利害関係や

依存関係を保ちながら独自の方向へと進んでいったのであろう。

さらに古墳時代前期には、各地に封土をもつ古墳が出現するが、次木市におlrtる 前期古墳と

しては、宿久庄 (現在の大阪府警察病院裏)に位置する前方後円墳の紫金山古墳や安威の将軍

山古墳、安威 1号墳等がある。紫金山古墳は、全長 100mで竪穴式石室をもち、その出土遺物

は石室内部の副葬品だけでも、鏡 。鍬形石・ 車輪石・ 貝輪・ 筒形銅製品・短甲・ 鉄刀・ 鉄負1・

鉄鏃・ 鉄斧・ 鉄鎌・鉄鍬 。鉄鈍等他多数の出土品があり全国有数の前期古墳としてよく知られ

ている。将軍山古墳も同様で全長約■Omの 前方後円墳で竪穴式石室をもち、その出土遺物は、

玉類 。鉄剣 。鉄刀・埴輪等がある。 また高槻市の弁天山Cl号墳など、平地を見おろす山間部

にその分布をみることができる。

中期に入ると茨木市東太日の決積台地上に位置する全長 226mの規模をもつ前方後円墳の茶

臼山古墳が存在 し、宮内庁は継体天皇陵としている。さらにこの古墳の東方約 1.2Kmの高槻市

側にほぼ同規模の前方後円墳である今城塚古墳があり、両者の古墳の形態の新旧などから、こ

ちらを真の継体陵とする説が有力である。

後期に入ると、群集墳が多 くなるが茨本市においても、安威古墳群 。福井新屋古墳群 。将軍

山古墳群などがあ り、高槻市では塚原古墳群・ 塚脇古墳群等が山間部に群集 して存在 してい

る。また南塚古墳 。青松塚古墳 。海北塚古墳・ 耳原古墳 。鼻招古墳等も存在 し、南塚古墳は三

島地方では数少ない横穴式石室をもつ全長50mの前方後円墳であ り、凝灰岩製組合式石棺とと

もに、玉類・ 金銅製品 。三輪玉・ 鉄矛 。馬具・ 鉄鏃・桂甲・ 馬鈴 。形象埴輪 。須恵器等が出土

している。この他、海北塚古墳では、環刀柄頭・ 鏡・金環・ 銅環 。玉類 。馬具等が出上 してい

る。耳原古墳は、凝灰岩製組合式家形石棺とくり抜式石棺をそれぞれ一基づつ配した巨石古墳

であ り、鼻招古墳は、周濠をもった方墳であるなど三島地方において例の少ないものもある。

さらに「 大化の薄葬令」施行以後、古墳の築造は減少 してい くが、わずかに初田 1号墳・ 高

槻市の阿武山古墳などがこれらの終末期のものである。次に仏教による火葬がこれらの墓制と

変ってい くものとされるが、その間には空白の期間があ り、いまだそれを埋める資料は見つか

っていない。火葬の始まりについての資料は次本市安威大織冠山出土と伝えられる三彩釉陶蔵

骨器がよく知られるものである。
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律令制の時代に入ると、現在でも残っている地名がより良い資料となり得るが、茨本市を含

めた摂津職には、管内に12の 郡があ り、このうち茨木市は島下郡に属 している。島下郡には新

野・ 宿人 (久)。 安威・ 穂積の四つの郷があった。島下郡衝の所在地は、名神高速道路・ 茨木

インターチェンジ付近に大字郡という地名が残ってお り、この近 くと推定されているが、高槻

市郡家の嶋上郡衡跡の発掘調査により発見された土器の中に「 上郡」の墨書がみられたような

明確に決するものは発見されていない。また大化の改新以後、氏族寺院の建立が盛んとなった

が茨本市においても、穂積廃寺・ 太田廃寺 。三宅廃寺などが存在する。

東奈良遺跡では、弥生時代から古墳時代前期にかけての遺構や遺物は多量に出土するが、5

世紀以降の遺構 。遺物はほとんどなく、その後の奈良～平安時代にか1/jて も掘立柱建物跡がわ

ずかに検出されるのみであ り、このことは外部からの影響をかなり受けたものと推定される。

しかしながら集落の規模や出土遺物の多さ。多様さは、三島地域の基礎的集落と言えるもの

であ り、さらに畿内地方においても重要な遺跡のひとつと言ってもよいであろう。

参考文献 茨本市役所『茨本市史』 昭和43年 3月

高槻市役所『高槻市史習第六巻考古編 昭和48年 6月

第 5図 東 奈 良 遺 跡 の 近 況
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第 6図 東 奈 良 遺 lltIの 周 辺
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第 Ⅲ 章 調

今回の国鉄貨物線発掘調査の報告では、弥生時代前期の遺構 。遺物に限って記述することに

した。他の時期の遺構 。遺物等の詳細は、後にゆだねるとして、以下各調査区別に調査経過・

層位 。遺構の概要を記述する。

本格的発掘調査に先だう、昭和51年 12月 7日 、周辺の発掘調査を実施 していない中央環状線

から阪急京都線の 1-A・ I― B区に限って、 5ケ所の試掘確認調査を実施 した結果、その内

3ケ所より遺物包含層を確認した。特に阪急京都線一帯は、耕土下 0.2mの黒色土層中より、

外生式上器・ 須恵器 。土師器が多量に出土し、柱穴跡らしき遺構 も検出された。他の 1-A区

以南の試掘確認調査は、路線周辺において、すでに多 くの箇所で発掘調査を実施 し、種々の遺

構・ 遺物が検出されていることから、充分遺跡の存在が予想されているため行っていない。

なお、国鉄は路線用地として、18～19mの幅で買収を行ってお り、発掘調査はその間で行な

うことになったが、予定地周辺には水田・畑地とマンション等がある関係上、それらに必要な

農業用排水路や通路を用地の 2方 向あるいは 4方 向に設けねばならず、さらに発掘作業の排土

の関係からダング等の進入路を片面に約7mの幅で設置したために、実質調査幅は7m前後と

狭 くなった。また、阪急電鉄株式会社所有地の東奈良三丁目・ 美沢町では、約 1.5～ 2mの造

成土が盛られてお り、遺構面は現地表面下約 3～ 5mに位置し、土砂崩壊を防 ぐためにさらに

調査幅が制約され 4m前後に余儀なくされた。

第 1節  I一A区

i 調査 経過

I― A区は、中央を走る農業水路で三分されてお り、西の 1-Al区 が調査幅約 7～10m・

長さ約50m、 東の I一 A2区が同幅約 7m・ 長さ約55m、 総面積約 850ぎ の発掘調査区を設定

した。昭和52年 7月 16日 、 1-Al区 西端より北lRl進入道路の造成土と耕土 。床上のO.4～0.6

mを重機によって除去作業開始。22日 より、茶4FJ色・ 淡灰褐色粘土層の掘 り下げを実施、黄褐

色粘土層・ 淡茶褐色砂質層を追跡する。23日 から8月 9日 まで遺構検出作業。 8月 10日 、写真

撮影・ 図面作成実施。17日 より、W-105Line以 東の淡茶褐色砂質層の掘 り下げ、第 I遺構面

検出。19日 から9月 5日 にかけて遺構検出作業。 9月 7日 、第 1遺構面の写真撮影・ 図面作成

実施。12日 、遺構の重複箇所の修正、13日 、最終面の写真撮影・ 図面作成を実施 し、17日 、 1

-Al区 での全作業を終了した。

I― A2区は、 7月 26日 、茶褐色粘土層 。同砂質土層の掘 り下げ、第 I遺構面の検出作業開

始。作業員の人数の関係上 8月 下旬まで費やす。 9月 3日 から13日 まで遺構検出作業、W-33
Line以東には遺構がなく14日 、第 I遺構面の写真撮影・ 図面作成実施。17日 よりさらにO.4～

― 10-



0.5m掘 り下げ第 I遺構面の検出作業を実施。20日 から28日 にかけて遺構の検出を実施。30日 、

第 1遺構面の写真撮影・ 図面作成実施。10月 4日 、第 I遺構面たち割 りの結果、 さ らに下層

0,4mに遺構面を確認、全面にわたって掘 り下げを実施。 5日 から12日 、遺構検出作業。13日 、

第Ⅲ遺構面の写真撮影・ 図面作成を実施し、19日 I一 A2区の全作業を終了した。

2 層位

I―Alと I―A2区 との層位は大きく異なるが、中央で約8m途切れるために、その関連

は不明である。

I一Al区の弥生時代中期 (一部平安時代まで)の最終生活面は、西端で高 く標高約 7,2m

からW一■4Lineを界に徐々に下が り、東端では標高約 6.6mに なる黄褐色粘土層である。 I

一A2区の弥生時代中期以前の最終遺構面は、西端で検出された谷状遺構を界に小礫を含む淡

灰白色砂質層 (標高約7m)で ある。これより上層へ、 I一 Al区では低い所に弥生時代中期

の遺物を包含する黄禍色砂層・ 茶褐色砂質土層 (0.2～0.4m)カミ堆積し、第 I遺構面・ 弥生時

代!中 期～後期の生活面となる。 1-A2区 では、灰褐色砂層 。緑灰色砂質層の 2層 (0。 4m)

が堆積し、第 I遺構面 。弥生時代中期の生活面となる。さらに 1-Al区 では、弥生時代中期

～古墳時代の遺物を包含する淡茶褐色砂質層・ 茶褐色砂質粘土層 (0,2m)カミ堆積 し、第 1遺

構面 。奈良～平安時代頃の生活面となる。 1-A2区 では、緑灰色 。灰褐色・ 黄褐色粘土層

(0.4ハ対.5m)が 堆積し、第 1遺構面 。古墳時代の生活面となる。また I一Al区では、W―

114Line以西に平安時代の遺物を包含する暗茶褐色粘土層が薄 く堆積し、 床土・ 耕土 へ続 く

が、床土中間層には近世の溝が存在した。 I― A2区では、弥生時代中期～平安時代の遺物を

少量包含する茶褐色粘土層 (0.2～0.3m)力く堆積し、床土・ 耕土へ続 く層位がみられた。 (第

7図・ 第 8図 )

①耕土
②淡赤黄色砂層
③淡灰色粘質土層
④茶tF」 色砂質土層(濤-8)

⑤淡茶褐色砂質土層
⑥茶褐色砂質土層
⑦黄褐色砂質土層
③淡黄灰色砂層(溝 9)

第 7図  I一 Al

③黄白色砂層(溝-9)

⑩茶褐色砂質土層(溝-13)

①茶掲色粘質土層(溝-12)

区 北 壁 面 上 層 図
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①黄灰白色砂層
②灰自色粘土層
③淡灰色粘質土層
④茶掲色粘質土層
⑤灰色粘土層(砂礫を合む)

⑥緑灰色粘土層
⑦灰褐色粘土層

8子骨::t'!ξ
層

1溝
-28

⑩緑灰色砂質層
①灰色砂層
⑫灰掘ζ砂層
①灰色砂質層
⑭灰白色砂層
①黒灰色粘土層
⑩暗灰色粘土層
①暗灰色粘土層と青灰色粗砂層の互層

第 8図  1-A2区 南 壁 面 土 層 図

3 遺構

I― Al、 A2区 よりは、弥生時代中期より近世までの溝22条 。土拡10基 。平安時代頃の掘

立柱建物跡 2棟 。井戸 1基が検出された。その内、主だった遺構について検出順に概略を記述

する。 (第 9図・第10図 )

溝-2は、幅1.2～1.4m・ 深さ 0.4mの U字形溝、ほぼ南北に走 り、後述する井戸-1付近

よりやや西へ向きを変える。溝内には、平安時代 (1l C)頃 の須恵器・ 土師器片を包含する嗜

茶褐色粘土層が堆積してお り、井戸-1と 共存する。

溝-4は、幅 2.5～ 3m・ 深さ0,8～1.2mの V字形溝、黄4F」 色粘土層がなだらかに落ち込ん

だ所に位置し、南北に縦走する。溝内には、 8層 の堆積層がみられ、最下層より弥生時代中期

(唐古第四～Ⅳ様式)の上器片が出土、また溝底部は北より南へ0.4m低 くなっている。

溝-7は、幅13～15m・ 深さ2.8mの 規模を測 り、調査地区内では南北に縦走する大型の溝。

掘 り方は、西肩よりなだらかな傾斜で落ち込み、東肩は急傾斜で約 1.2m落ち込み、幅 0.9～

1.5mの 段をもって底部へ続き、底は幅 6mの フラットな面をもつ。 溝内には、細別すると40

層の堆積がみられたが、大きくは 2層に分かれる。上層には、よく締った砂質層が厚 く堆積

し、遺物は少なく弥生時代後期の甕形土器が 1点出上した。下層は、植物遺体を含む砂層、小

―- 12 -―
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第11図  I一Al区第Ⅲ遺構実測図

礫を含む粗砂層、黒色粘土層が入 り乱れて堆積し、遺物はいずれの層も皆無に近く、溝底部よ

り弥生時代中期 (唐古第Ⅲ～Ⅳ様式)の 土器片が出土したのみである。 (第 11図 )

溝-20は、幅 lm・ 深さ 0.4mの U字形溝、北北東から南南西に走る。溝内には 3層の堆積

がみられ、最上層より6C後半の須恵器 (長頸壼 。平瓶・高杯・杯)、 土師器 (高杯)等が出

土した。 (第 12図 )

溝-25は、北北束から南南西に連なり、三時期にわたって存在する。上溝は、幅 2.5m・ 深

さ 0.7mのU字形溝。溝内には、 5層 の堆積層がみられ、上層より弥生時代中期 (唐古第Ⅳ様

式)の上器と石器が出土。下層面では、一度溝西肩を拡張してお り、拡張後の規模は断面より

幅 2m・ 深さ 0.6mを 測 り、最 も古い時期の溝は幅2.5m・ 深さ1.2mを 測る。下層面二時期の

溝からは、いずれも遺物の出土量は少ないが、最 も古い溝上層より弥生時代中期 (唐古第 1～

Ⅲ様式)の 上器が出上した。

溝-28は、北東から南西に連なり、二時期にわたって存在する。上溝は、幅 3m。 深さ 0。 7

mの U字形溝。溝内より、弥生時代中期 (唐古第Ⅳ様式)の土器が多量に出土。下溝は、上層

より0.4m下層の淡灰白色砂層を肩とする幅 3m・ 深さ0,7mの U字形溝。溝内からの出土遺物

は皆無に近かった。

掘立柱建物跡-1は、東西 3間 X南北 2間の規模をもち、軸をやや南へ振る。柱間は、梁行

2.7m、 桁行 2mの等間隔になっている。柱穴掘 り方は、径0.3m前後 。深さ0.5m前後を測る。

時期は、層位等から平安時代頃と考えられる。

掘立柱建物跡-2は、東西 2間 ×南北 3間以上の規模をもう、軸をやや西に振る。柱間は、

梁行1.6血 、桁行 2mの間隔を測る。柱穴掘 り方は、径 0。 2～0.4m・ 深さ0.4m前後を測る。時

期は、層位より平安時代頃と考えられる。

井戸-1は、前述の溝-2と 共存する径1.3m・ 深さ0.8mの小型の井戸。井戸上層より平安

Ｎ
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時代中頃 (■ C)の灯明皿が出土している。

谷状遺構は、最終面の淡灰白色砂質層を肩として、南西に向って約 1.6～ 2mなだらかに落

ち込み、底はフラットに広がる。内部の堆積土の状態は、下層が黒色粘土層 。灰色粘土層・灰

色砂質層が肩から底部にそって堆積し、上層に弥生時代中期 (唐古第Ⅳ様式)の土器を包含す

る砂質層が、フラットに堆積している。この状態から、大型の溝といったものではなく、自然

地形の谷のようなものであったと考えられる。

第12図  I―A2区第 I遺構実測図

第 2節  I― B区

1 調査 経過

1-B区は、幅 8～13m、 長さ約120mで面積1,200maである。狭長であるため、中央部で二

分して調査を行うものとした。昭和52年 10月 24日 、東端より約30mの、南北側進入道路造成

上、それより以西は南lRllを 重機によって全面除去する作業を開始。並行して包含層が浅い東端

より約60m付近までは、耕土面より手掘りによる掘 り下げを開始。29日 重機に よる西半の耕

上、床上、造成上除去の作業終了。東半の包含層の掘 り下げは、あまりにも土器 。石器等の出

土量が多 く、 3× 3mの範囲にコンテナバット約40箱 も出土する所があり、非常に手間取 り終

了したのは11月 16日 であった。21日 より遺構検出作業を開始する。しかし非常に多数の柱穴・

土嫉 。溝等が重複して検出され、作業が遅れた。12月 23日 東半第 I遺構面の写真撮影、次いで

昭和53年 1月 10日 にかけて図面作成を実施する。西半の包含層の掘 り下げは、同52年11月 22日

より開始し、E-66 Line以西の遺物の出土量は非常に少なく12月 6日 に終了する。この後、
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作業員全員が、東半の遺構検出作業に入 ったため、西半の遺構検出は同53年 1月 6日 より開始

する。西半は比較的大型の遺構が多 く、28日 写真撮影 。医面作成を実施 し2月 3日 に終了。東

半の最終遺構面検出作業は、 1月 30日 より開始した。 2月 20日 写真撮影 。図面作成を実施し、

25日 I― B区の全作業を終了した。

2 層位

I一 B区の上層調査は、南壁面の約128mで行なう。当地区の現在の水田面は、N-474Line

より西北部は標高8.2m、 南東部は標高7.6mと 低 くなっている。弥生時代前期～中期の遺構面

である黄禍色粘土層、赤黄色粘土層は、西 (標高 7.5m)よ り徐々に東 (標高 7.lm)へ下が

る。これより上層の堆積は、N-505Line付近の南北で変わ り、南では茶褐色土層のブロック

を含む黄褐色粘質土層 (0.2～0.4m)が推積し、弥生時代中期から古墳時代前期の遺構面があ

る。さらに弥生時代中期の土器片を多量に包含する黒褐色粘質土層 (0,3～0.4m)が堆積して

お り、土層断面からプランでは検出できなかったが、この包含層上面からの遺構の掘 り方が不

明瞭ながら観察できた。さらにN-474Line以北西には弥生時代中期～平安時代の土器を包含

する黒色粘質土層 (0.3-Cl.4m)が堆積する。しかし、この 2層の包含層は、明確に区別され

るものでない。またこの 2層の包含層は、N-506Lineょ り北西部で完全に消え、この上層に

堆積する状態で、包含遺物が非常に少ない茶褐色砂質土層 (0。 4m)に変わる。さらに上層に、

N-489Line付近以西に磨滅 した土師器、須恵器を含む淡灰色砂質土層 (0.1～0.3m)が 堆積

し、さらに床土・ 耕土へと堆積する。 (第 13図 )

7.Om

①耕土

②灰色砂質層(鉄分の落ち込み多し)

③黒色粘質土層
④黒色粘質土層
⑤黒掲色粘質土層
⑥黄褐色砂質土層(茶褐色土層と黒色粘質土層のブロックを含む)

第13図 南 壁 面 上 層 図

3 遺構

I一 B区で検出された遺構は、弥生時代前期～古墳時代前期の溝12条、土拡約60基、弥生時

代中期～近世の井戸 8基、弥生時代前期～鎌倉時代頃の柱穴跡2500穴以上、弥生時代前期～中

期の方形周満墓 2基以上がある。また遺物は土器 。石器・ 獣骨等が、包含層出土のものも含み

コンテナバ ットに約 600箱 出上している。以下、弥生時代前期の溝-3以外の主だった遺構の
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概略を検出順に記述する。 (第 14図 )

溝-10は、幅約 4m・ 深さ 1.3mで調査区内を北東より南西に連なる大型のU字形溝。溝内

には、 6層 に分けられる暗褐色粘土層 。砂質層が堆積し、全層にわたって弥生時代中期 (唐古

第 I～ Ⅳ様式)の土器・石器が多量に出土した。

溝-15は、幅 3m。 深さlmの底部の狭い大型のU字形溝。さきの溝-10の 約10m西に位置

し、同一方向で連なる。溝内には、 5層 に分けられる暗灰色・黒色粘土層が堆積し、弥生時代

中期 (唐古第 1～Ⅳ様式)の土器が出土した。溝-10よ りも土器はやや新しい時期のものが多

ヤゝ。

満-16は、幅 3m・ 深さlmの大型のU字形溝。溝-15の 西約 4mに 位置し、調査区内をほ

ぼ南北に連なる。溝内には、5層 に分けられる粘土層と砂層が堆積し、中 。下層より弥生時代

後期の上器が多量に出上した。

溝-17は、幅1.5m。 深さ0.5m。 底部幅 lmの 東西に連なる日形溝。溝内には、7層 に分け

られる砂質土層が堆積し、弥生時代中期 (唐古第Ⅲ～ IV様式)の土器が出土した。

方形周溝墓-1は、溝-16の 西側に位置し、周溝の残存状態は非常に悪い。周溝は全周せず

途切れ/ヽ に掘られてお り、南溝が検出長4.5m・ 幅約0。 7m・ 深さ0.3m、 西溝が同長2.3m。

幅1.2m・ 深さ0.4m(方形周溝墓-2の周溝と共有あるいは削平されている可能性 もある)、

北溝が同長3.5m・ 幅 lm・ 深さ0.3mを 測るが、東満は全 く残存していない。周溝はほば方位

にのってお り、台状部推定規模約 5。 2m四方のものと考えられる。周溝内、台状部からは、主

体部や土器等は検出されなかった。

方形周溝墓-2は、方形周溝墓-1の 西に接 し、北東部の周溝は調査地区外にのび、かつ途

切れている。周溝の規模は、幅0.7～1.2m・ 深さ0.3～0.5mを 測 り、台状部は長軸 6.5m(推

定)、 短軸 6mを測る。また南西部のみの周溝の内側に古い時期の周溝 (幅0.3m・ 深さ0.2m)

が検出され、周溝墓が一度拡張されたと考えられる。マウン ドは残っていないが、台状部に

は、主体部と考えられる 2基の土叛が検出された。いずれも各周溝に平行して位置し、土拡―

1は長軸1.3m。 短軸0.8m・ 深さ0,15mで隅丸方形をなし、底部はフラットに近い。土広-2
は長軸 1.4m。 短軸0.75m・ 深さ0.25mの 楕円形す りばち状の形態をなす。周灘墓の時期の指

標となる土器が、南西溝から、溝底より浮いた状態で 1点、南西と南東の溝のコーナーから底

部に接して 2点 出土、いずれも弥生時代中期 (唐古第Ⅳ様式)の ものである。他に南東の周溝

より、底部に接 して弥生時代前期の小型の壺形土器 1点が出上した。

井戸-1は、隅丸長方形の形態をもち、上国長軸3.8m。 短軸3.6m。 深さ約 3mを測る。上

国より約 1.2mま ではゆるやかな傾斜で落ち込み、以下底部まで急傾斜で落ち込む。井戸内に

は 3層 に分けられる堆積がみられ、上層は灰色砂質層でたたきしめられ、以下弥生時代中期の

土器片を少量含むヘ ドロ状の黒色粘土層 。青灰褐色砂質層が続 く。また井戸は、ベースの黄褐

色粘土層、青灰色砂質層、同小礫層を掘 りぬき、底部は礫を含む黄褐色粘質土層まで掘られて

- 20 -―





�ゝる。

井戸-2は、直径0,8m・ 検出時の深さ2.6mの 掘り方に、残存径0.65m。 高さ1.05mの 桶を

3段積み重ねた井戸枠を検出した。井戸枠は、残存木片よりさらに 1段積まれてお り、当初は

4段の、深さ 3.4m以上あったものと考えられる。井戸枠に使用している桶は、細い板17～20

枚を竹釘でつなぎ、内外より4段の竹枠で巻き締めたものである。井戸内には、灰色砂質層、

小礫を含む黄灰色砂層が堆積していたが、遺物は皆無であった。層位的には、床土面下より掘

られていることから、近世頃のものと考えられる。

井戸-5は、径2.lm・ 深さ1.5mの す りばち状を成し、大型土拡-4埋没後掘られている。

内部には黒色粘土層が堆積し、多量の弥生時代中期 (唐古第Ⅳ様式)の 上器が出土した。

井戸-8は、径 lm・ 深さ 1.2mを 測 り、内部には黒色粘土層が堆積し、鎌倉時代 (13C中

頃)の羽釜・ 瓦器椀 。須恵器片が出土した。

土拡-3は、長軸1.3m・ 短軸 lm・ 深さ0。 7mの 隅丸方形の土拡。土拡内には、上層に黒色

粘土層と黄褐色土層の互層で固められ、下層には黒色粘土層が堆積し、底部より弥生時代中期

(唐古第 1様式)の壺形土器 1点が出土した。

土嫉-15は、長軸約 4m・ 短軸 3m・ 深さ 0,7mの 精円形す りばち状の土拡。土嫉内には、

黒色粘土層が堆積し、弥生時代中期 (唐古第Ⅲ～Ⅳ様式)の土器が多量に出土した。

土嫉-19は、径0.8m・ 深さ0.4mの 小型の上拡。土嫉内には、黒色砂質土層が堆積し、底部

より古墳時代前期の甕形土器が出土した。

上拡-17は、 1辺 4m以上 。深さ 0.6mを測 り、底部はフラットであるが、土嫉の一部が調

査地区外に広が り規模は定かでない。土嫉内には、黒色粘質土層が堆積し、弥生時代中期 (唐

古第 I～ Ⅳ様式)の上器が多量に出土した。

土嫉-33は、土拡の大部分が調査地区外に広がり規模は定かでないが、一辺 2m以上 。深さ

0.4m以上のものと考えられる。 土拡内には、灰褐色砂質土層が堆積し、弥生時代前期の上器

が出土した。

上嫉-34は 、長軸 1.lm・ 短軸0.75m。 深さ0,17mの 隅丸方形を成す。土嫉内には、暗灰褐

色砂質上が堆積し、弥生時代前期のほぼ完形の壺形土器 2点が底部より浮いた状態 で出土 し

た。その内の 1点は、口縁部は土拡内に入っているが、胴部以下は、他の 1点 とともに完全に

浮き、包含層の茶視色砂質土層中に含まれる可能′
性がある。このことは、土嫉周囲の同包含層

より、ほぼ完形の弥生時代前期の大型の壺形土器と小型の壷形土器の胴部各々1点が出土して

いることから、出土土器は土嫉-34に 含まれないとも考えられる。

土広-36は、土拡の一部が調査地区外にあり、規模は定かでないが、検出長軸 1.lm・ 同短

軸 0.3m・ 深さ0.17mを 測る。土層断面より黄褐色粘質土層からの掘 り方がみられたが、明確

には、最下層面の黄協色粘土層からである。土琢内には、暗褐色砂質層が堆積し、秀生時代前

期の完形の壼形土器 1点が上叛底部に接した状態で出上した。
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大型土嫉-41は、長軸約■m・ 短軸約3.5m。 深さ0.9mを 測る大型長楕円形の土嫉。掘 り方

は、 2段の肩をもち、底部は比較的広い。土嫉内には大別すると3層の堆積層がみられ、上・

中層よリコンテナパット約50箱の弥生時代中期 (唐古第 1～ IV様式)の土器 。石器が出土 し

た。土嫉の肩縁は、東 。南 。北より同時期あるいはやや新しい時期の5条の溝と切 り合ってお

り、複雑な形を成すが、土拡との関連は定かでない。

柱穴跡は、さきの溝-10よ り東lRlに おいて、 2層の面から約2500穴以上が検出された。柱穴

の規模・形態は円形が多 くほとんどが径0.1～0.5m・ 深さ0.1～ 0。 7mを測る。時期は、層位や

出土土器からみて弥生時代前期～平安・鎌倉時代と幅広い。現在の所、各々の関連を整理して

いないが、柱穴跡と共に同時代の土拡 (炉跡らしきものを含み)・ 貯蔵穴が検 出されている

ところから、ここで長期間の定住が考えられ、竪穴住居跡 。掘立柱建物跡の重複 と考 え られ

る。

第 3節 I―A区

1 調査 経過

I―A区は、阪急京都線から東lRllに 設定した幅 8～12m、 長さ約■Om、 調査面積約950m2の

調査区である。他の区と同じく狭長な調査区のため北端より約55mの地点で三分して調査を実

施した。昭和53年 3月 30日 、北端より、東西側進入道路造成土と耕上の除去を重機によって開

始した。北端から約30mよ り以南は西llllの 進入道路の除去を行い、 4月 3日 機械掘肖1を終了し

た。 4日 、北端より床上の一部と包含層のlPBり 下げを開始。包含層中の土器量が多 く20日 に北

半の遺構面を検出した。24日 より5月 24日 まで遺構検出作業を実施。遺構の量は、 I一 B区ほ

ど多くないが、同様に重複し合い複雑な遺構が多い。また周囲の水田の苗代、田植えなどの時

期と重なり、調査地区内が涌き水により連日冠水し、非常に手間取る。 5月 25日 北半の写真撮

影 。図面作成を実施 し6月 5日 北半の作業を終了した。南半は、 5月 8日 より床土の一部と 2

層の包含層 (0.6～ 0.8m)の掘 り下げを開始した。包含層が厚 くまた出土土器も多 く手間取 り

6月 6日 に遺構面を検出。 8日 より29日 まで遺構検出作業を実施した。北半に比べ、溝 。土嫉

等大型の遺構が多いが、特に弥生時代前期の遺構が多く検出された。 7月 3日 、南半の写真撮

影・ 図面作成、10日 、遺構重複部分の修正、14日 、最終面の写真撮影・ 医面作成を実施し、 7

月20日 、全作業を終了した。

2 層位

1-A区の土層調査は、南壁面の約96mを利用して実施した。なお、当地区の現在の水田面

は標高7.6m前後に位置する。層位を下層からみると、弥生時代前期から古墳時代 (一部平安・

鎌倉時代)の最終遺構面の黄褐色粘土層 (一部砂質層)は、北 (標高7.lm)力 らゝ南 (5,8m)

へ低くなり、溝-10・ 25を 界に特に変化がみられる。この上層に、標高 6m前後の低い地区で

は黄褐色砂質層 (一部灰褐色砂質層)が堆積し、一部弥生時代中期の遺構が存在する。次に、
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弥生時代前期～中期の遺物を包含する黒褐色粘質土層 (0.2-0.4m)が 、溝-8の南側に堆積

し、古墳時代以降の遺構が一部存在する。さらに弥生時代中期～平安 。鎌倉時代の遺物を包含

する黒色粘質土層、茶褐色粘質土層 (0.2～ 0。 5m)が堆積する。この 2層の包含層は、 1-B

区と同じく明確に区別されるものではない。次に、磨滅した須恵器 。土師器を少量包含する淡

灰色砂質層 (床土)と耕上が堆積している。 (第 15図 )

ES WN

①耕土

②淡灰色砂質層
③黒色粘質土層
④黒褐色粘質土層

⑤黒色粘質土層
⑥黒色粘質土層

雷1井戸 3
⑦緑灰褐色砂質

"③黄褐色砂質土層

第15図 西 壁 面 上 層 図

3 遺構

I一A区から検出された遺構は、弥生時代前期～古墳時代の溝状遺構約30条、弥生時代前期

～平安時代の土嫉約45基、同柱穴跡 800穴以上、弥生時代中期～古墳時代の井戸 3基 である。

出土遺物の量は、包含層中のものを含み、土器・ 石器 。木製品 。獣骨等がコンテナバ ットに約

430箱 出土した。 以下、弥生時代前期の溝 (溝-25～28)以外の主だった遺構を検出順に、概

略を記述する。 (第16図 )

溝-8は、幅0,8m・ 深さ0.3mを 測 り、幅に比較 して深いU字形溝である。溝内には、黒色

粘質土層が堆積し、弥生時代中期～古墳時代の土器が出土した。

溝-10は、幅1.5m・ 深さ0.4～0.6mの 底部幅のあるU字形溝。調査地区内を南北に縦走し、

底部は南へ向って低 くなる。溝内には、黒色粘質土層 。同砂質層が堆積し、弥生時代中期 (唐

古第 |～ Ⅳ様式)の土器・石器 (石負11点を含む)カミ出土した。

溝-14は、幅 1,2m・ 深さ0.2～0.3mの 浅いU字形溝。さきの溝-10と はぼ並行して南北に

縦走し、途中より溝-10に 合流する。プランでは、溝-10と の前後関係は定かでなかったが、

出土遺物から溝-14が やや新しいと考えられる。溝内には、黒色粘質土層が堆積し、弥生時代

中期 (唐古第Ⅳ様式)～後期の上器 。石器 (馬平石斧 1点を含む)が 出土した。

土拡-16は、長軸3.4m。 短軸 2m・ 深さ0.5mを測り、底部が広く平坦な大型の土拡。土叛

内には、黒色粘質土層が堆積し、弥生時代中期 (唐古第 |～ Ⅳ様式)の上器が出土した。
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土嫉―17は、 長軸3.4m e短軸2.2m・ 深さ0.5m、 底部が広 く平坦な隅丸方形の大型土拡。

土拡内には、黒色粘質土層が堆積し、弥生時代中期 (唐古第Ⅲ～ IV様式)の土器が少量出土し

た。他に 1基の同規模の土拡を含み、土拡-16・ 17が 南北に連なってお り、 また同時代の 円

形・ 精円形の大型の上拡が多数検出されたが、どのような性格をもつものか定かでない。

土嫉-39は、長軸2.75m e短軸1.6m・ 深さ0.6mの 長軸をほば南北にとる隅丸方形の土嫉。

掘 り方は、上国よりほば垂直に掘 り込み、底部は広 く平坦である。土拡内には、黒色粘質土層

と同砂質土層の 2層の堆積層がみられ、弥生時代中期 (唐古第Ⅲ様式)の上器が出上した。ま

た土叛底部より、完成品に近いものを含む鋤 4点・未完成品の丸鍬 3点 。用材 1点 が出土 し

た。

土拡-40は、土嫉の一部が調査地区外に広が り規模は定かでないが、径 2m以上 。深さlm
以上のす りばち状の円形土嫉と考えられる。土嫉-40は、層位から後述する大型落ち込み-2
が埋った後に造られた土嫉である。土嫉内には、ヘ ドロ状の黒色粘質土層が堆積し、弥生時代

中期 (唐古第Ⅲ～Ⅳ様式)の土器と共に、木製の管と貝殻が出土した。

大型落ち込み-2は、長軸10m以上・短軸 4m以上 (調査地区外に広がる)・ 深さ 0.5mを

測る楕円形の落ち込み。形態が、周囲からなだらかに落ち込み、底部に起伏があることから自

然地形とも考えられる。内部に黒色粘質土層が堆積し、弥生時代前期の土器が出土した。

井戸-1は、径1.lm・ 深さ0,9mの 小型の井戸。井戸内には、黒色粘質土層 。ヘ ドロ状の黒

色粘土層が堆積し、古墳時代前期の上器が出上した。井戸上国には、 2条の浅い溝が東西方向

に走るが、弥生時代後期以前のものである。

井戸-2は、長軸1.5m。 短軸1.2m・ 深さlmの 楕円形の井戸。井戸肉には、ヘ ドロ状の黒

色粘土層が堆積し、古墳時代前期の土器 (小型壼・器台・高杯等)が多数出土した。

井戸-3は、径 2m。 深さlmの やや大型の井戸。井戸内には、黒色粘質土層と緑灰色砂質

層が堆積し、上層より弥生時代中期 (唐古第 IV様式)の土器と属平石斧 1点が出土した。

柱穴跡は、現在の所未整理のため定かでないが、調査地区全体に800穴以上検出されてお り、

出土遺物から弥生時代前期～平安 。鎌倉時代までの幅がある。形態 。規模は、その大多数が円

形をなし、径0.2～0.6m・ 深さ0.3～ 0。 7mを測る。 1-B区 同様、柱穴F7Aと 共に多数の小型の

土叛が検出されていることから、将来竪穴住居跡 。掘立柱建物跡が多数復元できると考えられ

る。この中で、調査地区南端の、 Pit 460・ 461は一辺0.6m・ 深さ0.7mの 隅丸方形の掘 り方を

もち、残存径0,3mの 柱痕が出土した。この柱穴跡と他の同規模の柱穴跡より、 1間 2.8mの 3

間以上×2間以上の掘立柱建物跡 1棟が復元できた。

第 4節 Ⅲ― B区

1 調査経過

Ⅱ―B区は、 1-A区と連接してはいるが、分譲住宅地内を横断することや、工事用道路等
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の関係により、 1-A区 より南東に約50m離れた地点から始まり、市道東奈良二丁目1号線を

南端とする調査区である。

調査は、調査区の設定の後、昭和53年 4月 17日 より、第 1次掘削 を行い、盛土 (1.8～ 2

m)。 旧耕土 (0.2～ O。 3m)・ 床土 (0.2～0,4m)、 さらに下層の無遺物層である堆積土の一

部を、重機により除去した。並行して20日 から、手掘 りにより包含層までの約0.1-Cl.2mの堆

積土の除去作業を行なった。第 1次掘削を28日 、第 2次掘削を5月 13日 に終 り、包含層より切

り込まれている遺構の検出を行なったが、確認されなかった。26日 から包含層の除去を行ない

ながら、 6月 14日 より遺構検出にあたった。 7月 13日 に遺構検出を終 り、調査地区の全体およ

び各遺構の清掃を行なった。16日 に写真撮影を行ない、18日 より調査区および各遺構の平面

図・ 断面図を作成 し、 7月 23日 をもって全調査を終了した。

2 層位

Ⅱ一B区は、他の調査区とは異なり、旧地表面に1.8～2.Omの盛土がなされてお り、その下

に耕±0。 2～0.3m、 床± 0.3m、 その下層に無遺物層である淡禍色土層の堆積層がある。この

推積層は、北の高いところでは薄 く、南へい くにしたがい厚 く堆積し、遺構面が低 くなってい

る。この堆積層とは逆に包含層 (茶褐色土層)は、北では厚 く、南では薄 く堆積している。包

含層には、弥生式土器・ 土師器 。須恵器 。瓦器等が含まれている。 (第 17図 )

①耕土          ⑦茶褐色土層
②掲青色粘質土層(床土) ③暗灰色砂質土層
③褐色砂質土層      ③暗茶色土層
④黄濁色砂層       ⑩明黒色土層
⑤淡褐色砂層      ①褐色土層
⑥淡褐色土層       ⑫黒色粘質土層

第17図 東 壁 面 上 層 図

3 遺構

I― B区で検出した遺構は、溝 6条・方形周溝墓 2基・ 土拡約60基である。 (第16図 )

溝-1は、一部分 しか検出できなかったが、現最大幅1.4m。 現最深約0,7mを 測 り、上層に

は無遺物層の黄色砂層が堆積 し、下層に弥生時代中期の上器を包含する暗黒色土層の堆積がみ
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られた。

溝-2は、幅が約 4mで、深さが約 lmあ り、溝内には 3層の堆積がみられた。いずれの堆

積土においても弥生時代後期の上器が含まれていた。

溝-3・ 4は、重複してお り、溝-3は溝-4に 切られてお り、溝-3が古 く、溝-4が新

しい。溝-4は幅約1.6m・ 深さ約1.lmである。溝-3は幅が不明であり、深さは検出された

ところで約 0.8mである。溝-4は 5層、溝-3は検出出来たところで3層の堆積がみられ、

それぞれの堆積土層に弥生時代中期の土器が含まれていた。

溝-5は、幅約 2.5m・ 深さ約0.68mで、弥生時代中期の上器を包含している6層 の堆積が

みられた。

溝-6は、幅約 3.8m。 深さ約0。 78mで、黄濁色砂層の単一層であり、溝底ちかくで古墳時

代前期の甕が 1点出土している。

土嫉は、約60基を数えるが、規模は長軸で約 3mか ら約 0.6m、 深さで約 0.6mか ら約0。 15

mの大小が認められ、形状も円形 。楕円形・方形のものがあ り、規格性を認めることは出来な

い。一部に口径より、底径の大きい、いわゆる袋状の土嫉がある。残 りが良好な深い土拡は、

本ノ葉の含まれている茶色の腐植上におおわれ、下層には黒色粘質土層が堆積している。浅い

土拡は、黒色粘質土層だけの堆積がみられる。大部分の上拡は無遺物ではあるが、一部の上嫉

から、弥生時代前期と後期の上器を出上しているので、これらの上叛は弥生時代前期と後期の

二時期に分かれる貯蔵穴群と考えられ、浅い土嫉はなんらかの理由により肖1平 されているもの

と思われる。

方形周溝墓-1は、一部しか検出していない。長軸5m以上 。短軸 3.2m以上であ り、周溝

は幅約 0,7mで、深さ約0.68mである。周溝内より弥生時代中期の土器が溝底より浮いた状態

で出土した。主体部は検出されなかった。

方形周溝墓-2は、約%近 くを検出した。周溝の一辺が約 8mで、幅約1.lm、 深さ約0.2m

で、周溝内より弥生時代中期の上器が溝底より浮いた状態で出土している。主体部は、一部の

みの検出ではあるが短軸約0.85m。 長軸約0.87m以上 。深さ約0.12mの 方形の上嫉で、底はほ

ぼ平らになっている。南側の周溝は落ち込みにより切られている。

第 5節 Ⅲ一A区

1 調査 経過

Ⅱ一A区は、小川水路左岸から、市道東奈良二丁目～三丁目線にはさまれた調査区である。

調査区内に農業用水路が横断している関係で、この用水路で三分 し、Ⅲ―Al区 。Ⅱ―A2区

として調査を行なった。

調査は、Ⅲ一A2区から行ない、7月 25日 より重機による耕土・ 床土および無遺物堆積上の

一部の除去作業を行なった。ひき続き、これに並行 して8月 1日 から包合層 (褐色土層)上面
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OP 5.5m

まで手掘 りによる掘削を行なった。その結果調査地区の南%近 くは包含層がなく、無遺物の堆

積土が厚 くなってお り、地山が南の方向に低 くなり、黄色粘土層から白陶色粘土層にかわる。

調査は包含層のない地区は、地山の白陶色粘土層まで掘 り下げ、また包含層のある地区におい

ては、包含層の上面まで除去していった。ひき続き包含層を除去し、 9月 4日 から遺構検出に

あたった。30日 に写真撮影を行ない、10月 2日 から調査区および各遺構の平面区 。断面図の作

成を行ない、10月 8日 をもって全調査を終了した。

M―Al区の調査は、10月 11日 より重機による耕土 。床土および無遺物堆積土の一部の除去

作業を開始した。その作業時に調査Xの西半において溝が検出されたので、15日 よりこの満の

検出にあたり、その結果、溝は近代から現代の溝であることを確認した。18日 に重機による堆

積土の除去作業を再開して、21日 に終了した。それに並行して手掘 りによる包含層上面までの

地積上の除去を行ない10月 25日 に終了した。続いて26日 より包含層の除去作業を行ない、11月

10日 から遺構検出を行なった。26日 に写真撮影を行ない、27日 から調査区ならびに各遺構の平

面図および断面図の作成を行なった。12月 3日 をもって全調査を終了した。

2 層位

Ⅲ―Al区・ Ⅲ―A2区の層位は基本的に変わ りなく、耕土 (0.2～0.3m)・ 床土 (0.15～

0。 2m)があ り、さらに無遺物層が堆積してお り、その下層にⅢ―Al区およびⅢ―A2区の北

の高いところでは、褐色土層の包含層がある。 |―A2区 の南半約%では包含層は認められず、

無遺物層の堆積が厚 く、複雑になる。 (第 18図 )

①耕土
②床土

③灰色砂質土層
④黄灰色土層
⑤明茶色粘質土層
⑥褐色上層(包合層)

第18図 Ⅲ一 Al区 北壁 面 上層 図

3 遺構

Ⅱ―Al区検出の遺構は、溝が 3条 と少数の柱穴跡である。 (第 20図 )

近 。現代の溝は、Ⅱ―Al区西半で第 1次掘削において検出した。土層観察によると、耕土
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および床土の下層から溝が切 り込ま

れていた。溝内の堆積は、著しい砂

の互層がみられ、遺物においても、

土層に関係なく休生式土器 。土師

器 。須恵器から近 。現代のいわゆる

瀬戸物と呼ばれている陶器まで含ま

れている。このことにより、調査区

の西に流路をもっている現小川水路

の旧流路の可能性が大きいと思われ

る。 (第 19図 )

溝-1は、調査区を東西に横断す

る様に検出された。幅約 2m・ 深さ

約0.25～ 0.4mと 多少の高低差が認

められる。上層が暗褐色土層、下層

に礫を含む黒色土層 が堆積 してお

り、両層とも弥生時代後期の上器が

出土している。また上層の暗褐色土

層で木棺と推定される小日板と底板

もしくは蓋板と考えられる板材を検

出した。

溝-2は、検出状態が不良で、処

々分断されている。比較的良好なと

ころで幅0.5m・ 深さ0.05ハЮ.lmで

あ り、茶褐色土層の単一層であり、

細片であるが弥生時代中期の土器が

出上している。

また、その他柱穴と考えられるピ第19図 近 。 現 代 の 藩

ットが数穴検出されたが、いずれも時期、性格等は不明である。

|―A2区で検出した遺構は、溝が 3条、土拡が 5基、掘立柱建物跡 1棟、その他柱穴であ

ろうと考えられるビットや木棺墓・ 壼棺を各 1基検出した。 (第 20図 )

溝-1・ 2・ 3は、土拡-1か ら派生している状態で検出された。溝-1は調査区外へ、溝

-2は溝-3に連接 してお り、溝-3は地山が低 くなるところで消滅している。溝-1・ 2・

3はいずれも、幅約0.2～0.3m・ 深さ約 0.lmの 溝であり、暗褐色土層の単一層であ り、弥生

時代後期の土器が出上している。
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土嫉-1は、 短軸約2.4m。 長軸3.8m以上 。深さ約0.4mの 隅丸の長方形の上嫉である。内

部は、暗IF」色土層の単一層であ り、弥生時代後期の土器が出土している。一応土叛としたが、

Ⅲ―Al区の溝-1に続 くものと考えられ、同一遺構の可能性をもっている。

土拡-2は、調査区の関係から約%を検出したのみである。短軸約 lm・ 長軸 1.4m以上 。

深さ約 0.6mの楕円形の土叛で、明黒色土層の単一層であ り、無遺物であった。

土嫉-3も 約%の検出である。短軸約 2m。 長軸1.6m以上・ 深さ約0.2mの土拡で、明黒色

土層の単一層であ り、無遺物であった。

土拡-4は、 短軸約1.4m。 長軸約2.8m・ 深さ約0.5mの楕円形の土嫉で、明黒色土層の単

一層であ り、無遺物であった。

土嫉-5は、短軸約1.6m。 長軸約3.9m・ 深さ約0。 45mの 精円形の土叛で、明黒色土層の単

一層であり、無遺物であった。

土拡-2・ 3は約%の検出であるが、土拡-4・ 5と 共に土拡の形態が精円形であ り、また

土嫉内堆積においても、明黒色土層の単一層の無遺物であるということから、性格や時期が同

一であると考えられる。

木棺墓は、短軸約1.4m。 長軸約3.6mの隅丸の長方形の上広内から、木棺の小口板・ 底板を

検出したものである。木棺は、先ず土拡を掘 り、両短辺の内に小口板のための掘 り方を作 り、

小日板を立て、次に小口板と小口板の間に底板を入れている。さらに検出することは出来なか

ったが、側板を底板の両長週に立て、最後に蓋板を被せたものである。土嫉内 。本棺内から遺

物の出上が認められず、明確な時期は不明である。

壺棺は、弥生時代中期の壷形土器 2個体を縦位置に合せ口にしたものである。壼棺の掘 り方

を検出することは出来なかった。

調査区の北辺の、比較的高いところに径0.1～0.4mの柱穴を検出した。その多 くは径 0.2～

0.3mの ものであ り、 出土遺物はほとんどみられないが一部に柱痕が残っていたものがある。

掘立柱建物跡として認めることが出来たのは、 2間 ×3間 の建物跡である。しかしながら、前

述のごとく遺物の出土をみないため、時期は不明である。

第 6節 Ⅲ― B区

1 調査 経過

Ⅲ― B区は、調査区内を幅 7.5mの道路が南北に縦走し、かつ遺構面が深いために約25mの

間が途切れ、北側をⅢ一Bl区、南側をⅢ―B2区と分けて調査を実施した。

Ⅲ―Bl区は、現地表面で幅14m。 長約30mと するが、最終的には幅 5mo長 15mで約75♂

の調査区となった。昭和53年 8月 25日 、約 2.2mの造成上を重機によって除去を開始した。一

部さらに掘 り下げた結果、耕土面下約 0.5mよ り激 しい涌き水が生じ、遺構面がさらに深いこ

とから、土砂崩壊防止のために レール打ちと矢板の設置が必要となる。 9月 2日 、土留め作業
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を実施しながら、幅1.2mの 段を残し、さらに約1.5m掘 り下げる。 9日 ～14日 まで手掘 りによ

る掘 り下げを実施し、最終面の淡灰白色粘土層を検出。18日 、遺構 。遺物とも全くなく写真撮

影 。図面作成を実施し9月 20日 に終了した。

肛―B2区は、現地表面で幅10～22m・ 長約28mと するが、最終的には幅 5～7m・ 長約24

mで約 160m2の 調査区となる。 9月 26日 、耕土下の無遺物層の取 り除きを重機によって開始。

耕上下 1.5mの砂層より激しい湧き水が生じ、土留め作業が必要となる。10月 3日 、土留め作

業中、大型溝状遺構の検出。 9日 、溝状遺構の写真撮影・ 図面作成を実施。17日 、重機により

上留め作業を行ないながら、さらに 2m掘 り下げる。24日 ～11月 7日 、手掘 りによりさらに約

1.2m掘 り下げ、最終面の青白色砂質層を検出。 11日 、溝状遺構・土拡を検出し、写真撮影・

図面作成を実施し、11月 15日 全作業を終了した。

2 層位

Ⅲ―Bl区の上層調査は、南面約16mを使って実施した。耕土面は標高 6.3m前後に位置す

る。層位を下層からみると、最終面と考えられる灰白色粘土層は標高3.25mに 位置し、北より

南へ僅かに低くなる。上層に、全 く遺物を含まない5層 に分けられる黒色粘土層と灰色粗砂層

(いずれにも木葉 。植物繊維等を多量に含む)の互層が約 0.7m堆積する。さらに床土下層ま

での約 2.2mに 、同じく全 く遺物を含まない14層 に分けられる青灰色粘土層 。灰色粘質土層・

灰色砂層がフラットに互層状態を成し、床土 。耕土へと続 く。 (第 21図 )

Ⅲ―B2区の上層調査は、北面の約28mを使って実施した。当調査区は造成上がなく耕土面

①耕土
②黄色砂層と灰褐色

土層の互層

⑥灰色粘土層
①灰色砂質粘土層
⑤淡灰色粘質土層
⑥青灰色粘質土層
⑦青灰色砂質層
③青灰色砂質粘土層
③青灰色砂質土層
⑩淡青緑色砂質土層
①淡茶灰色粘土層
⑫淡青緑色粘土層
①灰色粘土層
⑭黒色粘質土層
⑮灰色粗砂層
①灰色砂質層

(植物遺体 を含む)

〇黒色ヘドロ状粘土層
(植物遺体を含む)

⑬暗灰色粘土層
@灰白色粘土層

第21図 Ⅲ― Bl区 西 壁 面 上 層 図
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の標高 6.6mに位置する。層位を下層からみると、弥生時代後期以前の最終生活面の青白色砂

質層は、標高2.75mに 位置する。上層は、弥生時代後期の上器を少量包含する黒色粘土層・ 灰

色砂層・ 灰色粘土層 (いずれ も本葉 。植物繊維等を含む)の互層が約 1.5～ 2m堆積する。次

に、青灰色粘土層・ 黒灰褐色粘土層が互層状態で約 1.8m続 き、中世以降の生活面の黄褐色粘

土層 (0.2m)が堆積 し、床土・ 耕土へと続 く。 (第22図 )

①耕土
②茶褐色砂質層
③淡灰黄褐色土層
④赤黄褐色砂質層
⑤淡灰黄褐色砂質粘土層
⑥淡灰褐色粘質土層

(流木を含む)

⑦淡灰褐色砂質粘土
層(流木を含む)

①淡灰褐色砂質層

OP
5.Omi

③脱 1査
⑩灰掘色粘質土層と

白色砂層の互層

①青灰色粘質土層
⑫青灰色粘質土層
@灰白色砂層
⑭黄褐色粘質土層
⑮青灰色粘質土層
⑩黒灰褐色粘質土層
O青灰色粘土層
①
鵬 ω

@灰色砂層

⑩
緯 た含ω

@灰色粘土層
②黒色粘土層
④灰白色粘土層
⑭黒色粘土層

第22図 Ⅲ一 B2区 東 壁 面 土 層 図

3 造構

皿一Bl区 は、遺構・

遺物は全 く検出されな

かった。 Ⅲ一B2区 も、

中世頃の大型溝状遺構

以外に、溝 1条が検出

されたのみ であ る。

(第23図 。第24図 )

大型溝状遺構は、Ⅱ

＼

＼
OP 3.25m

m

第23図  Ш―Bl区遺構実測図
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~B2区 の北端で検出された。規模は、大部分が調査地区外に位置するため定かでないが、幅

10m以上・ 深さ3m以上のほぼ南北に走る大型の溝である。溝東肩は、黄幅色粘土層よりなだ

らかに約 2m落ち込み、 lm前後の段 (一部決られている箇所 もある)を もち、さらに底へ落

ち込む。溝内には、■層に分けられる堆積層がみられ、淡灰褐色粘質土層より多量の流本が出

土したが、他は無遺物層であり、僅かに溝肩段より鎌倉時代頃の瓦器椀が 1点出土したのみで

ある。

他の H―B2区の遺構は、最終面の青白色砂質層の面に、幅0.6m。 深さ0,lmの 浅い溝が、

弓状に検出された。出土遺物はなく、時期は不明である。他は、自然地形の落ち込みが検出さ

れたのみである。

|~BⅢ 2区は、層位からみて弥生時代後期以前には、さきのⅢ―A2区よりなだらかに地

形が下った標高 3m以下の谷底のような所であった。そこに、黒色粘土層と砂層の互層状態が

示すように、周囲から土砂が流れ込み沼地のような状態であったと考えられる。その後、中世

の鎌倉時代頃までに、土砂が約 2m堆積し、現地形近くまでになったと考えられる。

＼

第24図 Ⅲ― B2区 遺 構 実 測 図
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第 Ⅳ 章 遺 構 及 び 遺 物

第 1節 濤-3(I― B区 )

1 遺構

溝-3は、弥生時代前期から古墳時代前期にわたる多数の柱穴跡・ 土拡等がとぎれる I― B

区の東端に位置する。調査は、上記の遺構が溝の西肩と重複して検出されたために、遺構を残

したままと、取 り除いた後との 2回 に分けて行なった。

溝-3は、調査地区内をN-14° 一 Eの方向に縦走し、南端で方向をやや東に変える。上回

の幅4.2m・ 深さ1,2m・ 底幅1.2m・ 底部の平均標高6.140mを 測る大型のU字形溝である。ま

た溝の底は、平坦であるが、僅かに北より南へ低 くなっている。 (第25図 )

溝-3の堆積層は、自然堆積 したヘ ドロ状の粘質土層と砂質層からなり、10層 以上に細分で

きる。しかし、調査段階では、

この層位を区別することが困難

であったことか ら、上面
`よ

り

0.4～0.5m単位の深さで、上 。

中 。下の 3層 に分けて調査を行

なった。また、出土遺物の取 り

上げも、その層位に従って実施

した。このために、出土遺物に

ついては、層位差が不明確で、

一括の遺物としての性格が強

い。出土遺物は、上 。中 。下の

各層から弥生時代前期 (唐古第

I様式)の土器が多量に出土し

た。 (図版55～67)ま た上層か

らは、今回記載していないが、

少量の弥生時代中期の上器が出

土している。この土器は、溝―

3埋没後に造られた溝に包含さ

れていたものであったことが、

後に層を詳細に検討した結果判

明した。他に、 各層か ら石器 第25図 遺 構 実 測 図
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①耕土
②淡灰色砂質土層
③暗茶褐色土層
④黒褐色粘質土層
③茶褐色砂質上層
⑥暗茶IF」色砂質土層
⑦暗茶掲色土層
③茶褐色土層
③黒色粘質土層
⑩茶掲色砂層

①灰褐色砂質粘土層
⑪茶掲色土層と黄褐色土層の互層
①茶褐色土層と黄褐色粘質土層の互層

①灰黄掲色土層(ブロック) ⑩暗青灰色砂質層
⑫暗灰色粘質土層     ①黒色腐植粘土層

③⑩上層  ①～⑩中層  ①・〇下層

第28図 北 壁 面 上 層 図

(第 31・ 32図 )と 獣骨 (鹿・ 猪)が出上した。 (第 26図 )

溝-3の形成から廃絶の過程を、層位と出土土器から考えてみると、まず、弥生時代前期中

段階後半から新段階に築造された。しかし、用排水の溝でなかったために、溜 り水と周囲から

の土砂の流入、さらに土器・ 獣骨等の廃棄が行なわれたことにより徐々に埋まっていった。そ

の間に、溝の肩を修正し、溝内の上砂の取 り除きを一度行なっていることが、溝の肩に盛土が

みられることや堆積土の下層上面が不自然にフラットに切られている点から考えられる。 しか

し、その後は改修等が行なわれることもなく、弥生時代中期前半頃までには、同じく自然堆積

と土器 。獣骨等の廃棄が続き、溝の大部分は埋没した。弥生時代中期中葉になると溝-3は、

後述する他の溝のように、溝の上面を埋め固めて生活面として利用することもなく、溝の上面

に規模は小型ながら幅約 2m・ 深さ約0.3mの 溝が掘 り込まれ、新たな溝として使用された。

「
―一 ――一 別    項

|

1  出上土器について述べる前に、

1  今回出土の前期弥生式上器は、

1 形土器によって構成されている。

各溝出土土器の器種区分

各器種における区分について記述しておきたい。

重形土器、甕形土器、鉢形土器、高杯形土器、壷用・甕用蓋

壷形土器、甕形土器、鉢形土器は、有頸のものと無顎のものに分け、前者をA、 後者をBと

した。さらに細分することは、出土土器が多いにもかかわらず完形になるものが少ないため避

け、一様式内の変化として大きく捕えることに終始したが、他器種を含めて今後検討してゆき

たい。区分 した形態については、以下の通 りである。
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壷形土器Al

A4

Bl

B2

甕形土器A

B

C

鉢形土器A

A2

A3

比較的短 く開きの少ない口頸部、胴の張った体部をもつ古い様相を呈する

もの。

さらに新しい様相を呈 し、日頸部、体部ともに発達する過程のものや口縁部

が長 く大きく外反 し胴の張 りも大きく扁平になる体部をもつものを含む。

細長 くなった頸部から大きく外反する国縁部、球形の体部をもち、第 1様

式の壷形土器との接近が考えられるもの。

Alを著しく大形にした形態のもので、国径30clll内外 と非常に広日で、 く

びれの曖味な頸部から外上方へ開く日伝部をもつ。

内弯する日縁部、丸い体部をもつ無頸壼。

短 く立ち上がる日頸部、丸い体部をもつ。

外反する国縁部、倒鐘形の体部をもつもの。

直口で、倒鐘形の体部をもつ もの。

口縁端部外面に貼 り付け突帯を施す逆 L字状の口縁部、倒鐘形の体部をも

つもの。

外反する日縁部、倒鐘形及び丸い椀形の体部をもう、日径が器高を上まわ

るもの。

B   直口で、丸い枕形の体部をもつ ものと底部から外上方に開くもの。

なお、高杯形土器、壷用 。甕用蓋形土器は、点数が少ないため区分 しなかった。各器種とも

に口径、器高が10clll前後のものは、小型品として取 り扱い各器種構成表、壺形土器と甕形土器

の施文類別点数表及び区は、各土器の項の後にまとめた。

上記のことは、各節の上器の項に共通するものである。

註 1) 各器種の形態や製作技法なども考慮すべきであるが、出土土器量が多いにもかかわらず完形に

復元できるものが少ないため、施文法を中心にまとめた。表、図の数値は、国縁部と頸部の施文

が明確なものを1点 とした。

2 土器

溝-3は、検出状態にもかかわらず、その遺物包含量は、他の溝に比べ群を抜いている。遺

物数量は、およそコンテナバット (35× 45clll)で 約30箱である。破片数は非常に多いが、完形

に復元しうるものは殆んどない。遺物は、上 。中・下、 3層 に分けて取 り上げてお り、医版 も

3層 に分けて扱ったが、各層間に間層はなく、完全に分離した状態の層位関係ではないのと、

各層の土器の混在等の状況から一括して述べることにした。最上層の中期の溝の混入遺物を除

いて、すべて唐古第 I様式に帰属する。個々の土器に関しては、土器観察表を参照されたい。

壼形土器Al (図 版55-1、 8、 図版65-■ 2)

―- 41 -―



ｔ
ネ

施
f■華 拳 ェ 審 癬

‐‐

・５７

ヴ俯 6●
で0げ C

第27図 壺 形 土 器 の 文 様
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回、頸部間に段をもつ もの (1、 11め、沈線支を施す ものがある。この段は、沈線をめ ぐら

し、その下側をヘラで押さえ成形するため頸部lRlが低 くなるが (8)は、沈線の上側をヘラで

押さえ成形するため口縁部側が低い。また、頸、胴部を区画する文様 もなく、体部 も球形を呈

する特殊な形態である。

壼形土器A2 (図 版55-4、 5、 7、 図版56-11、 13、 図版59-45、 47～52、 56、 57、 図

版60-60～63、 65～ 67、 図版65-113-117、 119、 120、 124、 医版66-125-128、 第27図 -154、

155)

削 り出し突帯を施すもの (47)、 削 り出し突帯上に沈線文を施す もの (4、 5、 45、 48～ 50、

113～■6)があ り、沈線文間に刺突文を施す もの (■6)も ある。沈線文を施すもの (7、 51、

52、 56、 117、 119)、 貼 り付け突帯を施す もの (■、57、 62、 63、 65、 124～ 126)、 貼 り付け

突帯と沈線文を併用したもの (54、 155)がある。 (128)は、内部に土器の細片とベンガラの

混ったものが遺存 している。貼 り付け突帯には、突帯付加前に沈線をめ ぐらし、その上に付加

する場合と、沈線をはさんで複数の突帯を付加する場合 (124)があ り、沈線上に幅広い粘土紐

を貼 り付け、そこから2本の突帯を作 り出すもの (126)も ある。 (66、 120、 126)は、日縁部

内面にも突帯を付加する。この突帯は、一周せずその一方が開き、先端は渦文状になる。突帯

上には、何 も施さないもの (11、 57)と 、刻目 (13、 63、 124)、 布目圧痕 (62、 65、 66)を も

つ ものがあ り、また棒状の施文具を横方向に押捺した稀なもの (67)も ある。口縁端面に沈線

文 (47、 ■3、 ■5)、 刻日 (■4)、 短線と沈線文 (120)を施す もの、日縁部に紐孔を穿つ も

のもある。また、やや小型のもの (60、 61)も みられ、 (60)は 、やや古相を呈すると思われ

る。

壼形土器A3 (図 版55-6、 9、 10、 図版59-59)

沈線文を施す もの (9、 10、 59)ゆ るい削 り出し突帯上に沈線文を施すもの (6)も ある。

壼形土器A4 (区 版59-53～55、 医版65-118)

沈線文を施すもの (53～55、 118)がある。 (54)は 、やや小型である。

これら壼形土器の頸胴部破片に木葉状文 (第27図-156～ 158)、 経縄文 (第27図 -159)、 斜

格子文 (第27図-160)、 直線を縦横に組み合わせた文様 (第27図-161)、 鋸歯文 (第27区一

162)な どのヘラ描き文様や、沈線間に刺突文を施すもの (第27区-163)カミあ り、また削 り出

し突帯上の沈線文間 (第27区 -164、 165)、 円形文 (第 27図 -166)を彩色するもの、体部中位

の貼 り付け刻目突帯を中心に、上下交互に縦位の貼 り付け刻目突帯 2本一組が施され、突帯間

に 2本一組の彩線を配し、突帯周辺を彩色するもの (区版56-14)。

壼形土器B (図 版60-68、 69、 図版66-127)

無文で、日縁部に 2個一組の紐孔を相対位置に穿つ。

甕形土器A (図 版56-15～26、 図版57-27、 28、 30、 31、 図版60-71、 医版61-73～ 82、

図版62-86～ 92、 94、 医版63-95～ 97、 図版66-129～ 139、 屡版67-140～ 142、 第28区-167～
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171)

日縁端部に刻目をもつ ものが大多数を占めるが、沈線文を施すもの (136)も ある。頸部に施

文されないもの (30、 31、 71、 73～76)、 中でも (75、 76)は、古相を呈する。削 り出し段、

突帯上に沈線文を施すもの (26、 30、 135～137)で、 頸部に円孔を穿つもの (136)も ある。

沈線文を施すもの (15～ 25、 77～ 92、 95、 129～134)が 殆んどである。沈線文は 3～ 4条が最

も多 く、多条のものは、11条 に達するものも認められる。また帯状沈線文 を施す もの (94、

138)、 沈線文間に平行斜線文を施すもの (139、 167～ 169)、 刺突文を施すもの (170、 171)、

「 V」 字形を連ねた文様をもつ もの (87)も ある。 底部に焼成後穿孔したもの (96、 97、 140

～142)も ある。

轟
中

167

―

‐６８

・６９

鶴
雑 Er手―■とu当番ヽ

蝉
黎 硝 韓

第28図 甕 形 土 器 の 文 様

甕形土器 B (図 版60-71)

無文で、口縁部直下に横位の耳状把手を相対位置にもつ。

甕形土器C (図 版57-29、 図版62-85、 93)

口縁端面に刻目と沈線文を合わせもち頸部に沈線文を施すもの (29、 85)と 、帯状沈線文を

施すもの (93)が ある。これらは、兵庫県西南部に多 く見られる、断面が三角形に突出する口

縁部の形態とは、やや様相を異にする。

鉢形上器A (凶 版57-37、 38、 隠版58-39～43、 図版63-102、 104～107、 図版64-109～

1■、図版67-151～153)

頸部に施文しないものと、沈線文を施すもの (39～ 41、 43)が あり、沈線文 4条 を越えるも

のはない。 頸部に横位の耳状把手を相対位置にもつもの (37、 42、 1∝、■0、 111)が ある。

(1■)は、二対、 (■0)は、三対 もつ。また (105)は、日縁部と頸部に縦位に円孔を穿つ。

0             5 cD

え
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鉢形土器 B (図版57-36、 図版63-103、 108、 図版67-149、 150)

施文しないものと曖昧な段に沈線文を施すもの (149)がある。

壼用蓋形土器 (図版57-32、 33、 図版63-98、 99、 図版67-145～ 148)

笠形と円盤形の二種がある。 (32、 33)は、四頭のつまみを、 (98、 99)は、環口状のつま

みをもち、いずれも中心に円孔 1個を穿つが、 (33)は、中心に円孔を穿たず、回縁部に 2個

一組の組孔をもつ。 (147)は、日縁部に沈線文をめぐらし、 (148)は、 同重弧文を施す。

(146)は、沈線文をめ ぐらした内に本葉状文を描き彩色される。 (145)は、口縁部に 2個一

組の紐孔を穿つ。

甕用蓋形土器  (図版57-34、 図版63-100、 101、 図版67-143、

外下方に大きく開く笠形を呈し、つまみ部上面が凹むものが多い。

まみ部直下に沈線文を施すもの、つまみ部に円孔を穿つもの (100、

小型品  (区版57-35、 第29図

―-172ハV174)

通常の壼と変わ りないつ くり

で、頸部、体部中位に貼 り付け突

帯を施すもの (172)と 、粗雑なつ

くりの無頸壼形土器 (35)やや上

144)

無文が通例であるが、つ

143)も ある。

0                   5 cm

げ底で中実の脚台 (173)、 円盤形

で複数の瘤状つまみをもつ蓋形土

器 (174)拘ミある。

円板形土製品 (第30図 -175～

182) 第29図 ′
Jヽ  型  品

壷、甕、鎌形土器の破片を再利用 した もので、荒 く打ち欠 き、不整円形の もの (175～178)、

一部研磨 した もの (180、 181)、 周縁を丁寧に研磨 した もの (182)が あ り、土器片を再利用す

る紡錘車の製作過程を伺い知る事ができる。

註 1) 自見の結果、日縁端面に刻目をもつ近似したものはみられたが、幅広い口縁端面に沈線文と刻

目を併用する例はなかった。

「千代田遺跡」 杉原荘介・小林二郎  F日 本農耕文化の生成』 1961

「砂部遺跡」 加古ナII市教育委員会・加古ナII市文化財保護協会 昭和53年 3月

岡崎正雄氏、秋枝芳氏、加吉川市教育委員会の御協力によって数多くの発掘資料を拝見する機

会を得、かつ御教示いただいた。

―- 45 -



|

~ 179

0               5 cm
180

第30図 円 板 型 土 製 品
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溝 -3

士笙

沈 線 文

1条

2条 9

3条

4条

5条

6条以上

文

段

＋
線沈

段 の み 6

1条 0

2条 1

3条

貼付突帯

刻 目あり

刻 目なし 14

布目圧痕

貼付突帯
+

沈 線 文

刻 目あり 4

刻目なし 1

布目圧痕 1

削 り出し

突帯段上

沈 線 文

突帯のみ

1条 7

2条

3条 ０
０

4条

5条以上

突帯上余格 子 文 1

本 葉  状  文

木葉状文+沈線文+平行斜線文 1

沈 線 文 間刺 突 文 2

削り出し突帯+段 0

壷形土器施文類別点数表

溝 -3

有 鉦
〔

甕

沈 線 文

0条 43 24

1条 16

2条 17

3条 ガ
■ 2

4条 38 1

5条 1

6条以上

平 行 斜 線 文

沈 線 文 +段
沈 線 文 間刺 突 文 0

段 の み 0

甕形土器施文類別点数表

段 肖Jり 出し突帯  貼付突帯

4.7%
壺形土器施文比較図

器種構成比率表

沈線文  その他

第 3表 各器種と各施文の構成とその割り合い

壺形土器 甕形土器 鉢形土器 高杯形土器
壼  用
蓋形土器

甕  用
蓋形土器

219

33.9%
305

47.2%
83

12,9%
2

0,3%
28

4.3%
9点
1,4%
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姶 1買虻

表察観器土

面 は 、

目後は 、

口
面ｏ外

デ

　

ヽ

　

ｏ

ナ

キ

キ

ガ

ガ

ュ
⊆

くヽ

くヽ

一回

ラ

ラ

ｏお
れ

く

さ

す
丸
出

反
は
り

外
部
削

く
端

ヽ

る

ヽ
に

ｏ

ゆ
ち
界

つ

日
は
界
１

ナデ。ヽ外面醐触

，ヽ
エ
ア
　
。　
ヽ

と
ナ
キ
に

面
ラ
ガ
部

両
ヘ
ミ
端

部
の
ラ
縁

く
も
部
も

‐まヽ短帷
。国頸軽

国
る
る

い
め
ゆ

狭

さ
た

55-21

1

55-21

2

14.1

(6.7)

方ヽ
１

い横
文

ｏ

四後
線
す

日デ
沈
施

ナ
　
ヽ
み
ヽ

にヽ
条

向
へ
口

万
の
と

口
横
向
条

をもち、面ヽ端

ｏ

劇
叩もっ

口
狭
を

ｍ
外

紙
酪

味をもった
カヘ天さ〈

面をもつ。

謙́鳥撃農喜究そ奄ミ懲雲:

1尋書惑ζむそ

する。
、丸味

りゆるく
に弱く屈

、日縁上
る国縁部。

:3§
g念怠:ヨ宮:とB

13.5

( 4.9)

色褐

ｏ

緻
黒
布

堅

塗ヽ

ヽ
に
の

良
内
物

粗
良
内
物

面

癖
ヘラもヽ
ブ際
穿っ一キ、紡
咄
映翻

師
ブ辟
キ。輸
一醒棚
随
暖郁

55 -- 21

3

55-16

4

55 -- 21

6

17.6

( 3.9)

21.5

(13。 2)

22.4

(11.2)

丸

る

ヽ

ゆ

は

ら

部
筒状の頸部か
く日縁部。端
る。55-16

7

21.4

(10.6)

丸い体部から

55 -- 16

8

|  |
に
ち

か
も

や
を

る
面端

ｏ

い
る

狭
めお さ

外反する国
端部は、丸

55-17

9

20.2
23.7

(24.8)

キ
線

ガ
沈

ラ
能

デ
著

ナ
が

。

イま、翻
麟

ヽ
を文 3

部内

こ

、４

ィゝ

く
さ め

口縁部内面は、横方向の刷毛目後横ブ
の仝ラミガキ、外面は、上半横方向、

む桑ゼ姑∫:

り出し突帯上沈線文

口縁部上半肉面は密に、
方向のヘラミガキ命頸、吾層

'夢

ユ棧驚モ轟誓縫箸脅云美サ(尋
た近梁F擦蔀臆憲冥2兌贔長ぞ発チヨ部

( )内は、現存値

面に黒褐色
の塗布。

粗砂含
良好、堅緻

- 48 -
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図版番号
蓬測図―写真

法

量

傷

口径
腹径
底径
器高

態形 法技 考備

土器番号

56-21

11
(9,3)

頸部からゆるやかに大きく開く口
縁部。 暑掃酵魯全羅≧宮去斎塗苔2甚B目吾英

桑墓ギ患;夢饗疫災ゲ寄雰隼令臼穆蘇た
焼成前組子Llイ固を内か ら外へ と李つぃ

黄褐色

畳懲ヨ堅緻

17.1

( 6.8)

頸部からゆるやかに開く口縁部。
端部は、丸くおさめる。

口縁端部内外面ともナデ。口縁部内外面
とも横方向のヘラミガキ。

貢褐色
粗砂合
良好、堅緻
外面に煤付着

56-21

13

一

５

．

一

８

．

胴の張った丸い体部と思われる。 面
付

外
り誰

存

ヽ

残
キ

痕
ガ

圧
ミ

頭
ラ

ｏ

指
へ
す

デ。随
枷

ナ
方
本

ラ
横
３

へ
後
帯

エ
ア
突

は
ナ
ロ

面

刻ヽ

内
は
け

黄褐色

畳懲0堅緻

一
　

・４

(G.9)

胴部より、なだらかに伸びあがる
頸部。

キ
体
下
す
赤

リキｏ魁飾騨

ラ
ガ
そ
４
文

ヘ
ミ

ヽ
に
の

の
ラ
し
向
組

加
のへ軸鱗相

横
向
本
を
２

雖麟制配間ｔこ

ガ難酸林籍
ａ

ナヽナヽ醐籍
趾加

融耐破姐棚甜

内外部
に突
角

黒褐色
粗砂含
良好
外面に黒褐色物
質の塗布。

56-23

15

56 -- 23

16

56 -- 23

17

56 -- 23

18

56-23

19

56 -- 23

20

56 -- 23

21

56 -- 23

22

|ポ)

1江)

1 2坐

1

1(儀
の

|(宝
)

1 1生
4

+  _

|(10.5)
|

120.4
十 一

|(あ
|

1 2上

2

1(冨
9)

|(札

反
る

外
め

る口縁部
倒鐘形の

ゆるく分反する日
をもつ。やや丸味
体部。

ゆるく外反する国
をもつ。

外反する口縁部。
さめる。

い端面

丸 くお

端部は、丸
のある倒鐘

|と急善合
振琢争屎累殻〔輩せ見採

|

1響掻落F屎鍮蔦疑梵棄鯵屯者∫
お

|

|ゆ るく外反する口縁部。端部は、
1丸 くおさめる。

る

ｏ味
「

庫前
軌

醐陸
。ゃ

呼紳
瘍鶏

個⑩漆疎

―面く
形

横
属

ｏ

頸ヽ
目

は
口
刻

面

ｏに

肉
デ
部

部
ナ
端

体

縁ヽ

ｏ

ｏは
日
す

ガ
輌
存
。輸

も

残ヽ
条

と
デ
痕
３

面
ナ
圧
文

外
ラ
頭
線

内
へ
指
沈

部
の
に
に

縁
向
部
部

鰯外ヽ
駆

ロ
デ
頸

口稼郡困外向ともナデ。体部困向は、斜

写昼ち竜量争象
淡楚男旨を攀寡庭駐会長

ともナデ。体部内面は、ナ
ナデアゲ。口縁端部に刻目
1条 を施す。

麻部内面は
目。口縁端
を施す。

デ
刷
１

Ｗ鵬鮫

と
方
沈

血
斜
に

分

部ヽ

困
は
頸

部
面

ヽ

数
外
目

ヽ

刻ヽ

稼
デ
に

ロ
ナ
部

展箸尚語衰ワ争雰:燕畜履〔嬢碧周房続
毛目。口縁端部に刻目。頸部に沈線文 3

条を施す。

口縁部外面は、刷毛目後内面とともにナ

兌懃塗肇曼目憾享テ
轟蔀繊男旨i錨難僣

口縁淋困外向ともナデ。体

夕騨?合最轟轟准鉛冒伊義
条を施す。

十三B辱ξ宮昂ヨ甚禿言}雷爵E昆籟望書

空
フ

３

大

文

粗砂含
良好、堅緻
口縁、体部外面
に煤付着。

淡黄褐色
粗砂含
良好

1息
磐:舜警羅煤

十三琶尋醤]昴面

|』
]§
三にIka付

lξ
§£写3に煤

|』骨§三に煤付
―- 49 -―



図版番号
痣測図一写真

土器番号

法

量

閉

口径
腹径
底径
器高

態形 法技 考備

56-23

23

25。 2

( 8,3)

見ぞ蔦響唇琢争
国縁部。端部は

三B辱:宮
辱室と弗曾}奮離E昆籟望ユ

淡黄褐色
粗砂含
良好
外面全体に煤付
着。

58-23

24
(7,0)

１

．

一

?島ξ織唇ュ
る口縁部。端部は丸

ョa酵§を現ζユ重量誰
56-23

25

24.6

( 6.9)

外反する国縁部。端部は、丸くお
さめる。

ｏ下

ｏ

目
縁
す

毛
口
施

|:: 1欲

唇F喬曇縁謝株獣菅慧をれ塚i

ゆるく外反する口縁部。狭い端面
をもつ。体部は、やや丸味をもつ
と思われる。

56-23

26

57 -- 23

27

７

．

一

一

８

．

粗
難
難
着
。　
一辮
紐
慰
癬
着
①

全体に煤付

外面に煤付

27.5
34.0

(37.0)

る狭い日
体部中t
をもつ。

反する国縁部。
面をもつ。最大
よりやや上にあ

ナデ。頸離肉面は、
のナデ、外面は、斜

全

ｏ

の
見

良
煤
く

緻
は
な

堅
着
れ

付ヽ
ら

とG,0

(8.3)

ぎみの
おさめる。

18,4

(9.9)

丸くおさめる。
われる。

部は、
部と思

口縁部内面は、布
の刷毛目後ナデ。 、斜 含

の刷毛目。体
している。口

良

外面全体に煤付
着。

外面全体に煤付
着。体部内面に
一部付着物。

良好、堅緻
体部中位にうす
く煤付着。

部下半お糸塾再生蔀祭

21.6

15,0

14.0

4,3

部 。

轡乏ξ箸『雫桑累橿干単攀援展
呈し、いびつである。倒鐘形の

外面は、ナデ。,
デアゲ、外面は、

量景脅愁9懲屠自白癸号々耳Ba9ξ昇

ナデ。つまみから口
とも、ナデ後横方向

紹↑忌五ズ永ち周棗暫藝七倖
成前紐孔2

一
Ш

の
に

頭
心

四
中
う

ヽ
の
内

み
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区版番号
莞測図―写

法

量

径
径
径
高

口
腹
底
器

態形 法技 考臆

土器番号

丸い体部力>ら つまみ上げられた口
縁部。底部は、やや突 出 した平
底。

日縁郡困外面ともナ
がみられる。体部内
ナデ、外面は、縦方
ラミガキ。底部内面

織房績詠余最塞尋ぁ

ロ
ラ
ヘ
存
土

リ
ヘ
に
残
粘

ば
の
粗
痕
も

し
向
後
圧
と

に
方
目
頭
面

面
横
毛
指
外

内

刷ヽ

内ヽ

ｏは
の
は
部

ｏ

デ
面
向
に
体
る

細砂粒含
良好
体部内面に付着
物。

57-18

36

２

．

一

７

．
８

．

景EE員繁き争3ξF蔀
悪F露募

:盪啓B含再る亀意RttC肇号F魯輿得
面は、指押さえ、外面は、ナデ。

57-19

37

３
．
一
６
．生

綜a丸空拷楚呂百畠縁綾塾之庸
纂載|と

上爵暦覆雇霧鷲幸寒聾娯池
手をもつ。

昌ち&衰ひ
「

]鉢羊市吾亀粛蟄弾!き函宇赤e」覆
横方向のヘラミガキ。底部近くは、指押
さた。底面は、軽いヘラケズリ後、雑な
ヘラミガキ①

緻

色
含
堅

褐
粒

ヽ

赤
砂
好

淡
粗
良

一
　

３ ８

19.6

7.0
10.3

ゆるやかに外反する口縁部。端郡
は、丸くおさめる。底部から外上
方に開き、口縁に至る体部。突出
した平底。

口縁、頸部内外面ともナデ。体部内面は
ナデ後横方向のヘラミガキ、外面は、ヘ
ラナデ後横方向のヘラミガキ。底面は、
指押さた。

色褐
含

黄
砂
好

淡
粗
良

58 -- 26

39

37.0

( 7.8)

外反する口縁部。狭い口端面をも
ヽ)。 晨辱尚冴ヂ雰徘界善患|デチφttr冒縁

端部に刻目、頸部に沈線文 1条を施す。

淡黄褐色
粗砂含
良好
煤、付着物は、
全くみられない

58 -- 26

40

58-19

41

58-26

42

58-26

43

37.4

( 6.1)

38.2

(25,8)

40.2

( 6.8)

40.0

(13,8)

ゆるや力Wこ外反する日縁部。
口端面をもつ。

外方へ屈曲する日縁部。内面にゆ
るい稜を有す。狭い口端面を も
つ。体部は、倒鐘形を呈す。

て)。

讐妖弊発桑露碧株鉛
｀
離

の耳状把手をもつ。

横方向B饗ワ〔募牽F簑

ヨ景Ⅲつき

'争

F亀ヨЁ島教豊書昼]撼

鳳箸尚覆ず昇勢寡1嵐畜忌〔祭碧|

頸部冦洗暴妻唇突砂鍵寧F指
頭圧)

屎累識審懲F与芸繊癌男寓剛表写答券〒
外面は、斜、横方向の刷毛目後雑なヘラ
ミガキ。

は
へ
存

面
の
残

良好

色

良好

淡黄褐色
粗砂合
良好

59-21

44

59-16

45

59-21

46

13.2

( 6.2)

15.3

(6.4)

13,0

(8.1)

藩翻
朗
　　
　
一綿糊
麟

色褐
含

黄
砂
好

淡
粗
良

く口縁部。狭い口端面をもう。

P台観ヂ嬢a含義吾をもB「開

薙な史91孫冨Fi旨こБ偽;巨 lξ :難ア4母2
ヘラナデ、外面は、横方向の雑なヘラミ
ガキ。削り出し突帯面上に沈線文 1条を
施す。

二3参裏二常Bを:ミ 3::盪毯]目i
条逐島事声

。削り出し突帯上に沈線文 1
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斡 |

法

量

閉
一

唯降酪綿
態形 法技 考備

59-21

47

８
．
一

一
■

暑球雪争
穆轟予免諜あぁ2畠轟舎

頸都内面は、ナ
ガキ、外面は、
のヘラミガキハ

（ア
　
　ヽ
ｏ
くヽ
向
つ

ナ
は
キ
ラ
方
式

面ヽ
ガ
ヘ
横
多

は
外
ミ
な
後
帯

面

ヽ
ラ
雑
目
突

内
キ
ヘ
の
毛
し

ｏガ
の
向
刷
出

デ
ミ
向
方
の
り

ナ
ラ
方
横
向
削

も

へ
横
後
方
い

と
な
後
デ
縦
細

赤茶褐色
粗砂含
良好、堅緻

59-21

48

18.6

7.3

覇:Б究凛Bゑ落
出

20。 9

( G。 9)

霙薄韓ξ欲唇Fる国稼箸卜。端苫Бは母『吾3昼會三曳盛全号其B猛ヨ事筆雇
淡赤茶褐色
粗砂合
良好
二次的焼成によ
る変色が一部とこ
みられる^

59-21

50

15。 2

( 7.1)

祭計鵞鼻静晃で指響唇琢争
口縁

塁写贅母全昂急皇幸夏を露ξF客露飾θ
淡赤茶褐色
粗砂合
良好

21.4

(11,7)

尋費を色黒二:陰素P端鼻息子兜

三骨き:きξ宮号g宮:目ζξ::4!
59-21

52

59

53

59-21

54

59-21

55

59-21

56

59

57

59

58

14.9

( 7.0)

1習
| _

|(7.6)

119.3

十三

十(7.1)

に托)

12■ 4

1  
テ7

仁訂)

「離)

頚浮からゆるやかに外反する国稼
部。端部は、丸くおさめる。

霧ξ
隅驚魚思争卓筆七営蜃

=浄

F冤
味のある換い端面をもつ。

洟 司もηゝ

狭い口

頸部か
狭い口

外
つ

る
を

ゆ
面

る国縁

も
=つ

。

く外へ開く口縁部。
おさめる。

頸部からゆるやかイ
部。丸味のある狭し もつ。

1塁事Tの
張った崩 体ヽ部。平底を

丸

g岳啓を課宮三ぞ::BttS:喜ζ尋

二£R:二拿ξ:宮拿a誇言量こ豊自B

1号
昼醤考写全暴享争券軍:曇覇卍

|

|

は
は
は
を

面
面
面
条

内
外
内
２

蜘ガキ、潮腿

ｏ
ミ
キ
に

デ
ラ
ガ
都

ナ
ヘ
ミ
頸

も
の
ラ

ｏ

と
向

へ
る

面
方
な
い

外
横
寧
て

肉
後
丁
れ

部
デ
の
粗

端
ナ
向
が

ｏ

醍
ヘラ鰯
綾麟

に
向
面
ラ

部
方
外
ヘ

頸
横

ｏの

ｏ

後ヽ
存
向
す

唯
ガ
麟
腕
魏

ｏデ
圧
な
条

デ
ナ
頭
雑
Ｇ

ナ

指ヽ
後
文

も
デ

目ヽ
線

と
ナ
キ
毛
沈

向

ガヽ
刷
に

外
は
ミ
の
部

困
面
ラ
向
頸

郡
周
へ
方

ｏ

端
て
な
縦
キ

睡
力ゝ‐夕
螂

‐ま、リ

横
を

も
条

と
４

踊
鮫

内
沈

て
に

湖
瑯

に

ｏ

部
キ

頸
ガ

縁
ラ

ロ
ヘ

ま

ま

粗砂含
良好

黄褐色
粗砂含
良好

良好

淡赤7

粗砂て
良好、

茶褐t

粗砂て
良好

良好

羅
粗砂
良、

色

堅 緻

や軟質
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囀韓一婚
法

量

傷

醒略
降綿

態形 法技 考備

59 -- 17

59

一
■

８
．８
．

暴杏弩篠螺↑轡察倍子窯率あ1耳農
ざみの平底。

体部閥面上半は、ナデ後粗な横方向のヘ
ラミガキ。指頭圧痕残存。下半は、象」離
が著しく不明。外面上半は、斜方向の刷
毛目後横方向のヘラミガキ、下半は、ナ
デアゲ後斜方向のヘラミガキ。底面は、
ナデω胴、頸部界に沈線文 9条 を施す。

淡黄灰色
粗砂含
良好
体部中央に煤付
着。

60-20

80

細くくびれた頸部からゆるく外反
する口縁部。胴頸部界にゆるい段

桑善え光語深錦梁a嘉ぞF巌堺8
中央が少し凹む。

ミ

ｏ面
向
頸

（

ラ
デ
内
方
胴
す

ヘ
ナ
部
横

ｏら

の

胴ヽ

デヽ
ぐ

向
り

ｏは
ナ
め

万
ば
キ
面
ラ
″

雛
ω
づ

ヽ
外

ヽへ
鮫

デ
軽
ラ
デ
は
沈

ナ

ヽ
ヘ
ナ
面
い

も
は
の
ラ
底
細

狂繭動向とこヘガキｏ雌

棚瀬
ｔま、鰯
衆磁

稼
キ
面

ヽ
へ
界

ロ
ガ
外
は
の
部

色褐
含

貢
砂

淡
粗
良

60-20

61
盈】索を喜車ヨ旨尊ぞi豊急;号
央が四む。

箪

。
外

耐
筋
し
ヽ

丁
ゲ
内

たヽ

ｏ

の
ア
部
は
さ
る

向
デ
胴
面
お
す

万
ナ

ｏ外
指
キ

横

キヽ

ヽ

ガヽ

後
は
ガ
デ
は
ミ

デ
面
ミ
ナ
面
ラ

ナ
内
ラ
後
底
ヘ

那
瑯
のヘ
ガ

キ
。洋

面

ｏ向
ラ
ガ
ず

外
キ
方
ヘ
ミ
わ

内
ガ
横
の
ラ
み

部
ミ

向ヽ
へ
の

縁
ラ
は
方
の
央

ロ
ヘ
面
横
向
中

赤茶褐色
粗砂含
良好
底部は、粘土組
輪台に粘土板を

一
　

６２

15.4

(16.9)

なだ らかな頸部からや
さらに外反する国縁部
る口端面をもつ。

口縁部困向は、ナデ後梗万同の粗な

Åぞξ丈會]塚摯1電蜜琶召暴ぞヨ
残存。外面は、横方向のヘラミガキ
部に貼り付け刻目突帯 1本を施すハ

ラ
な
向
に
顕

へ
寧
方
か

ω

60 -- 16

63

22.5

(12.5)

覇計籍象慇争丸々
ゝ
髯響録露∫ ミ

りヽ
沈

ラ
は
貼
に

外姉雑霧

向

頸ヽ
頸

万
ゲ

ｏ胴

横
ア
キ

ｏ夢

婢”０加期

も
は
へ
本
条

と
面
の
２
く

面
内
向
帯

ｏ

外
部
方
突
す

肉
頸
横
目
施

郡

ｏ後
刻
を

縁
キ
デ
け
文

ロ
ガ
ナ
付
線

褐
含

貢
砂
好

後
粗
良

60 -- 21

64

16.6

(10。 3)

頸部からゆるやかにのび、外に開
く口縁部。狭い端面をもつ。

淡赤褐色
粗砂含
良好

60 -- 16

65

32.0

(14。 2)

頸部からゆるやかに大きく外へ開
く口縁部。丸みのある端面をもつ

60-16

66 (15,4)

ら外反する国縁部。 褐
含

茶
砂
好

赤
粗
良

60-21

67

一
■

一
６
．

胴の張るやや扁平な丸い体部と思
われる。

面
ガ
刻
た

外
ミ

ｏれ後ナデ。向のヘラ勅蛉

デ
方
＋
向

ナ
横
く
方

ラ
後
本
横

ヘ
ロ
４
で

の
毛
帯
の

向
刷
突
も

万
の
け
の

〔

‐まヽ斜枷嘲翻錫

面

ヽ
ｏは
の

肉
は
キ
ロ
Å

黒灰褐色
粗砂含
良好

１

，

一

5.9

内弯する日縁部。狭い端面をもつ 口縁部内外面ともナデ。体部内面は、ナ

喬密縞宅冒覆農岳高お墓送尖ワ
イξttg亨

淡赤茶褐色
粗砂含
良好

60

69

80 -- 18

70

1 1:|

| :;:

1蜘

°

1房屎箪:態載|まF隼農ユ。倒
鐘形

|こ

罷i■魯啓骨骨員普野写写争翁F基素丸

1号

§阜曾ヨ:三専拿]:犠肇書昌修纏2
1奮

毎聾
色
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号
写

番

一

版
図

図
測 藤

下瞬
Ｆ
西
匝
―………

形 態

面をもう。
る口縁部。狭い口舅
瑾形の体部。平底。

先端の粘土紐をわずか
ただけの口縁部。口顕
れはない。丸味のある と

は
を

部
味

く
思

れ る。 鼻§滸阜:::昏幾書Ftt3暑 i

とも横方向の刷毛

ナデ。頸

は 、

毛目。

考備法技

60

71

61-24

72

61-

74

75

81-

76

61 -- 24

77

ゆるくう
をもつ。
底部は、

窓卍ユそ偉で爾晟ξ曇争自gど争写慎♪良好
外面全体的に煤
付着。

もナデ。体部P
デ、外面は、刑
に刻目を施す。

デ、外面は、対
に刻目を施す。

口縁部の内
ナデアゲ、や
籍方向の昂」毛
亥」目。頸部に

0口
施す

面に指頭
のヘラナ
ロ縁端部

粒

Xfl砂含
良好
外面全体に煤付
着。

淡茶帽
粗砂合
良好
口縁、体部外面
に煤付着。

粗砂含
良好
国縁、体部下半
部外面に煤付着

含

良好、堅緻

尼撰杵磐計外面

褐色

粗砂含
良好
口縁、体部上半
外面に煤、体部
内面に付着物ハ

淡

粗砂含

全体に煤付

粗砂合
良好

げ
び
わ

ナ
向

の
方

と
ナ
部

ラ
端

のへ
鵡

向
目
。

万
毛

る
る

め
れ

さ
わ

お
思

く
と

ゆ
丸
つ

一
　

７ ３

は
剣
毛
す

面

刷ヽ
施

ｏ
ナ
　
ｏ

の

を

い

すヽ
　
　
一部
磨
向
目

は
施
　
　
一体

方ヽ
刻

19,4

8.0
20.1

る

や中央わ
瑾形を呈
くばむ。

面

ｏ

ナ
部頸ヽ

22.6

8.6
24.4

23.5

( 8.2)

ゆ る

をもつ。
平底。

は 、

ゆるくφ
をもつ。

端ヽ面
を呈す。

る 端部は、
形の体部と思

甚猛啓量争憂B亀ξF鶏 亥」目。

濃こ体

ｏ

全
着

好
面
伺

良
外
煤

61-24

78

21.4

(10.5)

61-24

79

61-24

80

21,9

(10.9)

20,9

(18,3)

丸くおさめる。
われる。

外面全体に煤付
着。

鰺好ち争屎累潜〔喬鐘珍留怠 目後両面ともナデ。
る。 面は、斜方

が著しい^

ラナデ、

茶褐色

蕃脇晉V錨筋慇印
良

外

F森鏡雫筆民

21.3

(11,7)

さめる。

ゆるやかに外反する口縁
のある端面をもつ。丸味

お
る

く
れ

丸
わ思ヽ

は
と

部
部

は
面
ゲ
施

ア

を

欺
ア
条

ナ

３

斜

は
61-24

82

ナデアゲ
粗い

口縁端部に刻目、
す。(10.5)

部と思われる。

―- 54 -―

ナデ。

良、やや軟質

得薯含
体的に煤



区版番号
1測図―写

土器番号

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

れ

態形 法技 考備

62 -- 18

83

26.4
29.5

29.5

鰺怠ち徘冤凛み冒悸識縫鶏お糠緊岳号啓二怠量:専ξヨ発3譜身目伊蟄霊
茶褐色
粗砂合
良好
外面全体に薄く
煤付着。体部内
面に付着物ハ

62-18

84

21,0

(15,0)

兒ぞ甚懲掻琢争屎祭藩〔簡甦鯵と
思われる。

口縁、頸部内外面ともナデ。体部内面は

ヨ享轟
筆た魏冒伊鉄撃た錠森異?輿毒晃

茶福色
粗砂含
良好

暑蟹藤躍
体部下半

82-24

85

８

．

一

一

１

．

外方へ折れ曲がり上面を平坦にし
た逆L字状の日縁部。端部は、わ

轟書をで奪}喬甚穆島潔晶と讐お
れ る。

B§ユg写二ξ幕写:會章三曽::書感
葉を認早年

沈線文 1条、頸部に沈線文 4

良好

塁標た戻洋箸F
内面に付着物ハ

62 -- 24

86

19.7

( 8.8)

ゆるや力Wこ外反する口縁部。端部
は、丸くおさめる。 量写啓身宮三二喜憲る挙:啓号日身轡争

淡赤褐色
細砂粒含
良、やや軟質
外面全体に煤付
着。

62-16

87

19.6

(12.2)

外反する国縁部。丸味のある端面
をもつ。倒鐘形の体部と思われる

口縁、頸部内外面ともナデ。体部内面は

ま唇携猿量子愛ど争目嘗堂警E5言R雷
描き文とを施す。

黄褐色
粗砂合
良好

塁揉胞展鳥箸F

62-24

88

,4.5

( 6.4)

外反する口稼郡。端部は、ややつ
まみ上げられ、狭い端面をもつ。

と
ア
毛
条

面
デ
刷
４

外
ナ
の
文

後
の
向
線

日
向
方
沈

鵬紡
悧縦

の

縦ヽ
頸

向
は
ら

。

Ｍ砺締
姐

‘ま、脚
報維

師デ。醐錦
ｏ

郷け靭
口ヽ麟

口も
ゲロ
を

淡茶褐色
粗砂含
良好
外面全体に煤付
着。

23.2

( 9.1)

外反する国縁部。狭い端面をもつ

62 -- 24

90

１

，

一

一

０

，

ゆるやかに外反する国縁部。端部
は、丸くおさめる。丸い体部 と思
われる。

:民
患拿E算警&§阜魯杵冨星命≧g尋 付

質
煤

軟
に

や
体

や
全面ヽ

ｏ

良
外
着

62-24

91

26.8

( 7.2)

ゆるく分反する口
くおさめる。

斜
部
の
‐文

体ヽ
向
線

耐
・アｏ鍼
蹴

外
ナ
ら
部

翻もィこ部ヵゝ瀬

口
と
頸
目

向の刷毛目後、内面

曼g亀ξF端釜雇鈍
含

部内面一部
面に薄く煤と

付

62 -- 24

92
(17.3)

３

．

一

1

外反する国縁部。狭い丸味のある
端面をもつ。倒鐘形の体部と思わ
れる。

方向のヘラナデ、外面は、頸喜
向の刷毛目後、雑にナデ。口飛
目。頸部に沈線文 6条を施す。

62 -- 24

93

20.6

( 6.5)

晃堰暫撃屎あ含屡鍮〉嘉銘|ま免そ
おさめる。狭い端面をもつ。丸味
のある体部をもつ。 :曇拿:守Bヨ‡登こと合葺皇]奪]ヨ

色褐茶
合

赤
砂
好

淡
粗
良

62 -- 24

94

25.6

( 8.7)

零阜醤絵岳彼昴〒鳥買
ξ暑身B全号室:奪亘をそま:毘書i 良 好

含
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痣爵蟹萱曇真
|葺鑓 態形 法技 考備

土器番号

４
８
，
一
５
，

ゆるく外反する口縁部。端部は、
丸くおさめる。丸味のある体部と
思われる。 暑隔鬱程劣目:魯蚕言焼絵壁写昼修亀事。|

黄褐色
粗砂含
良好

8.4
(5,3)

平底。 外面は、斜方向の刷毛目
焼成後円孔を1個、内か

デ
一ア
　
ｏ

ナ
ナ

つ

ヽ

穿ヽ

は
は
ヘ

面
面
外

内
底
ら

淡茶褐色
粗砂含
良好
底面孔周辺に煤
付着。

63-24

97
10.5
(10.8)

平底。 目
成

毛
焼

刷

ｏ

の
デ

向
ナ

ｏ

方
後
つ

斜
え
穿

さヽ
ら

は
お
か

面
指
面

外

両ヽ

ｏ
は

ヽ

デ
面
個

ナ
底
１

ヽ
ｏを

は
デ
孔

面
ナ
円

内
後
後

着付

色
　
　
薄

褐
合
　
に

茶
砂
好
面

ｏ

淡
粗
良
肉
物

G3-27

98

10,1

3.3

雰形でちFちg宏2澪思栓亀瓦を
1個穿つ。

63-27

99
3.3

１

，

一

笠形で、中くばみの環口状のつま
みをもつ。つまみの中心に円孔を
1個穿つ。口縁部は、ややいびつ
である。

B登宏課無ち占履蔀肥原伊宅F約勢胃広
ヘ ラミガキ。

淡黄褐色
粗砂含
良好

63-27

100
(6.4)

封
黙
る。

を

く

く

形
短
つ

笠
へ
に

き
方
担

開
上
平

へ
外

ヽ

方

ヽ
は

下
は
部

外
部
端

く
み
み

き
ま
ま

大
つ
つ 至:ag二尋偉を身ぞ畳?富B急:争】

まみ部に焼成前紐孔を1個 1対穿つ。

淡赤黄褐色
粗砂含
良好

63-27

101
(6.4)

大きく外 F万へ開き笠形を呈す。
つまみ部は、外上方へ短く開く。
つまみ端部は、平担につくる。

つまみ部困向は、ナデ。体部困面は、横
方向のヘラミガキ。外面は、口縁にむか
ってヘラミガキ。

粗砂含
良好
外面に煤付着。

・　

・０２

４

一
５
．７
．

口縁部は、体部からゆるやかに続

庭前斧森傘F隼法F部
から外上方

口縁端部内外面ともナデ。体部内面は、

界経憩争ヂ雰覆泳錬雫早写傘岳丹召あ米
ラミガキ。底面は、ナデ。

淡茶褐色
粗砂含
良好
内外面とも器壁
が荒れている。

63-18

103

14,7

5,4
7.3

直口で灰い端面をもつ。底部から
外上方に開く体部。平底。 基盪資〕S拿母i真 :憑慕棧警ヨ暑算滝

面は、指押さた、底面は、ヘラナデ。

赤褐色
粗砂含
良好
内外面とも器壁
が荒れている。

G3-26

104

０

．

一

７

．
２

．

口縁部は、体部か らゆるやかに続
き外反する。体部は、丸い倒鐘形c

平底。 墓思案9【雰ギ声法欲買儀滋挙疑男陶万
と思われる。

色褐
含

茶
砂
好

赤
粗
良

63-26

105

63-26

106

24.8

(10.2)

24.7

(7.2)

ゆるく外反する国縁部。供いウ
をもつ。体部は、丸味をもつ。

ゆるやかに外反する国縁部。必
端面をもつ。国縁、頸部界内F

ゆるい稜をもつ。横位の耳状!

をもつ。 (1個残存)

い

に

口縁部内外面ともナデ後横方向のヘラミ
ガキ。体部内外面とも横方向のヘラミガ
キ。口縁、体部に 1個づつ縦位に紐孔が
穿たれる。

Ｈ
は
制
キ

“面

ガヽ

岬内
横
ミ

ツ部

ヽ
ラ

円体
は
ヘ

″
ｏ面
な

獅キ
外
雑

ガヽ

ヽ
の

いミ
キ
向

∵
フ
ガ
方

い
へ
くヽ
横

［な
ラ
後

万向の雑
方向のヘ
の刷毛目

淡貢茶褐色
粗砂含
良好
体部下半一部分
に煤付着。

淡赤茶褐色
粗砂含
良好

一- 56 -―



図版番号
実測図―写:

土器番号

径
径
径
高

．口
腹
底
器

法

量

協

31.5

9.8
20,4

形        態

籍課懲?兜ぞ墓雷惑写と
｀
灘

倒鐘形。底部は、平底。

法技

口縁部外面は、斜万向の刷毛目後内面と
もにナデ。体部内面は、横方向のヘラナ
デ、外面は、縦、斜方向の刷毛目。口縁
頸部界と体部上半内面に指頭圧痕残存。
底部内面は、指おさえ後ナデ。底面は、
ヘラナデ^

考備

底部は、楕円形
を呈す。

・　
・０８

25.5

(24,3)

直口縁で外上方に開く体部。 口縁部は、内外面ともナデ。体部門面は

外岳たF籍努召B8竃雷稜機男島お建丞
ヘラミガキ。

色褐赫
塘
好

淡
組
良

・　
・０９

Ｇ
。
一
０
。■

ゆるやかに短く外反する口縁部。
端部は、丸くおさめる。体部は、
丸味をもつ。平底。 曇晉駿恐2目み亀と裏移ξ肇尋房撞警層

ヘ ラケズ リ。

淡貢褐色
粗砂含
良好

一
　

・ １ ０

39,6

9,6
23,2

ゆるく外反する国縁部。狭い端面
をもつ。体部は、倒鐘形を呈す。
底部は、平底。頸部に横位の痛平
な耳状把手 3対をもつと思われる

口縁部肉面は、斜方向の刷毛目後内外面
ともナデ。体部内面は、横方向に丁寧な

機岳高お薙と尖ヲ管秀鐸F留縁『∬轟曇箕
外面に指頭圧痕残存。底面は、ナデ。

淡茶福色
粗砂含
良好

一　
Ш

３

．

一

一

７

．

ゆるやかに外反する口縁部。端部
は、丸くおさめる。体部は、倒鐘

Y始霧薄号療年8軍涯魯暴攀搬落

ア繁計保鼻掲苦織T展寄円舌具レぐ雰筆
外面は、斜方向の刷毛目。

淡貢褐色
粗砂含
良好

65 -- 22

112

14,7

( 4.5)

頸部からゆるやかに外反する短い
口縁部。端部は、丸くおさめる。
口縁、頸部界にゆるい段をもつ。

口縁部困外面ともナデ後横万向のヘラミ
ガキ。頸部内外面とも横方向のヘラミガ
キ。

乎L褐色
粗砂含
良好

・　

・・３

18.3

( 6,9)

口縁部は、やや立ち上がり、さら
にゆるく外反する。狭い丸味のあ
る端面をもつ。

界軍評召熱雷た挽姦T簗管裏県紀訥号島
し突帯上に沈線文 1(+)条を施す。

暗灰褐色
粗砂合
良好

65-22

114

65 -- 22

115

G5-22

18.8

5.9

17.5

5.5

15,6

1尼幡葦年詣写F蓑∴義書をも弓P

I琵譲お2留臭汽熱唇を怠号「
部。

丸くおさめる。

口稼端部困外面 ともナデ。口稼部困外由

嘉庭究冒作簑寡層爵今邑3築毒■尼擬練
文 1(+)条を施す。

|:§

g息

8:ggョ
gaぞ

3:ヨ
こそi。

ら
不
条

か
く
２

部
し
文

半
著
線

卜
が
沈

ｏ

ｏ離
に
す

デ
剣
上
施

ナ
も
帯
を

も
と
突
文

と
面
し
突

向
外
出
刺

外
内
り
に

困
て
削
間

半
け
に
文

椎
め
螂
腑

豚
部

ｏ
ヽ

口
頸
明
と

1良

好

1畳尋魯

111.2

曇祭糎離θ勢ア姜稜穣雰杓房擬プ写雰筆
外面 も頸部にかけて横方向のヘラミガキ
頸部に沈線文 2条を施す。

粗砂
良好

口縁端部は、ナデ。国縁部内面は、頸部
まで横方向のヘラミガキ、外面は、斜方
向の刷毛目後横方向の雑なヘラミガキ。
頸部に沈線文 2条を施す。

ゆるく外方へ開く口縁部。狭い端
面をもつ。
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粗砂含
良好



図版番号
測図一写

土器番号

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

一

態形
|

法技 考備

・　

・・９

４

一
一
４

口縁部は、ゆるく外反し、上半
でさらに外に開く。狭い端面を
つ 。

半は、内外面ともナデ。下半内

雰周8掃1毛目律墓祭|と洗履受な
を施す。

紐

ヽ
斜

ヽ
斜

落

縁
は
は
十

日
面
面
く

淡黄褐色
粗砂含
良好

65-22

120

35,0

5,7

簿唇〕
る口縁部。幅のある端面を

B量号啓:宮岳幕喜二]撼;景自g骨とめ
色褐茶

含
赤
砂
好

淡
粗
良

65-22

121

19。 3

( 3.9)

鰺好B争
口縁部。丸味のある端面 口縁部内外面ともにナデ後横方向のヘラ

曳章宿警旱撮漂馨舞癸曇着,令焼晟綴愁
褐
含
　
に
塗

嬢
酔朗姉勲

黒褐色物
布。

65 -- 22

122

30.0

( 8.9)

協鳥善悲ζttFへ開く口縁部。狭碁写啓雲貧日ξふヱF纂羊P雲鏡聯

65 -- 22

123

15.2

7.2

覇贄憩急Υ完宅
ゝ
鋒答唇玄争目晏盾啓暑貧日ξ二ξF纂夢寡F寮含忌S

65-17

124

4,9

(34。 1)

頸部から外上方へ開く口縁誓
平で月同の張った体部をもつ。

三§急言g::三:na鳥宮會:3:i
留索|と上渠挙補鑑寇】宗争ヵ誓冦;浄奮

粗砂含、金雲母
を微量含。
良好
外面全体に薄く
黒福色物質の塗
布。

66-17

125

66-20

126

66-22

127

66 -- 20

128

66-25

129

26.5

(27.1)

13.0

( 9,7)

12.6

( 7.9)

18.7

( 8.1)

一
■

一
２
．

ゆるやかに
れる。扁平
つ。

露繁宮急善́F鵞隼懲吊あ畠写

縁
た

口

つ

る
張

す
の

日

ｏ

る
部

す
体

弯
い

関
丸

紳認能

頸
部
体

か
部

。

部
縁
型

頸
口
小

引
ゆるやかに外上方に開く
胴の張った扁平な体部。

繋岳必ぐ鼈徘掻墓為房
れ る。

い
わ

a三写二を3§3::ヨヨ:宮£暮:阜

口縁部困由は、
キ、外面は、縦
ヘラミガキ。体
部とのつざ目部
存。外面は縦方
寧なヘラミガキ
ロ縁部内外面と
デアゲ、外面は
縁端部に刻目。

淡黄褐色
粗砂含
良、やや軟質
全体的に磨滅が
著しい。

淡赤茶褐色
粗砂含
良好、堅緻。
非常に丁寧なつ
くりである。

良好

良好
内部に土器の細
片と赤色顔料が
混ってつまる。
淡黄褐色
粗砂合
良好
外面全体に煤付
着。体部内面一
部に付着物。

色

「
―
―
―
―
―

―- 58 -―



図版番号
実測図一写

法態形

法

量

刷
た
削

の
し
な

向
用
全

ｏ

鱗鞭務麟

ｏ

体ヽ
た
を

は
原

つ
条

面
日
削
４

目:|土器番号

る口縁蔀。
体部と思われる。

端部は、

端面をもつ。
と思われる。

る 口

つ 。

端面をもつ。

外反する日稼部。端部は、丸くお
さめる。やや丸味のある体部と思
われる。

ゆるやかに外反す る口縁部。
は、丸くおさめる。

技

、頸部肉外面を
が著しく不明、
。日縁端部にF

ぃ顎部は最下多変」目。頸部は最下
り出し突帯上に沈

ヘラナデ。国糸
文 4条を施す。

ナデ。体部困分面
部に刻目。頸部に

口縁部は、内外面 と ナデ。体部内面は

66-

130

66-25

133

66 -- 25

134

66-25

195

66-25

136

66-25

137

-25

139

67-25

140

17.1

( 7.8)

25,7

( 7.6)

22.6

(5。 9)

25。 5

( 8.1)

27.8

(6.4)

26.1

(7.4)

22,8

(10.5)

7.6
( 8.2)

濃こ鱒隣楡喘

斜
口
３

ヽ
ｏ文

は
ゲ
線

面
ア
沈

デ
に

ナ
部頸ヽ

ｏは

。

デ
面
目

ナ
外
刻

も

なヽ

と
ゲ
的

面
ア
続

外
デ
断

ｏ

醐け腿加

口
方
縁
条

る国縁部。
る

反
め

外
さ

く
お

る

く
ゆ
丸

一

色
　
　
面

ｏ

辮
隣
鋭
脚
働

を

く
面

る
端

ゆ
る 熟系ェ禁雇究首ダ

に沈線文 2条を施

ヘラナデ。国縁
削り出し突帯上

ヘラナデ後ナデアゲ、
ヘラミガキ。外面は、

良好
外面全体に薄く
煤付着。

能陛もあ

良好
外面全体に煤付
着。

淡黄灰色
粗砂含
良好

部に

も
縦
縁
に
上

と

田ヽ
部
帯

面
は

ｏ頸
突

デ

ｏし

ナ
ロ
出

部

ヽ
ラ
刻
り

頸
ゲ
ヘ
た
削

６

。

一

一

０

・

部
ナ
条

体

５ヽ

いアＯ融
一蝶

る
。

ナ
外
沈
れ

も

ヽ
に
さ

粒
″
潮
鋤

を、

ヽ
口
条

は

。４

面
ゲ
と

。

る

国

の
る
形をもつ。

デ
向
使
全

肉
ナ
ロ
♭

部
の
刻
十

縁
向
に
く

口
方
部
１

ヽ
ア
の

っ
な

酬納
ガ踪麟

ロ
ナ
方
を

口
体
ナ
文
を

良
口
に
に

は
斜
体
不
施

後
原
た
を

目
目

つ
条

国
の

郷
鵬
鵬
剤
勲

ｏ
の
に
条
線

デ
向
部
下
沈

ナ
方
端
最
に

。

滲

Ｋと

警f軍宴縣 悪うこして写ζT擁 [再覆
円孔1個を両面より穿つ。

面は、ナデアゲ、
と外面は、縦方
面はヘラナデ、
り穿つ。

66 -- 25

191

23.5

( 9。 2)

外反する国
さめる。

2条を施
1箸F全

体に煤付

21.8

(16.1)

と思われ る。
鳳霧尚訳ワ郭:A蕎居〔絵サ興昇篤
峯熙託屍纂夏ぜ薬那  『稼離雫梨旦派
|ま、 象」瓢争ガる。

良好

箸F森鍮雫筆偶

身ぞね∃≧會骨客三三十§且§睾己煤付
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目後ナデアゲ
孔 1個を両面



図版番号
建測図―写豪

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

傷

態形 法技 考備

土器番号

G7-25

142

一
一
６
．生

平底。

:三
g二雲:

色褐
含

黄
砂
好

淡
粗
良

67-27

143
(4.9)

鰈悪
=傘

零畠ギ懸家説猪Fま
み

斜衷ワ?参互́ぢま公F擦蔀策庭費悪異|
乳福色
粗砂含
良好

67-27

144
(G.1)

鵞豊[3暑:蕃髯再冒::B彗宏そa粂号,娑ξ:儀争縫暑胃伝kttξ事
暗茶褐色
粗砂含
良好
河周系の胎土か

11.0

1.1

最蜃酵彗暮毒曇ユ形管憩恵秀ヴケ斎雷覆争丁娑盈緩分孟あ羅患買99ネ祥
乎L灰褐色
粗砂含
良好

一
　

・４６

12.4

3。 2

笠形を呈し、狭い端面をもつ。

i昇喜≧景ξ:旨今g:ヨ替与愚ヨ;宣 良好

錫解覇『

一
　

・４７

14。 3

( 2.1)

外下方に広がる日縁部。狭い端面
をもつ。 曇量ξ

67 -- 27

148

12.5

( 1.2)

al・ 下万に広がる口縁部。端部は、
丸くおさめる。

g分堅義長鯵鹿写Pヘ
ラミガキ。ヘラ描

19。 6

( 7.4)

外上方にのびる国縁部。端部は、
丸くおさめる。

量§
1魯3三箸賜「部

20.2

11.3

尋g暮球F路書争籍歳覆子筆歪た旱写F書最葎色真g各景写:9会『宮暮
は、ヘラナデ。

暗灰褐色
粗砂含
良好

屠写尋1徒厨艤サ
る。

31.0

12.6

鴇島】で七含揉轟aF衝選形管慧
われる。

:§啓阜怠二ξζ:息概會懲:号S娑全
色褐

含
黄
砂
好

淡
粗
良

67-19

152

67-26

159

32.1

15。 6

30.5

11.5

徐祭唐争局鍾彩:狭
い端面をもつ

ゆるく外反する国縁部。端部は、
丸くおさめる。体部は、丸味をも
つ。

三拿自ヨζi尊をgag::iBЗ真:
B§二啓:真繁阜§ヨ:号尊≧會を愚

淡茶帽
粗砂含
良好

で華翼前写Fぱ

- 60 -―



謡

一写
版
図

図
測

土器番号

法

量

径
径
径
高

口
腹
底
器

態形 法技 備  1考

第29図-20

172

第29図

173

第29図-20

174

７
。
８

・
・
５
．
０

　
一　
一
一
７
．
８

４
．
５

　
一　
６
．
０

一
０
。
８

・

外反する国縁郡、やや胴の張った
扁平な体部をもつと思われる。

短い中実の脚台。脚台端部は、丸
くおさめる。底面は、わずかに凹
む。

円盤形を呈し、複数の瘤状つまみ
をもつと思われる。中心に円孔を
穿つ。

ｏ

部ヽ
突

デ
は
体

ｏ
ｏ

ナ
面

すヽ
る

外ヽ
部
施
い

は

ｏ頸
つ
て

面
デ

ｏづ
し

外
ナ
キ
本
ら

ｏ後
ガ
ー
ぐ

ゲ
え
ミ
を
め

ア
さ
ラ
帯
を

ガ
紳
なへ
暖
緻

ヽ

寧ヽ
付
沈

は
は
丁
り
に

面
面
の
貼
前

困
内
向
に
加

部
部
方
位
付

頸
体
横
中
帯

外面は、斜方向の刷毛目後ナデ。
指おさえ後ナデ。

上面は、ナデ後横方向のヘラミガキ。下
面は、一方向のヘラミガキ。つまみ部周
囲に指頭圧痕残存。

良好

毯易書熔堡尋♂
淡黄褐色
粗砂含
良好
台付鉢形土器の
脚台と思われる。

淡茶褐色
粗砂含
良好

傷
傷
′

徴特 備   考

第30区 -27

175

5皆毎録甘憲魯髯身誓F量吾吾3需号写捺こ戸量替啓a実:学宮衰零:奪鼻
キ。

淡k褐色
粗砂含
良好
壺形土器の体部
破片を再利用

第90区 -27

176

第30図 -27

177

第30図-27

178

第30図 -27

179

第30図 -27

180

第30図 -27

181

第30図-27

182

６

．

０

０

。

８

２２

．

０

　

一
　

４

．

３

０

，

９

２８

．

０

4.9
0.6

26.0

3.9
0.8

1 19,0

1謝
|

1斜

1厨

楕円に近い不整形な形壮
側面は、未調整である。

する
は 、
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3 石器

本溝から出土した石器は、土器の量に比べて少なく8点 (出土時の層位による、上層 2、 中

層 2、 下層 4)である。その他フ レークが数点出土している。

太型蛤刃石斧  (第31図、図版型-1・ 2・ 3)

(1)は基部中央で横方向に破損し、刃部が残存したものである。全面に研磨が施されてお り、

基部は縦横方向に、刃部は縦方向に研磨されている。刃先にはかなりの研磨痕が認め られる

が、一ケ所大きな打撃による凹みが認められ磨滅により丸 くなっている。さらに刃部付近の両

側面には、二次的な打撃による凹みが密集してお り、破損後叩き石に転用されたものと思われ

る。断面は楕円形で、現存長6.58clll、 幅7.5ull、 厚さ4.6clll、 重量 344夕 である。石材は閃緑岩

である。中層出土である。

(2)は小型の完形品で、刃先の幅 (4.1911)が 基端の幅 (2.Oclll)よ り大きく、基部中央に最大

幅があり、やや両側面にふ くらみをもつ形態である。基部は敲打整形痕を残して研磨が施され

ていたが、使用の研磨痕は大部分磨滅してお り、基端付近にわずかに認められるだけである。

刃部もわずかに敲打整形痕を残して基部までよく研磨されているが、 B面では基部と同様研磨

痕は磨滅している。基部は縦方向、刃部は横方向と斜方向に研磨が施されている。また刃部両

端に 2ケ所打撃による剣離があり、刃先は使用による磨滅によりやや丸 くなっている。断面は

丸味をもち、現存長12.2011、 最大幅4.85cm、 厚さ4 0clll、 重量380,7夕 である。石材は閃緑岩で

ある。下層出上である。

(3)′ま基部中央で横方向に破損 し、刃部が欠損した半欠品である。ほぼ全面に研磨が施されて

いたと思われるが、象1離が著しく基部の一部に縦方向の研磨が認められるだけである。下端破

損面付近は打撃による崇」離、欠損が著しく基部も同様である。特に基部B面にはかなり大きな

力が加わったため、下端から基端に至るまで一気に大きく凹み状によ」離している。このように

まJ離、欠損が著 しいのは破損後叩き石として転用され使用頻度が高かったためではないだろう

か。上部左側側辺に打撃による凹みがある。断面は楕円形で、現存長 9.7cln、 最大幅6.35cm、

厚さ3.7cl■、重量392.3夕 である。石材は閃緑岩で下層出上である。下層出土である。

石包丁  (第31図、医版44-4・ 5・ 6)

(4)は細長い内弯刃形態で、両側辺が欠損し身幅が狭 く背部、刃部がほぼ平行して弯曲してい

るものである。両面とも全面に研磨が施されてお り、体部では主に縦方向、刃部では横方向に

研磨され、刃部は片刃で研ぎだされている。刃部には明確な稜がある。紐孔は二つ穿たれてお

り、左の孔の横には回転穿孔痕が認められる。休部は非常にうすいので石鎌としての用途も考

えられる。現存長10.5clll、 幅3.15clll、 厚さ 0.3cln、 重量21.2夕 である。石材は粘板岩である。

上層出土である。

(5)は直線刃半月形の身幅の狭い形態の半欠品で両刃のものである。A面刃部には稜があり、

また使用頻度が高いためか刃こばれが著しい。背部にも刃を研ぎだして、外弯刃半月形態のよ

- 62 -



―- 89 -―

「

＝

出

「

Ｈ

測

ａ
ｏ
ｏ
ｏ
四
ワ
∪

睛議
ミ

ユ
ヾ
訂懺



うにしてお り、同一品を二度加工して使用している。この刃部にはB面に稜がみられる。体部

中央には最初の紐孔痕が認められ、さらに下方には背部を使用したときの組孔が認められる。

両面とも全面に研磨が施されてお り、A面刃部、B面背部の刃部には刃先に平行する研磨痕が

認められる。現存長7.9clll、 幅3.85clll、 厚さ0,55911、 重量24.5′ である。石材は粘板岩である。

上層出土である。

(6)は 背部、刃部ともゆるやかなカーブで外弯し、両lRl辺が丸味をもつ楕円形態で、両刃のも

のである。両面とも丁寧に研磨されてお り、A面体部は長軸方向に、一部製作過程での崇」離の

ためか縦横方向に細かく研磨されている。刃部は一部長軸方向に研磨痕が認められ、稜は不明

確である。B面体部は一部自然面が残されてお り研磨は右上から左下にかけて施され、刃部は

長軸方向に丁寧に研磨が施されている。双孔で、A面からみて中央やや右寄 りに穿孔されてお

り、B面には孔より背部にかけて紐ずれ痕が認められる。現存長12.4cln、 幅 5,lclll、 厚さ 0.5

cIIl、 重量59.3夕 である。石材は片岩系の石である。下層出上である。

叩き石  (第 32図、図版44-7)

(7)は卵形の不整形な石を叩き石として使用したと思われるものである。長軸両端には使用痕

は認められず、A面には 2ケ所、BoC・ D面には 1ケ 所打撃による凹みが密集し、その打撃

痕、打撃の位置、重量、大きさ等から、小さな物体を打ち欠いたものであると思われる。現存

長8.2911、 最大幅5,Oclll、 重量284.3夕 であるc石材は閃緑岩である。下層出土である。

石鏃  (第32図、図版44-8)

(8)は凹基無茎式の完形品で、細身で断面は痛平な菱形である。現存長2.5cln、 幅1.2cln、 厚さ

0.28clll、 重量0.55夕 である。石材はサスカイ トである。中層出土である。

Φ

0              5 cn

第32図 薄 -3出 上 の 石 器
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4 本製品

本溝では、木製品は全く出土していない。

第 2節 澪-25(Ⅲ一A区 )

1 遺構

溝-25は、地形が標高6,750mか ら6.500mに 緩やかに下った I― A区中央付近に位置し、南

肩より分岐する支流の溝-25bを伴 う。溝-25の調査は、他の溝と同じく、多数の弥生時代中

期以降の遺構が溝と重複して検出されたために、まずこれらの遺構を残して調査し、さらに取

り除いた後 2回 目の調査を行なった。

溝-25は、調査地区内をやや弯曲しながらN-84°一 Eの方向に横断し、溝の南肩には幅0.3

～0.6mの段をもつ、上国が大きく開くV字形溝である。 規模は、溝上国の幅4.2m・ 深さ1,0

～1.2m・ 底部の平均標高5.420mを 測る。また溝の底は、東より西へ 0.2m低 くなっている。

溝-25bは、溝-25の 南肩の段の上部より、N-11° 一Wの方向で派生する幅0,6m・ 深さ0.6

m・ 底部の平均標高5,800mを 測るU字形溝である。底は、北より南へ僅かに低 くなっている。

(第33区 )

溝-25の 堆積層は、 8層以上に細分できるが、大きくは上 。中・下の 3層 に分けられる。調

E180

第33図 溝-25・ 25b、 諸-26 遺構実�図
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査は、この層位に従って掘 り下げを行ない、また遺物の取 り上げも層位別に行なった。中 。下

層には、ヘ ドロ状の粘質土層が厚 く自然堆積している。上層は、暗茶褐色粘土 (一部黒色粘質

土)に黄褐色粘土がブロック状に多量に混じりあっていることから、意図的に埋められたもの

と考えられる。出土遺物としては、上 。中層から弥生時代前期 (唐古第 I様式)の土器が出土

した。特に上層出上の土器は、細片化したものが多かった。(図版68～70)ま た、上層からは、

重複す/p遺構からの混入と考えられる少量の方生時代中期の上器が出上した。他に、上層から

本製品 (第 44・ 46照 )、 上 。中層からは獣骨 (鹿 。猪)が 出上した。溝-25bに は、灰褐色粘

質土層の一層が堆積し、少量の方生時代前期の土器と共に、完形の竪杵 (第 35。 44照 )が 出土

した。 (第 34照 )

溝-25の 形成から廃絶の過程を、層位と出土土器から考えてみると、溝-25は、弥生時代前

期中段階後半から新段階頃に、地形が北から南へ緩やかに約 0.3m下 った所に築造された。し

かし、排水機能がほとんどなかったことと、立地条件の関係から、溜 り水と周囲からの上砂の

流入によって短期間に約 0.5mの 下層が堆積した。この段階で、溝幅を広げる改修を一度行な

ったことが、満の南肩に段をもつ点や北肩の傾斜がV字形溝としてはあまりにも緩やかなこと

などから考えられ、また層位的にみても、堆積上の下層上面が不自然にフラットに切られてい

る点から考えられる。しかし、その後は改修等を行なうこともなく、弥生時代前期末頃には、

同じく自然堆積と土器 。獣骨等の廃棄が続き、溝の大部分が埋没した。溝としての機能を失っ

OP 6.5コ

①耕土

②淡灰色砂質層       ⑦暗茶掲色砂質粘土層  ○黄色砂質土層と

③黒色粘質土層       ③暗茶褐色砂質土層     茶褐色砂質土層の互層

④黒褐色粘質土層      ③青灰色粘質土層    ⑭黒色粘質土層

③黒色粘質土層(柱穴跡)  ⑩暗青灰色粘質土層   〇暗灰色粘土層

⑥暗茶褐色粘質土層と    ①淡青灰色粘質土層   ⑩暗灰色砂質土層

貰褐色粘土層の互層   ⑫暗灰色粘質土層    ①灰色砂層

⑥～③上層 ③～①中層 ⑫下層

第34図 溝-25、 薄-26 東壁面土層図
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た溝-25は、生活圏が広が
 |

った弥生時代中期になる

と、溝の上面をも生活面と

して利用するために、中期

の遺構築造時の残土等によ

って埋め固められ、完全に

廃絶された。

溝-25bは、出土土器が

少ないために不明確である

が、後述する溝-26と の層

位関係からみれば、弥生時

代前期中段階後半から新段

階頃に、溝-25の 用排水の

支流として築造された。し

かし、溝-25の改修が行な

われた頃には、その必要性

がなくなり、合流箇所は埋

め固められて廃絶 した。

2 土器

溝-25の遺物数量は、コ 第35図 薄-25b。 堅杵出土状況

ンテナバ ット (35× 45cIIl)で 、約 7箱である。破片数は多いが、完形に復元しうるものは殆ん

どない。遺物は、上 。中 。下層のうち、上 。中層から出土してお り、 2層に分けて取 り上げら

れている。図版は、 2層に分けて扱ったが各層間に間層はなく、完全に分離した状態の層位関

係ではないのと、各層の上器の混在から一括 して述べることにした。土器はすべて唐古第 1様

式に帰属するが、国縁端部外面に、いびつな貼 り付け突帯を施すものが一片ある。 (第36図―

50)は 他の出土土器には類を見ないもので、なお注意を要するものである。個々の上器に関し

ては、土器観察表を参照されたい。

第36図 甕
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壷形土器 A■  (図版70-34、 35、 39、 40)

沈線文を施すもの (34、 35、 39)と 、削 り出し段上に沈線文を施すもの (40)がある。日縁

部に組孔を穿つもの、日縁端面に沈線文をめ ぐらすものもある。

壼形土器A2 (図 版68-1～ 4、 7～10、 図版70-37、 38)

削 り出し突帯を施すもの (1、 2、 4)、 削 り出し突帯上に沈線文を施すもの (3、 7、 8、

37、 38)が あり、 (7、 8)は、口縁上半内外面と突帯上を彩色し、 (37)は、日縁端部と上

面に沈線文を施し、内面に貼 り付け突帯をめ ぐらす。沈線文を施すもの (9、 10)も ある。日

縁部に紐孔を穿つものもある。

壷形土器A4 (図 版68-13)

５４

韓ヽ 螂

Ψ

'

５３

第37図 壺 形 土 器 の 文 様

0             5 cm
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肖1り 出し段上に沈線文を施す。

これら壺形土器の頸胴部破片に本葉状文と平行斜線文 (第37図-51、 52)、 重弧文 (第37図

-53)な どのヘラ描き文様や、詳細は不明確ではあるが一部彩色 したもの (第37区-55、 56)、

国縁上面に短い彩線を施すもの (区版70-42)も ある。また、わらび手状の浮文を貼 り付けた

もの (第37図-54)も ある。

甕形土器A (図 版69-18～27、 図版70-43、 44、 第38図-57)

５７
第38図 甕形土器の文様

笠形のものと思われる細片が出土している。

甕用蓋形上器  (区版68-16、 17、 図版70-45)

外下方へ大きく開く笠形を呈する。 (16、 17)は、つまみ部上面がわずかに凹む。

高杯形土器  (区版68-15)

口縁端部に刻目をもつ ものが多い。頸部段上に沈線文

を施すもの (43)と 、沈線文を施すもの (18～27、 44)

があ り、条数は 4条を越えるものは少ない。帯状沈線文

を施すもの (57)平行斜線文を施すもの (23)も ある。

底部に焼成後穿孔したもの (28、 29)も ある。

鉢形土器A (図 版69-31～ 33、 図版70-47～49)

頸部に施文しないものと沈線文を施すもの (47)が あ

る。 (33)は 、瘤状の把手を相対位置にもつ。(31)は 、

底部に円孔を穿ち、やや鉢とは用途を異にするものと思

われる。

鉢形土器 B (図 版69-30、 図版70-46)

無文のものと沈線文を施すもの (30)が ある。

壼用蓋形土器

外下方に開く短い脚部、やや屈曲しながら外上方に開

く杯部をもつ。直口の台付鉢形土器に近いものと思われ
註2)

る。

小型品  (第39図 -58、 59)

小さな底から外上方へ開く直回の鉢形土器 (58)と 、

粘土板上に粘土紐一本を積み上げる粗製 の杯状 の もの

(59)が ある。 (59)は 、内外面にベンガラが付着して

ヤゝる。

紡錘車  (第 40図 -60)

円形粘土板の中心に焼成前の円孔が穿たれている厚手

のものである。

5 cm

〈
「

iキ

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキ||''59

5 cm

- 69 -



円板形土製品  (第 41図-61、 62)

外縁を不整円形に打ち欠いたもので、いずれも壷形土器の破片を再利用している。

卜
~r‐

r~下
~Tど

辛
甲

第40図 紡 錘 車

o             5cln

第41図 円 板 形

62

土 製 品

註 1) 縄文晩期の突帯文土器の系譜上にあるものとも思われるが、今後の資料増加と分析が必要であ

ろう。

泉 拓良氏、家根祥多氏、中村友博氏に御教示をえた。

註 2) 末永雅雄 。小林行雄・藤岡謙二郎「大和唐古爾生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研

究報告 第16冊 1943 第25図-155、 157、 158 イこ類するものと思われる。

註 3) 末永雅雄・小林行雄 。藤岡謙二郎『大和唐吉爾生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研

究報告 第18冊 1943 第25図 -146

高槻市役所『高槻市史』 昭和48年 6月 1日 第六巻考古編 PL.30-25に類例がみられる。
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ィ毒 -25

一笙

沈 線 文

1条 9

2条

3条 6

4条 7

5条 1

6条以上 1

一又

段

＋
線沈

段 の み 7

1条 1

2条 0

3条 1

貼付突帯

刻 日あ り

刻目なし 0

布目圧痕 0

貼付突帯
+

沈 線 文

刻目あり 0

刻 目な し 0

布目圧痕 0

削 り出し

突帯段土

沈 線 文

突帯のみ

1条

2条 10

3条 5

4条 ユ

5条以上 0

突 帯 上余 格子 文 0

木 葉 状 文

本葉状文+沈線文+平行斜線文 0

沈 線 文 間刺 突 文 0

削り出し突帯+段 0

溝 -25

刻 目
文様

有 鉦
〔

甕

沈 線 文

0条 2 7

1条 2 0

2条 0

3条 14 0

4条 5 0

5条 0 0

6条以上 1(帯状) 0

平 行 斜 線 文 1

沈 線 文 +段 0

沈線文 間刺突文 0

段 の み 0

1,4%

甕形土器施文類別点数表

削り出し突帯 貼付突帯   沈線文

壷形土器施文比較図

壺形土器 甕形土器 鉢形土器 高杯形土器
壷  用
蓋形土器

甕  用
蓋形土器

44

31,9%
52

37.7ワろ
31

22.4ワち

1

0.7%
3

2.2%
7点
5.0%

器種構成比率表

重形土器施文類別点数表

第 4表 各器種と各施文の構成とその割り合い
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土 器 観 察 表

( )内は、現存値

善
|

68 ;「

 28  1

自碧
ピ |

(5,5)|

形 態

彊豪ま:宅怠乞熱暴な争早稲でち

技 法

g穣蔀霧灘儀部蘊現レ霜〒蘊密亀鋒座著

備 考

淡赤茶褐色
粗砂含
良好

17,3

( 4.3)

果喬薯ζl看分
反する口縁部。放い界軍評裂獣罹読〕乙ご築簿て票?£写S

淡赤褐色
粗砂含
良好

68-30

3 温)|

頸部から外反する国准
ある狭い端面をもつ。

口
と
削 吾E昼會二曳碧登写耗曇掃贄暑鵞写、やや軟質。

88-28

4

18,9

( 7.2)

綴載:将ぞ繋&晃支髯簸 冒
く口

ヨ肇
淡黄灰褐色
粗砂含
良好

13.7

( 4.9)

14.4

( 6.7)

見探8霧球震∴熱唇彦怠二:

擬計熱岳膠怠ち徘
方

昼§巨ξ宮身自白くヨ奪ξttF兌念量:

量橿詈識R塗量専奥な辱畢;軍評召素

韓麟鋭　　　一弾
68-30

7

21,7

8.4

埃侶鳥書をζな『
へ開く口

い胡籍
ｏ口錦
胞

ロ
ラ
２
る
と
紐

ナ

キ 。 出 文
す。国縁端蔀は、中くばみであ

撃暑目:殖誌懲薯甚曇雪凄晏覇
良

全体に黒褐
質の塗布。

68-30

8

19,1

(8.6)

蓼載:埃P鳥吾を写箸Fへ開
く口

68-28

9

68-30

10

15.4

(10,1)

19,3

(18.1)

写媛百陰鞣F熱鼻8免専奪皆繊唇

頸部から外反する口縁部。丸い体
部をもつと思われる。

帥縦
透燦
知

口
頸
ナ
文
を

まう:ζtta糧iξ愁阜二億
云受けS拿写i豊蕊電焼絵酸号憂壊施ξ

良、やや軟質

好
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実聞蟹萱尋真
|

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

協

形 態 技 法 備 考

土器番号

一
　

１１

19.9

( 8.2)

頸部からゆるやかに外方へ開く口
縁部。狭い端面をもつ。

口縁端部内外面ともナデ。日縁部内面は

穣雰喬お賓夢て写?「桑為 傘里τ
(+)条を施す。

髄塘
好

灰
粗
良

68-28

12

10.1
22.6

14.2

短く立ち上がる口縁部。端部は、
丸くおさめる。丸い体部をもつ。

国縁部困外面ともナデ。体部困面は、ヘ

曇そF含儀霊日終書:i襟重認繊曇呈:
条づつ、三段に施す。

淡茶褐色
粗砂、微量の金
雲母を含。
良好、堅緻

68-30

13

34.7

( 6.3)

錬部力>ら ゆるく外万に開く口縁部
狭い端面をもつ。

ガ
た

ミ
し

ラ
出

ヘ
ス
ツ

の
削

同

ヽ

万
は

凍
部

ｏ

後
頸
む

デ

ｏ含

ナ
デ
を

ヽ
ナ
条

は

１ヽ

血
は
文

岬姉
腑

縁

とヽ

ロ
キ
段

色
含靱触朗

68-28

14

12.1
6.5

( 8.9)

小型。胴の張った丸い体部。平底 体部困面は、斜万向の刷毛目。

箭宅胃覆麟高ぁ尖研雪労幹と
ナデ。

部
の
は

湘加廟

つ
斜
外

次
変

二
る

ヽ
ょ

鱒隣朗脚噸
68 -- 29

15
11.0
(10.1)

に開く短い脚部、そこ
に開く杯部をもつ。

杯部内面は、ナデ後横

締累偽苦念F亀ぞ答覚
ナデ後ヘラミガキ。

キ
キ

ヽ

ガ
ガ
は

一宋
一木
知

ヘ
ヘ
　
ヽ

の
の
デ

向
向
ナ

淡黄褐色
粗砂含
良好、堅緻

68 -- 29

16

生

一
一
９
．

大きく外下方へ開き笠形を呈す。
国縁部付近は、外方へ広がる。端
部は、丸くおさめる。つまみ部は
中くばみで、端部は平坦である。

面
ラ

ヽ

内

へ
は

脚
ｔま、創
ｏ面
国

デ
外

ｏ

ナ

ヽ
キ

ラ
キ
ガ

ヘ
ぃ刀

くヽ

▲

Ｙ

く

ラ

エ七
フ
ヘ
　
ｏ

面
へ
の
デ

外
の
向
ナ

内
向
方
も

部
方
斜
と

み
斜
後
面

ま

デヽ
外

つ
は
ナ
内 煤

外
る

に
内
れ

面
部
荒

内
体
が

髄塘
好脚
着。霧

乳
粗
良
口
付
面

68-29

17
(9.6)

大きく外下方へ開き笠形を呈す。
つまみ部は、やや中くばみで、端
部は丸い。

つまみ部は、指おさえ。体部内面は、ナ
デ後横方向のヘラミガキ、外面は、縦、
斜方向のヘラナデ。

淡貢褐色
粗砂、クサレ含
良、やや軟質

召議粂青建円外
面に煤付着。

69-31

18

18.8

( 9.1)

客鳥占鰺好Lf口
縁部O丸味のあ 口縁部困外向ともナデ。体部囚向は、磨

滅のため不明、外面は、斜方向の刷毛目
後ナデ。国縁端部に刷毛目原体による刻
目。頸部は、沈線文 1条 を施す。

榊勝鋤雄帥働
体に煤、
面下半に

69-31

19

24.5

(6.0)

1短 く外反する口縁部。端部は、や
や丸くおさめる。 晨毎識8賛ワ与奏́吾橡籍離庭鈍冒争裳

部に沈線文 1条を施す。

乳褐色
粗砂含
良好

69-31

20

９

。

一

(3.5)

ゆるく外反する国縁部。狭い端面
をもつ。 男魔謝冥姿ワ歩

'Aぎ

穫評ヂ雰F目濠熱
部に刻目。頸部に沈線文 2条を施す。

赫鯵麟踊
着。

褐

含

全体に煤付

69 -- 31

21

28.0

( 8.4)

繰暴な冷早箪甦躁磐でを口憲急尻
る 。

口縁部内外面ともナデ。体部内面は、斜
方向のヘラナデ、外面は、斜方向の刷毛
目後斜方向のヘラナデ。口縁端部に二段
の刻目。頸部に沈線文 2条を施す。

乳褐色
粗砂含
良好
口縁、体部外面
に煤付着。

69-31

22

21.9

( 5,2)

、丸 くお
さめる。 展写識B尖ヲ与芸́吾橡籍載肥魏冒:

部に沈線文 3条を施す。 良
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図版番号
図―写

土器番号

69-31

23

69-

24

69-31

25

技

法

量

26.6

( 8.5)

23.3

(11,0)

25.0

( 6.8)

21.4

(13.6)

22.8

( 9.5)

8.2
( 9。 9)

口

ナデ。
条と、
施す。

るく外反す る口
丸くおさめる。

外反する国
める。体部に
と思われる。

ある倒鐘形

内外面ともナデ。
口縁端部に刻目。
沈線文下にヘラ枯 平行

口縁

滅のため
ゲ。口縁
を施す。

面は、磨
面は、斜方向のナデテ
目。頸部に沈線文 3条

面

物

外
着
着

をもつ。

外反する
さめる。体部は、

判
`。 丸味のある倒鐘

形 。
暑隔謝興9研芸,A吾薇|

は 、 乳貢褐色

は

ｏ

口
体
縦
頸

69-

26

アゲ。

方向のヘラナデ、外面は、
アゲ。

ナ デ

ナデ。体 は、斜
斜方向のナデ

体部外面に薄く
煤付着。

良、やや軟質
外面全体煤付着

建辞書F~部争」

黄褐色
粗砂含
良好
外面に薄く煤付
着。

69-31

27

丸くおさめる。
つと思われる。

69

困面は、ナデアゲ後縦尤

承丹召あ維愁理侵入ずて
孔 1個 を両面から穿つ。底面はナデ。

良好

のナデアゲ後
キ。焼成後円

69-30

33

70-30

34

8,2
(6.1)

27.8

11.8

]写ど素ξき宮:奪ξF岳蚕独告昂写格

鵠翻播徘
われる。

口

体部は、

ゆるや力>に開く口縁部。
丸くおさめる。儀

一

一
７
．

lG.4

( 7.7)

部は、口縁部にい
をもち、丸くおさ 写雰覆誰昇織房夫うて不粋怜飛

案g紀今Fミ
ガキ。口縁部下に

21.1

12,7
ヨ曇阜書富Z言ヨ春辱!肯阜:民貧思g
▼,。

合。
良好
体部内面下半は
やや荒れている

25.5

( 7.2)

ゆるく外反する国
丸くおさめる。

部は、
 1阜F二:F典

目急1魚三穂脅鵞篭暮覆≦
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図版番号
走測図―写真

法

量

傷

径
径
径
高

口
腹
底
器

形 態 技 法 備 考

土器番号

12.5

一

５

，

壽離憲?兜奪墓會旨雲

`口

縁部。
曇曇召融曇釜7箕Bttξ,民

督で雰ぐF 乳褐色
粗砂、金雲母を
微量含
良好

70-30

38

16.8

( 7.3)

凝語第島g怠ち徘
反する国 司

封
籾
１

瑞
頸
に
孔

縁
も
部
紐

口
と
頸
前

可分面ともナデ。日縁部困外面
こかけて横方向のヘラミガキ。
泉文 2条を施す。口縁部に焼成
百を穿つ。

と
へ
の
け
条
う

面
の
向
付
１
＋

外
向
方
り
文
て

内
方
横
貼
線
１

瑚魏舜磁廟朧

ロ
ナ
ラ
部
端
上

ズ徹期
頸ヽ籍

［
ヽ
ミ
ぐ
削

ｏ

「癖
ヘラわ雑麟

は

ｏ
ｏし

面
■
す
出

へ
縁
縁
帯

国ヽ
口
突

ろゝ

り

砂
好

粗
良

70 -- 30

37

23.4

( 6.1)

ゆるく外反する国縁部。丸味のあ
る狭い端面をもつ。

70-28

38

20.8

( 8。 6)

頸部からやや立ち上がり、大きく
外方へ開く口縁部。端部は、丸く
おさめる。

口縁部内外面ともナデ後横方向のヘラミ

受:)簗著矯誤P出し突帯上沈線文1
乳褐色
粗砂含
良、やや軟質。

70 -- 28

39

17。 7

( 7.7)

からゆるく外反する
は、丸くおさめる。 ξ§睾肇を患B二宮滝ξ静碁縁S2雀盈

色

艮 好

70-30

40

15.6

( 8。 1)

頸部からゆるやかに外反する国縁
部。丸味のある狭い端面をもつ。

口縁部内面は、ナデ後横方向の丁寧なヘ
ラミガキ。外面上半は雑に、下半は丁寧
にヘラミガキ。頸部内面は、ナデ後雑な

婁B盛手:な
昂綴雷ひ漿警督護洗森�で

淡黄褐色
粗砂、クサレ含
良好
口縁端部一部に
煤付着。

70 -- 30

41

26.1

( 8.6)

霧繋!埃俣鳥善をζttfへ開
く口

曇綴瘤報θ箸買多募奏覆機昇儒謝興ワぐ
ガキ、外面 も頸部にかけてヘラナデ後横

案昭縛Fヘ
ラミガキ。頸部に沈線文2

色廟
塘
好

淡
粗
良

一
　

４２

22.4

( 5。 3)

反 る国縁部。狭い端面をもつ は
は
国
と
焼

画
面

ｏ間
に

困
外
キ
文
部

部

ガヽ
線
縁

稼
キ
ミ
沈
口

ロ
ガ
ラ

ｏ
ｏ

ナデ。椋雑なへ加加

郭維随膝擬

向
の
方
文
に

酔
加
鶴
腑
師

部
横
デ
に
部

瑞
後
ナ
部
端

縁
デ
ラ
端
縁

ロ
ナ
ヘ
縁
口
・ 孔 1個を

70 -- 31

43

20.9
18.6

( 6.3)

外反する国縁部。狭い端面をもつ 外面ともナデ。体部門面は
不明、外面は、斜方向のヘ

攀型娩懇具功簗蠣 吾
全

し
口
し

著

ｏ出

が
デ
リ

滅
ナ
削

磨
ラ
な

淡茶褐色
粗砂、クサ レ含
良好
外面全体に煤付
着。

70--31

44

26.1
27.3

(10。 1)

外反する国縁部。狭い端面をもつ
体部は、やや丸味をもつと思われ
る 。

口縁部内面は、ナデ、

70 -- 29

45
(11.7)

奢曇去熱顧f季盟恙霧著

“

呈す。
稜妻曇旱伝ごa蚕目:亀亀ξ吾ュ星§愁
ナデ後一方向のヘラミガキ。

淡黄褐色
粗砂含
良好
口縁部付近内面

痔磐F全体に煤

70-29

46

10。 9

(10。 8)

部にいたる。
面をもつ。

口
口

び
狭

の

ｏ

に
部

万
体

壮
か

口縁部困面は、指おさえ後体部にかけて

雫塞曜冥今マ募ギ声外ヽ面は、横方向の
、やや軟質。

―- 75 -―



図版番号
実測図―写真

土器番号

70-

47

径
径
径
高

国
腹
底
器

法

量

一

６
．■

一
３
．

27.2
26.5

( 7.2)

形

ゆるく外反する口
をもつ。

口縁部円外面ともナデ。体部内面は、
方向のヘラミガキ、国縁都にいたる。
面は、ナデ後斜方向のヘラミガキ。頸
に沈線文 3条を施す。

備   考

黄灰褐色
砂含
、やや軟質。

30.3

10,0

兜奪墓懲唇琢β屎祭祗〔簡遷膨ち
呈すと思われる。

口縁部内外面ともナデ。体部内面は、ナ
デ後横方向のヘラミガキ、日縁部にいた
る。外面は、ナデ後横方向の雑なヘラミ
ガキ。粘土紐のつぎ目が顕者である。

第39図 -29

58

８

．

一
６

．
４

．

爺甚よ療著警岳参七召辱甲晨呂覇
面をもつ。

農釜界島胞亀霞隆獲塞畢?a吾晟F亀格
さえ。

淡責褐色
粗砂合
良好

第39図 -29

59

7.2

6.0
3.1

厚い底部から短く立ろ上がった妄
い杯状の もの。口縁端部は、丸く
おさめる。

癬争農善虐f擢島&努´
デ。指頭圧反残淡貢褐色

砂粒含
良好
内外面にベンガ
ラが付着。

第40図

60

第41図 -31

61

第41図-31

62

垂 (`房 )

享さ(傷)

子L径 (働)

垂量 (′ )

,.6× 5,7
!.5～1.7

(lii受 l:15

63.0

5.6
0,8

31.0

５

，
０

。

一

１

．

量子阜聟ヨ号il民語登ξ票乎宣屠煎蔵曇書予毛暑層蟄4贔身撼曇伝匡ξ三

否憲F監籠黒薯3こ、F墾筈ェょ世澪薯協祭墓3警F。
側面の破面は、未調整表

良 好

良好
甕形上器の体部
破「 iを再利用

茶褐色
粗砂含
良好
壺か鉢形土器の
体部破片を再利
用

考備

含
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3 石器

本溝からは石器は全 く出土せず、フ レークが数点出土しているのみである。

4 木 製 品

本溝出土の本製品は、未製品が多く、舟型突起を有し、平面形が長方形を呈すると思われる

鍬が 4点 (う ち 3点は未製品)、 丸鍬であろうと推定されるものが 2点 (ど ちらも未製品)。

竪杵、板状本製品が、各 1点づつ、合計 8点である。

鍬 1 (第 46図-1、 図版増-1)

頭部の舟型突起部約半分のみ残存し、身の全長10.4clII、 頭部幅 9.8clll、 頭部厚 3.7clllで ある

(いずれ も残存値)。 舟型突起は、紡錘型を呈すと思われ突起中央部に円孔が穿たれている。

突起周辺は平坦である。表、裏面とも、使用による磨滅のためか、加工痕は見られない。着柄

角度は約80度。用材はカンである。

鍬 2 (第 46囲-2、 図版O-2)

未製品である。頭部の舟型突起部約%の み残存。身の全長12.2cIIl、 頭部幅 11.2clll、 頭部厚

3.9cIIIで ある (いずれ も残存値)。 突起は細身で、そのやや中央に穿孔しかけた跡が見られる。

突起部の側面に削 り痕が見られるが、表、裏面には磨耗のため加工痕は見られない。用材はカ

ンである。

鍬 3 (第 46図-3、 医版47-3)

未製品である。頭部先端、刃縁、側縁の形状は不明。突起の横断面は、台形 を呈 し、全長

28.5clll、 頭部幅14,3911、 刃縁幅14.7clll、 頭部厚3.6clll、 刃縁厚1.輸である (いずれも残存値)。

腐蝕、磨耗が激しく、加工痕は見られない。用材はカンである。

鍬 4 (第 46図-4、 図版47-4)

未製品である。厚い板材で、上下両端とも原材から切断されたままで、整形されていない。

突起部を作 り出す前段階であるらしく、片面が、ゆるやかに隆起し、かすかに形 をな してい

る。全長19.6cIIl、 厚さ4.4911～ 5。 2cIIlで ある。加工痕は見られない。用材はカンである。

今回の調査地区の出土遺物だけでは断定できないが、これまでに、昭和53年 9月 調査のE―

5-P地 区より、鍬の柄が着柄されたままの状態で出土してお り、その例と柄孔の角度から、

本遺跡出土の鍬について言えば、舟型突起を作 り出さない面の方に、柄が伸びると考えられる。

丸鍬 1 (第 45図 -5、 図版48-5)

何枚か連なっていたのか、切 り離した様子が伺われ、全体の形状からみて、丸鍬の未製品と

思われる。全体的に厚手であ り、平面形は、丸味をもった台形を呈する。全体を笠状に仕上げ

るように、中央を隆起させ、裏面のその部分は、削 り込まれている。全長26.9m、 幅31cIIl、 中

央部の厚さ6.3clll、 端部の厚さ2.9clllで ある。表、裏面とも、加工痕が著しく残存し、工具幅は

約2.5clll位 と思われる。用材はクスノキである。

丸鍬 2 (第 45図-6、 図版48-6)
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未製品である。全体の約半分を欠損 してお り、頭部、刃部の別は、はっきりしていない。平

面形は台形を呈する。全長27.9911、 幅17.4cln、 突起部厚4.8clll、 刃部厚0.5clnである (いずれ も

残存値)。 全体を笠状に仕上げようとする意図が伺われ、表面中央に平面扁平な多角形の突起

部があ り、比較的、緩い傾斜をもって、端部に到る。突起部の上面は、平坦に削られてお り裏

面は、表面の突起部と呼応 して、緩やかにくばんでいる。磨耗が著しく、加工痕は、突起部の

平坦面と隆起面の一部分だけにしか見られず、その形状 も不明確である。用材はクスノキであ

る。

竪杵  (第45図 -7、 図版46-7)

片方の鳩部先端を欠損しているが、

塁ふ曽こ士を振F監こ色ζi隻  i

完形品である。全長 143.8clll、

1■|―|■■■■■|「■■|||●■■11,||li=:

握部長43cln、 協部径8.3clll

!i● li二

起周辺にかすかに見られる位である。一方 の褐部付け根付近
 ,|||

に、削 り込んだ凹線を一条め ぐらす。この方の褐部先端は半欠  ||
ではあるが、使用痕が認められ、 もう一方の鳩部先端 も磨滅が

  ||
著しく、中 くばみになっていることから、双方とも、かなり使  :||

用されていたものと思われる。本国と同一方向に非常に丁寧な  ■

加工を施してお り、凹線がめ ぐっていない揚部の方が、加工痕  ―■ |

の残りがよく、断面形も比較すると小さいので、ある程度使用  ■|―

されてから、削りなおされているという事も考えられる。木′ぷ  ■|

を
桧奪
し
与奮盈色三七F轡棲盈全:,あ

る。
          |

平坦で長方形を呈 してお り、鋤、又は鍬を作るための用材で
 ■

あろうと考えられる。全長27clll、 幅17.5cal、 厚さ 3 calで ある。
  |||

上下両端とも、両面より切断されたものと思われる。原材より  |■

鵡 ≧ :与

旨を身類 Yζ 森と3ウ 司 乾 曽甲 覇 及

加工痕

  |
本溝出土の掲部付け根付近に施支される竪杵の類例として、  ||||

安満遺跡、唐古遺跡より出上の竪杵が挙げられる。      第42図
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註 1)高 槻市役所『高槻市史』 1973

註 2) 小林行雄、末永雅雄、藤岡謙二郎『大和唐吉爾生式遺跡の研究哲京都帝国大学文学部考古学研

究報告 第16冊  1943

第 3節 濤-26(Ⅲ― B区 )

i 遺構

溝-26は、前述の満-25の 南にO.4-0.5mの 間隔をもって連なる溝である。

溝-26は、調査地区内をN-88° 一 Eの方向に横断し、上回の幅1.0～1.2m・ 深さ0.3～0.5

m・ 底幅0.5m・ 底部の平均標高5。 950mを測る小型のU字形溝である。また満の底は、起伏が       9

あり、僅かに東より西へ低 くなっている。 (第 33図 )

溝-26の堆積層は、最下層のみに砂層が堆積し、他は 3層 に分けられる粘質土層と粘土層が       1

自然堆積 している。出土した遺物としては、上層の 2層から、少量の弥生時代前期 (唐古第 1

様式)の土器 (図版71)と 石斧 1点 (第 49図 )が出土したのみである。 (第34図 )

溝-26の形成から廃絶の過程を、層位と出土土器から考えてみると、前述の溝-25b埋没後

の弥生時代前期中段階後半から新段階頃に築造されたと考えられる。当初は、最下層の砂層か

ら、水の流れがあったことが考えられるが、弥生時代前期末には、規模が小 型であ ったため

に、周囲からの上砂の流入により埋没した。また溝-26は、他の大型の溝とは用途 も異なり、

用排水の小型の溝と考えられる。

2 土器                                       や

溝-26の遺物数量は、 コンテナパット (35× 45clll)で 約 2箱と非常に少なく、溝の規模 も小       「

さい。土器はすべて、唐古第 1様式に帰属する。個々の土器に関しては、土器観察表を参照さ

れたい。

壷型土器Al (図 版71-1、 2)

頸部に段をもつ もの (1)と、沈線文を施す もの (2)がある。 (1)の段は、粘土紐を口

縁部外面に貼 り肥厚させ、ヘラ状のもので押さえ成形 し、頸部側を低 くしたもので、非常に丁

寧なつ くりである。

壼形土器A2 (区 版71-3)

削 り出し突帯上に沈線文を施す。

壼形土器A4 (図 版71-4)

口縁端面に沈線文を施し、頸部に段をもつ。段下には、沈線文と竹管文を施す。

これら壷形土器の頸胴部破片に木葉状文 (図版71-5)、 重弧文 (第 47図 -19、 20)、 など

ヘラ描き文様や一部彩色を施 したもの (第 47図 -21)も ある。            ・

甕形土器A (図 版71-8～ 15)

口縁端部に刻目をもつものが多く、頸部に施文されないもの(8、 9)、 段をもつ もの (13)、
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沈線文を施す もの (10、 15)が ある。また、沈線文間に刺突文 (11)、

のもある。

鉢形土器A (図 版71-17、 18)

施文しないもの (17)と 、回縁端面、頸部に沈線文を施す もの (18)

鉢形土器 B (図 版71-16)

無文のものである。

甕用蓋形土器  (図版71-7)

外下方に開く笠形のもの。

小型品  (第48図-22)

中実の短い柱部から上下方へ開く粗製の高杯形土器がある。

註 1) 本書 壷形上器 (図阪71-1)と 同手法で、段が作り出されている。

0              5 cm

第47図 壺 形 土 器 の 文 様

0              5 cm

第48図 小 型 品

刻目文 (12)を施す も

がある。

２‐２０
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遺構名

一又 様
と青 -26

一笠

沈 線 文

1条 1

2条

3条

4条 0

5条 0

6条以上 0

文

段

＋
線沈

段 の み 0

1条 0

2条 0

3条 0

貼付突帯

刻目あり 0

刻 目なし 0

布目圧痕 0

貼付突帯
+

沈 線 文

亥」日あり 0

刻目なし 0

布目圧痕 0

し
上

文

咄
搬
線

削
突
沈

突帯のみ 0

1条 0

2条 2

3条 0

4条 0

5条以上 0

突帯上余格 子 文 0

本 葉 状 文 1

木葉状文+沈線文+平行斜線文 0

沈線 文 間刺 突 文 0

削 り出 し突帯+段 0

壷形土器施文類別点数表

溝 -26

有 征
〔

甕

沈 線 文

0条

1条 0 0

2条 1

3条 0

4条 0 0

5条 0

6条以上 0 0

平 行 斜 線 文 0 0

沈 線 文 +段 0 0

沈線 文間声U突 文 1 0

段 の み 1 0

甕形土器施文類別点数表

壷形土器 甕形土器 鉢形土器 高杯形土器
壷  用
蓋形土器

獲  用
蓋形土器

17

38.6ワち

15

34.0%
8

18,2%
1

2.3%
1

2.3%
2点
4.6%

器種構成比率表

第 5表 各器種と各施文の構成とその割り合い
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表察観器土

-32

1

71 -- 32

2

71 -- 33

3

―- 33

4

―- 32

5

13,7

( 6.4)

19.1

( 6.3)

33.7

(5。 4)

頸部から短 く 口縁部。端
部は、丸 くおさめる。

頸部からゆるやかに短く外反する
国縁部。丸味のある狭い端面をも
つ。口縁、頸部界にゆるい段をも
▽つ。

は 、

張ったやや扁平な十
やや中凹みである。

筆頑そ
に開き笠形を
平垣である。

。つまみ

口縁部内外面ともナデ後横方向の

に黒褐色物
の塗布。

良好

判
は、ナデ。 のみヘラナ

ヘラミガキ。外面は、ナデ後
ヘラミガキ。底面は、ナデ。

ナデ。つまみ部は、指おさえ
ナデ後所々ヘラミガキ。

ナデ。体部内外面とも 褐色
ま

ま
斜方「
ナデ。

、下半は、縦方向にナデ
ロ縁端部に刻目を施す。

全体的に煤

ナデ。体部困,

斜方向のナデ、

に付着
全体に

褐色

頸部に

鼻緩Ⅲ兜奪亀05琢争
にゆるい段をもつ。

ヘラミガキ。頸部内面は、ナデアゲ後横

高ЯR9【 募ギ声
O外面は、ナデ後横方

良好
孵

ヽ
外面

ガキ
ｏ舜

万
キ
ミ
＋

斜
ガ
ラ
く

後

ゝ
ヽ
へ
１

デ
は
ラ
な
に

ナ
面
へ
寧
部

な
丁
体

ｏ向
方
２

キ
方
横
文

ガ
横
後
線

ミ
後
デ
沈

ラ
ゲ
ナ
に

３

，

一

一

８

．

は
横
条
部

面
後
１
端

内
デ
文
縁

ナ
線
口

沈ヽ

ｏ

内
ヘ
ラ
竹
１

部
の
へ
に
文

端
向
の
間
線

縁
方
向
段
沈

口
横
方
と
に

国
は

すヽ

デ。緬
縦
軸

ナ

頸ヽ
段

ｏ

』韓ガキ。堆加

外
ラ
ミ
管
条

外
着付ヽ

面
煤

内
に

部
体

好
縁
全

良
口
面

ゲ
と

口

磨

ア
条

す
る

反
め

ｏ

外
さ
る

く
お
れ

る
く
わ

丸
思

なヘガ
イま、瑯麟

一

２

．
５

。
２

．

２
　
Ｑ

-32

6

71-33

7

71 -- 32

8

―- 33

9

一

０

．
５

，
７

．

内外面と|

平坦面は、

(5,6)

15.9

(10.3)

るく分反する
くおさめる。

底 。

傑暴種禽甚縁著≧

醒畔
廟

ま

ま

上
外

ゆるく外反する 剖る。 口でチ琴ジ屏徘百儀鳥蔀冦髪」管こ
沈線文 2条を施す。

丸 くおさめる。
思われる。

体部は、倒鐘形と

倒鐘形と より不明、
口縁端部に
沈線文間に

部は、

―- 33

10

―- 38

11

20,7

( 9.5)

18。 9

(10。 8)

部内面、外
体に薄く煤

( )内は、現存値

謡慢董写真1法 1最優
土器番号 ′…‖器高
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図版番号
実測図―写真

土器番号

法
　
量

口

態形 法技 考備

21.2

(12.0)

ゆるく外 丸味のあ
る端面を

る口縁部。 外向ともナデ。体部困面は
、外面は、ナデアゲ。国
1条 とその下に刻目。頸
と条間に亥」目を施す。

淡 余 褐 色

粗砂合
良好
外面全体に煤付
着。

71-33

13

22,7

( 8.5)

駈ち徘翻 ち件緬ヽ 口縁却ヽ内外面ともナデ。体部内面は、ヘ

勇書§槌SSξ
露笥9監挙F旨穆罵蔀羅

淡黄褐色
粗砂含
良好
口縁、体部に薄
く煤付着。

71 -- 33

14

22.5

( 8。 6)

分反す る口縁部。妖い端血そ もつ

ユ畳B尋ヨヨ懲最と曳盲F塗釜君母屠堡
淡黄帽色
砂粒合
良好
口縁、体部に薄

占轡従蔦者笏部

71-32

15
(13.5)

■

一

徐暴種争見系謝ぁ瞥濁蓬霧を患君
れる。

昇僑謝興ひF芸

'AS恐

↑殻r曇鍔尚雰
発み隻F糸薯髭寧計

下稜に湘。頸部に
淡赤茶褐色
粗砂合
良好

71-32

16

１

，

一

６

，
７

．

底部から外上方に開く体部で、口

綴鑑選「鳥災然置悲F面
をもつ。で綴夢覆農箸周あ真すで祐幹計農咎思与

フ
｀

。

一　
　
　
　
こ

一　

　

分部

色
　
　
一　
ｏ

綿給
好瑯儒

乳
砂
良
国
煤

71 -- 33

17

71-33

18

第48図-33

22

25,7

(13.0)

31,3

(10.1)

５
。
一
生
４
．

膠亀ち徘撮孫a「死蒙ぁ替塚を
形を呈す。

ゆるく外反する口縁部。狭い努
をもつ。体部は、丸味をもつ。

ヽ

一

く

部

ｏづ

杯
つ
手

く
も
た

開
を
れ

に
部
さ

方
脚
出

上
く
り

外
開
作

（う

ど
主
ろ

静臨
ｂ
る。

囃前眺め

短外塊
ね

口縁端部内外面ともナデ。国縁、体詞
外面ともナデ後横方向の丁寧なヘラミ
キ。

良好

淡灰褐
砂粒含
良好

皓
好　
　
　
一髄
胎

色
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3 石器

本溝は他の4本の溝に比べて規模が小さいためか、大型蛤刃石斧が 1点出上しているのみで

ある。

太型蛤刃石斧  (第49図、図版ち-9)

(9)は基部で真横に破損した半欠品である。全面に丁寧に研磨が施されており、刃先は直線状

で鋭く中央には、打撃による象」離が認められる。B面は基部の破損面より刃部中央にかけて表

面が大きく剖離している。左側辺には打撃による凹みがある。断面は橋円形で、現存長8.2911、

最大幅6.2clll、 厚さ4.lclll、 重量448夕 である。石材は不明である。暗灰色粘土層出土である。

第49図 薄 -26出 上 の 石 器

4 本製品

本溝では、木製品は全く出土していない。

第 4節 溝-27(■― B区 )

1 遺構

溝-27は、前述の溝-25・ 26か ら南へ約 3m離れた標高 6.250mに 位置する。調査は、他の

溝と同じく、弥生時代中期以降の遺構が重複して検出されたために、これらの重複する遺構を

残して調査し、さらに 2次調査として遺構を取 り除いた後にも掘 り下げを行ない、全容を把握

した。
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溝-27は、調査地区内を僅かに弯曲しながら、また西へ向って溝幅を広げながら、N-81°

―Eの方向で調査地区内を横断してお り、さきの溝-25。 26と はば並行している。上 国の幅

4.0～4.5m・ 深さ0.8～1.Om・ 底幅1.2～1.5m・ 底部の平均標高 5.TOmを 測る大型のU字形

溝である。また溝底は、平坦であるが、僅かに東から西へ低くなっている。 (第50区 )

溝-27の堆積層は、約20層 に細分されるが、他の溝と同じく大きくは上 。中 。下の 3層 に分

けられる。調査は、この層位に従って掘 り下げを行ない、また遺物の取 り上げも層位別に行な

った。下層には、他の溝にみられない砂層が底に沿って薄 く堆積していた。中層には、他の溝

と同じくヘ ドロ状の粘質土層が厚 く自然堆積している。上層は、さきの溝-25と 同じく、嗜茶

褐色粘土に黄褐色粘土がブロック状に多量に混じりあっていることから、意図的に埋められた

と考えられる。出土遺物としては、上 。中層から弥生時代前期 (唐古第 I様式)の土器が多量

に出土し、特に中層から出土した小型土器の多くはほぼ完形品であった。 (図版72～74)ま た

上層からは、重複する遺構からの混入と考えられる少量の弥生時代中期の土器が出上した。他

に中層から、朱塗り板・ 臼 。容器等 (第 56～58図 )と石器 (第 55図 )・ 獣骨 (鹿 。猪)カミ出土

し、上層からも石器 (第55図 )・ 獣骨が出土した。 (第 51図 )

溝-27の形成から廃絶の過程を、層位と出土土器から考えてみると、弥生時代前期中段階後

半から新段階頃に、さきの溝-25に隣接して新たに築造された。築造当初は、水が流れていた

ことが、下層に堆積した砂層から考えられる。また、下層には遺物等 も含まないことから、溝

の清掃が行なわれた可能性 もある。しかし、その後は他の溝と同じく、排水機能が失なわれ、

周囲からの土砂の流入による自然堆積と上器 。本製品 。獣骨等の廃棄が続き、弥生時代中期前

半には埋没した。溝としての機能を失った溝-27も 、生活圏がより広がった弥生時代中期にな

ると、溝上面を生活面として利用するために埋め固められ、完全に廃絶された。

⑥  
―

_      
◎°♀

◎

0               3m

構 図実第50図 遺
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溝-27と 隣接 して連なる溝-25と の関係は、築造時期と埋没時期は溝-25が やや古いと考え

られるが、一時期共存してお り、かつ各々の溝の方向から先で合流していた可能性 もある。こ

れらの点から、ほぼ同規模の溝を一時期ではあるが 2条必要としたものと考えられるが、その

理由については、現段階では明らかにし得ない。

①耕土          ③茶褐色砂質土層      ⑩暗青灰色粘土層

②淡灰色砂質層      ⑩黄色砂質土層のブロック  ⑩暗灰色砂質粘土層

③黒色格質土層      ①黄色砂質土層と      ⑩暗青灰色粘土層

④黒褐色粘質土層       茶褐色砂質土層の互層  ⑪淡灰色砂質粘土層

⑤暗茶褐色砂質土層    ⑫茶褐色砂質土層      ②灰色微砂層

⑥暗茶掲色粘質土層と   ①淡茶灰猾色砂質土層

黄掲色粘土層の互層  ⑭暗青灰掲色粘質土層

⑭黄色砂質土層      ⑮暗灰色砂質粘土層

③茶灰掲色砂質土層と   ⑩暗茶褐色砂層
黄褐色粘土層の互層  ①暗灰色粘土層

⑥～⑭上層  O⑦～⑩中層  ①～②下層

第51図 西 壁 面 土 層 図

2 土器

溝-27の遺物数量は、コンテナバット (35× 45clll)で 約12箱である。破片数は、多いが復元

しうるものは、ほとんどない。遺物は、上 。中・ 下層のうち、上 。中層から出土してお り、 2

層に分けて取 り上げられている。図版は、 2層 に分け扱ったが、各層間に間層はなく、完全に

分離 した状態の層位関係ではないのと、各層の土器の混在から一括して述べることにした。土

器は、すべて唐古第 I様式に帰属する。個々の上器に関しては、土器観察表を参照されたい。

壺形上器Al (図 版72-3、 4、 図版73-20、 31)

頸部に段をもつ もの (4、 20)と 沈線文を施す もの (3)がある。 (4)は、体部中位にも

段をもち、段直下に沈線文と無軸の羽状文を施す。 (20)は 、段上に沈線文を施し、頸肩部に
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く4“言と、

吐 毬 =Fど 〔ヽ

イ

４９

第52図 壺 形 土 器 の 文 様

沈線文で文様帯を区画し木葉状文と思われるヘラ描き文様で飾る。 (31)は、球形の体部をも

う頸部、体部中位にも何 も施さない稀な形態である。

壼形土器A2 (図 版72-1、 図版73-21～25、 27～29)

削 り出し突帯を施すもの (1、 21)肖 ]り 出し突帯上に沈線文を施す もの (22、 24、 27、 29)、

沈線文を施すもの (23、 25)がある。沈線支 4条以上のものは、ほとんどない。細片ではある

が貼 り付け突帯を施すものも認められる。口縁部に紐孔を穿つものもある。

壷形土器A4 (図 版73-30)

沈線文を施すものがある。

これら壺形土器の頸胴部破片に変形木葉状文 (図版72-5)、 重弧文 (第 52図 -49)、 円、

直線を組み合わせた文様 (第 52区 -50)な どヘラ描き文様や彩色を施 したもの (図版72-7、

第52区 -51、 52)も ある。(第 52図 -51)は 、沈線文帯を平塗 りし、その上側に細線で雷文を、

(第 52図-52)は、重孤を描 く。

甕形土器A (図 版72-8～ 16、 医版74-35～42)

口縁端部に刻目をもつ ものが多く、頸部に施文しないもの (12、 35)、 沈線文を施す もの

(8～11、 13～16、 36-42)が ある。沈線文 4条以上のものはほとんどない。沈線文間に竹管
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文 (9)、 平行斜線文 (16、 42)を施す ものがある。底部に焼成後穿孔したもの (お、44)も

ある。

鉢形上器A (図 版73-19、 図版74-47)

無文のもの (47)と 口縁端面と上面に沈線文を施す もの (19)が ある。段をもつ ものも認め

られる。

鉢形土器 B (図 版73-18、 図版74-46)

無文のものである。 (46)は、比較的浅 く、口縁部に円孔を穿つ。

壷用蓋形土器  (区版73-17、 32～34)

笠形を呈し、中心に円孔を穿つ無文のもの (17)と 口縁部に粒状浮文を連ね、瘤状のつまみ

をもち中心に円孔を穿つ もの (32)、 日縁部に沈線文を施 し、削 り出した低いつまみをもつ も

の (33)、 つまみ部周辺に貼 り付け刻目突帯を施す もの (34)が ある。

甕用蓋形土器  (図版74-45)

外下方に大きく開く笠形を呈し、つまみ部上面は、中凹みである。

型
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俄
ク
O

Cm

第53図 小



高杯形土器  (図版74-48)

外下方へ開く杯部をもち、脚部は、外下方へわずかに屈曲し開く。柱部に貼り付け突帯を施

す。

小型品  (第53区 -53～57)

通常の壺形土器と変りないつくりのもので、頸部の段と体部中位の沈線文間にヘラ描き文様

を施し彩色する。その反対lRlに も雷文を細線で描 くもの (53)、 沈線文を施すもの (54)、 削

り出し突帯上に沈線文を施すもの (55)が ある。小さな底部からわずかに屈曲しながら開く直

国の然形土器 (56)と 、溝-25出土のもの (第 39区 -59)と 同形の粗製杯状のもの (57)は、

いずれ も内外面にベンガラが付着している。

杓子形土製品  (第54区-58)

球形の杓部に中実の弯曲した柄が着 くもので、非常に丁寧につ くられている。日縁部の周囲

に細くいびつな沈線文が施されている。祭器的な用途をもつ ものと思われる。

0＼

Cm

第54図 杓 子 形 土 製 品

末永雅雄・小林行雄・藤岡謙二郎『大和唐古爾生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研

究報告 第16冊 1943 第57図-16

佐原 真「畿内地方」「弥生式土器集成 本編 2』 1968 PL.39-1
に類例がみられる。

註 1)
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遺構名

一又 様
ィ毒 -27

士霊

沈 線 文

1条 4

2条

3条

4条 4

5条 0

6条以上 1

文

段

十
線沈

段 の み 8

1条 0

2条 0

3条 0

貼付突帯

刻 日あ り 2

刻目なし 1

布目圧痕 0

貼付突帯
十

沈 線 文

刻 日あ り 0

刻目なし 1

布目圧痕 0

削 り出し

突帯段上

沈 線 文

突帯のみ 4

1条 3

2条 4

3条 3

4条 1

5条以上 0

突帯上余格 子 文 0

木 葉 状 文 1

木葉状文十沈繰文+平行斜線文 0

沈線 文 間刺 突 文 0

削り出し突帯+段 1

壷形土器施支類別点数表

ィ毒 -27

刻 目
文様 有 征

〔

甕

沈 線 文

0条 14

1条 1

2条 1

3条 0

4条 10 0

5条 1 0

6条以上 0 0

平 行 斜 線 文 0

沈 線 文 十 段 0 0

沈 線 文 間刺 突 文 ユ 0

段 の み 0 0

甕形土器施文類別点数表

削り出し突帯 貼付突帯   沈線文    その他

器種構成比率表

第 6表 各器種と各施文の構成とその割り合い

6.7%

13.3% 25,1%

!  23,4%

１

　

一％

7%

43.3%

壷形土器施文比較図

壷形土器 甕形土器 鉢形土器 高杯形土苺
壺  用
蓋形土器

甕  用
蓋形土器

69

40.6%
70

412%
21

12.4%
1

0.6%
6

3.5%
3点
1.7%
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表察観器土

72-36

2
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( 5.5)

頸部からゆるくタ
狭い端面をもつ。

ともナ
ヘラ ミガキ、
沈線文 1条、甕翼IZ焼線隻物異矮斃乎F

位 置

砂
良

砂粒
良好

好

面ともナデ後、横
部に沈線文 3条を

21固 1組を
72-36

3

72-36

4

72-36

6

72

7

72 -- 37

10

11,8

( 6。 6)

16.9

(19.2)

31.1

(15,7)

顕

ｏゆ
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部ヽ
く
部

胴
頸
短
端
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胴の張った
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8.5
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1靴
|

|

丸くおさめる。
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|
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方
に
に
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狭い端面をもつ。 曇暑賞3ξ艶:距奪拿Z号阜全ニヨ。
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8
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図版番号
実測図―写真

備法

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

土器番号

ゲ
端”ゲｏ口施す。

沢
の
ア
を

向ヽ
デ
条

ナ

３
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文

72 -- 37
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72 -- 37

12

72 -- 37

14

にゝ

口端面 もつ。

狭い
く する口准

をもつ。

くおさめる。

と

ヽ

ナデ。
は 、

目、

体部内面は
横、斜方向
頸部に沈線

乳褐色
粗砂含
良好
体部外面に薄く
煤付着。

良好
体部外面、わず
かに煤付着。

暗灰褐色
粗砂含
良好
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図版番号
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創g: 態形 法技 考備
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73-36
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縁部。丸味の

1患

写二愁Bζ畳:亀
手F首履§啓機

判 89:徐墨尋覆
―

一

愚ξ書争睾こと喜霧電胡

~

73昴 36 1 1:: 1綴甜熱3懲怠ち徘反す
る国縁剤̀

。

 1鼻3菖こ忌二:呂ヨ:ヨBttB:;ξ雲
1奮

参懇
色~

:呉ζ3怠且:::ζ吾岳尊懲身ε:ξ
l自
§ξttF二部

73乙 34 1 111 1勇
旨ヨ3を争ヨ識檬碧ζ芸票暑ヱ

le全

目斑事トワ県♀臭珍Fむ裏意れ晃層娯
1奮
暴昏
色

を呈し、丸味のある端面を

のヘラミガキ。つまみ部は、肖
口縁近くに沈線文 2条 を施す。

け刻目突帯を施す。
暑掻暑癸B宮ヨ1真き己i;曇ユ8争尋73-34

34

12.0

( 3.5)

淡
細
良
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図版番号
測図―写|

土器番号

74 -- 37

35

恐免耳密ζ繊唇:

径
径
径
高

日
腹
底
器

19.8

( 6.2)

口 1ま 、
滅のため ヘラナ

ナデアゲ、 ナデアゲ。
文 1条を施部に刻目、頸

面ともナデ。体部
デアゲ。口縁端部
2条を施す。

面とも
目。頸

向のナデアゲ、
体部内面は斜方
斜方向の刷毛目

ナデ。
面は、

ξ目島こ富:塁§酵::持途を貫轡争盈

全体に煤付

全体に濃く
着。

Bゑ暮籍皆拶74 -- 37

38

74 -- 37

37

74 -- 37

38

74 -- 37

39

74 -- 37

40

る国縁剖I。

つ。体部は

丸味のあ

る口縁部。狭い

18.4

(10。 1)

22.0

11.2

21.0

(11,3)

20。 7

( 7.2)

21.0

(18.5)

ゆるく外反すえ
丸くおさめる。
る倒鐘形。

付
下

煤
面

こ
句

慇,見守毎懲唇琢争屎祭憩;

のある倒鐘形と思われる。

着、
半と

淡黄褐色
粗砂含
良好

」
緬

に

つを

色
含

自
砂
好

乳
粗
良

砂合
好

好
面全体に煤付
、内面全体に

鶏岳選で看徘爆蔀息局鍾彩:74-34

41

74 -- 37

42

74 -- 37

43

74-37

24,3

(20.1)

29。 3

( 7.5)

寝P窺寿高みゲチf胃綴嬬節雇〉∬省F曇
科癒懇餐琴晃今と

沈線文下にヘラ描き平

関面は、指おさえ、ナデ。外面は、縦方
向の刷毛目後ヘラナデ。底面は、ヘラナ
デ。底面に焼成後円孔 1個を両面から穿

1     44

良好
外面に煤付着。

乳黄
粗砂
良好

74-36

46

ヘラ ミガキ。

に浅く開き、口縁部にいた
来のある端面をもつ。

内外面ともナ
ガキ。日縁部

口 は、ナデ。体部内面は、ナデ
様方向のヘラミガキ、外面は、ヘラナデ
後横方向のヘラミガキ。つまみ部内面は
ヘラナデ、外面は、ヘラナデ後横方向の

穿つ。

|

ともナデ。体部内面は、磨
、外面は、ナデアゲ。口縁
、頸部に沈線文 1条を施す

面は、斜方向のヘラナデ。底面は、ナデ、
底面に焼成後円孔 1個を両面から穿つ。

端潮
`は

、丸くおさめる。つまみ部
は、中凹みで上面は、平担につく

暑綾P熱男尚否ヂ姿要祭t AS法↑設雰
桑銑 写

『

端辞郭醐 目。勢李郭醜 綬走虹3

24.1 1の ある端面をもつ。
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図版番号
実測図―写真

土器番号

法

量

協

口径
腹径
底径
器高

R_B形 法技 考備

74-38

47

33.5

(13,4)

慇争曳で鋒響唇琢,屎覇憩〔簡甦
形。

曇鳳安ミБ甲筆Fと もナデ後横方向の丁¥し褐色
粗砂含
良好

74-34

48
(11,4)

くひてし部を甲,いに、称部ほ、分上
方に開き、脚部は、わずかに屈曲
し、外下方へ開く。

キ
面
も
け

ガ
内
と
付

ミ
部
面
り

ラ
脚
外
貼

へ

ｏ内
に

の
キ

部ヽ

同
ガ
は
れ

万
ミ
下
び

横
ラ
以
く

後
へ

ヽ
ｏ

デ
の
た
明

。

け
帥
鱗
呻
加

向

ヽ

著ヽ
本

棚
撤
軸
嚇
鞠

、やや軟質。

第53図

53

短い口頸部、胴の張った体部をも
つ。底部は、平底。

頸部困外面ともナデ。体部困面は、指お
さえ後ナデ、粘土経のつぎ目残存。外面
は、ナデ後横方向の丁寧なヘラミガキ。
頸部に削り出しの段、体部中位に沈線文
1条を施す。頸部にヘラ描き文様を施し

軍雫望|こ好彰魁伝捜縁慕万琴争
描く。体

頸
色

口
褐

と
黒
布

体
に
塗

含

全
面
の

砂
好
面
内
質

粗
良
外
部
物

第53図 -35

54

外上万に短く開く口稼部、択い端
面をもつ。丸味のある体部をもつ
底部は、平底。

へ

都ヽ

の
は
体

同
面

ｏ

万
外
キ

横

ｏガ

い
デ

くヽ

粗
ナ
ラ

。

浄面‐ま、向のへ加
〔納
鯨
燦

加
。体欺叙

細癖灯
蹴

睡赤ガ軸 口縁部内外面、
体部外面に黒褐

第開図-35

55

８

，

一

一

８

．

ゆるく外反する国縁部、狭い端面
をもつ。やや胴の張った体部をも
つと思われる。

指
部
甲
す

頸ヽ
部
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は

ｏ体
を

面
デ

条ヽ

困
ナ
条
２

部

１ヽ
文

体
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文
線
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線
沈
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に
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と
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帯
突
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突
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外
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困
後
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り

部
え
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削

縁
さ
削
の

国
お
の
位

淡貢褐色
粗砂含
良好

第53図 -35

56

6.8

4.6
5,7

小さな底部から外上万へ屈曲しな
がら開き口縁部にいたる直日の も
の。端部は、丸くおさめる。

内外面ともナデ後軽い横方向のヘラミガ
キ。底部外面に指頭圧痕残存。底面は、
ナデ。内外面ともにベンガラが付着。

第53昂 -351

第54図 -351

厚い底部から短く立ち上がった湧
い杯状の もの。国縁端部は、丸く
おさめる。

６

。

一

５

，
３

。

19傘

尋嘗:ξ雫ヨ:冤
潟́猟響麗兵5雰

1奮

量
聾

|:]写冨壊単響憲真:冬ヱこ〕含層続滋1奮露聾
甲
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た
は
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鏃
疎

弯
口
部

に

ｏ端

万
く

ヽ

上
付
し面正F

もつ。
形をなし、端部に狭し
柄部断面は、正円形。
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3 石器

本溝から出上した石器は、土器の量に比べて少なく2点 (上層 と、中層 1)で、その他フ レ

ークが数点出土している。

太型蛤刃石斧  (第 55図 、図版も-10)

10は基部上方でやや横方向に、基部下方で右上及び左上方から破損し、基部中央のみ残存し

たものである。全面に研磨が施されているが、二次使用痕は認められないので、破損後廃棄さ

れたものであろう。断面は楕円形で、現存長5.7clll(整形面現存長3.4clll)、 幅7.Oclll、 厚さ4.8

911、 重量211夕 である。石材は閃緑岩である。中層出土である。

石包丁の未製品  (第 55区 、図版45-11)

00は 側辺が約%欠損した半月形直線刃の未製品である。打ち欠き成形後に荒い研磨が施され

ているが、刃部は打ち欠きのみで成形及び研磨は施されていない。紐孔はA面右寄 りに両面よ

り穿孔された貫通孔が 1ケ所あり、さらにA面には打撃による凹みの中に 2ケ所の回転穿孔痕

があ り、 B面にはこれと相対する位置に打撃による凹みが密集している。このように石包丁と

しての要素も未完成であり、石材 も不適当であるため、製作段階で廃棄されたものではないだ

ろうか。現存長8.8cln、 幅4.5clll、 厚さ0,8clll、 重量53′ である。 石材は絹雲母片岩である。上

層出土である。

0                                     10cm

第55図 溝 -27出 土 の 石 器
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4 木製 品

本溝出上の本製品は、多種類にわたっており、鍬、自、朱塗り板、高杯、容器、用途不明板

材が、各 1点づつ、合計 6点であるが、用途不明板材は、残存状態が悪いため、観察不可能で

あった。

鍬  (第 56図、図版49-12)

舟形突起を有し、平面形は長方形を呈す る鍬 と思われ

る。突起部の約半分と、右側平坦な部分のみ残存する。全

長11.4clll、 幅 8.9cIIl、 頭部厚 4.6cmで ある (いずれも残存

値)。 突起は細身で、中央に柄孔が穿たれている。突起周

12  辺は平坦である。突起部の側面に、加工痕が見られるが、

性_T_← __Щ Cm  
表、裏面には見られない。着柄角度は、約75度。用材は力

第56図 鍬      シである。

自  (第57図、図版49-13)

口縁端部を欠損しているが、完形品である。残存器高12.5clll、 日

縁径10clll、 底部径7.5911、 内面の深さ1.9clllで ある。内面は、浅い半

球状に到 り込まれ、相当使用されたのか、磨滅して滑らかである。

外底面は、内側がわずかに高く、周囲もわずかに丸味をもつため、

やや不安定である。lRl面に上下方向の削 り痕、外底面にも加工痕が

性吋す下‐~~理仲  見 られる。木取 りは、縦木取 りで、心材を用い、器の中心 と木′心と

第57図 自 は、ほぼ一致する。用材はクスノキである。

朱塗り板  (第 57区 -9、 図版47-9)

全体的に扁平な板状木製品である。全長72911、 残存幅16clll～ 17.4cal、 厚さ1.4cm～ 2.4clllで 右

側端と下端部は、徐々に薄 く仕上げられている。表面は、幅 2.5clnか ら 3 cal前 後の工具で、あ

まり明確ではないが、不定方向に削られている。上部左側には、ふし穴なのか、それとも意図

的に穿たれたものなのか不明であるが、一穴があいている。表面に赤色 (ベ ンガラ)で、不定

形な円や線、点のような文様が数個描かれている。左半分を欠損しているので不明であるが、

同じ形のものが左allに 復元されるとすれば、
《
楯"の 可能性 も強い、と考えられるし、表面に

彩文されていることより、一般の生活用器ではなく、特殊な、例えば魔除けのような用途をも

つ板とも考えられる。木取 りは不明。用材はケヤキである。

高杯  (第 58図-10、 図版46-10)

杯部のほとんどを欠損。杯底部よりまっす ぐに太い脚柱を有する。脚台は、 外下方に広が

り、端部は、やや角ばっている。器高13.3clll、 脚柱径 7 clll、 脚台径21.3clnで ある (いずれも残

存値)。 脚柱と脚台の区分部には、唐古第 f様式の壺などに見られる、削 り出し突帯上に沈線

文をめぐらす文様を模した装飾が施されてお り、残存する限りでは、緩い突帯上に 4本の条線
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が刻まれている。脚台外面の突帯下と端部には、赤色 (ベ ンガラ)で 1条の彩線をめ!ぐ らせて、

その間には、円弧文を連ねる。文様は、脚台部の約半分だけにしか残存していない。
―
全体的に

施されていた文様が、磨耗をうけて半分消滅してしまったのかも知れないが、痕跡がほとんど

見あたらない事から、置いた時人目に触れる部分のみに支様が施された、といぅ事ざ考えられ

るであろう。一本より作られ、非常に丁寧なつくりで、杯部および、1脚部内面は、幅 l iclll前 後

の工具で、中心部に向って削られている。脚柱外面は、腐蝕が著しいために、加工痕は見られ

ない。用材はヤマグフである。

容器  (第58区―■、図版46-■ )

片日部の一部分を残した他の部分ど、その対面を欠損するが、ほぼ完形品である。土圧のた

めであろうか、全体的にややひずんでいる。平面形は、精円形を呈し、片口である。器高8 clll

残存口縁径18clll× 8.5clll、 器厚0,7clll(底部は約 l clll)の 九味をもった舟形で、安定感のある平

底を呈し、内部は、深 く寺」り込まれて,い る。外面は、やや粗雑な削 りであるが、内面は(木 目

と同一方向に丁寧に細か く調整しながら削っている。横木取 りで、一本より作られてお り、本

心は、器の真中心よりやや上にあると思われる。

E参考〕                                `

本溝出土の赤色彩文のある高杯の類例として、安満遺跡、唐古遺跡で出土 している高杯が挙

げられる。

註 1) 高槻市役所『高槻市史』 1973

2) 小林行雄、末永雅雄、藤岡謙二郎「大和唐苗爾生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考吉宰研

究報告 第16冊 1943
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7.ケ マキ (木 口)

クワ (木口)

同左 (柾 日)

同左 (柾 目)

同左 (柾 目)

7.朱塗板 8.高 杯
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同左 (板 日)

同左 (板 目)

9.臼 (溝 -27)

同左 (板 日)

9.ク スノキ (木口)



帯戦

`機ヽ

同左 (板 目)
10.カ シ (本 国) 同左 (柾 日)

同左 (柾 日)

10.鍬 (溝 -27)

同左 (板 目)

11.腕輪型木製品 (溝 -28)

輩 :
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Ｏ
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①暗茶褐色上層と黄褐色粘上層の互層
②暗青灰色粘土層と乳自色粘土層の互層
③暗茶褐色粘土層、黄色粘土層、赤褐色粘土層の互層
④暗青灰色粘土層

①～⑤ 上層  ⑥～③ 下層

Zオ

N378

|

⑤暗青灰色粘土層と乳自色粘土層のブロック

⑥暗灰色粘質土層

⑦暗灰色粘土層

③青灰色粘土層と黄褐色粘土層の互層

⑤ ◎

⑥

N369
|

十十

十
＋

∞
Φ
出
口

m

鬱

⑥
oC》

◎

第61図 遺 構 実 測 図 及 び 土 層 図
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第 5節 溝-28(Ⅲ一A区 )

i 遺構

溝-28は、前述の溝-27の 南約10m付近から1-A区 の南端にかけての、標高が 6.250mか

ら 6。 000mに 下った所に位置する。調査は、他の溝と同じく、多くの弥生時代中期以降の遺構

が溝と重複して検出されたために、まずこれらの重複する遺構を残して調査し、さらに取 り除

いた後にも調査を行なった。

満-28は、調査地区内をN-3°一Wの方向に縦走し、南端でS-71°一Eの方向をとり東ヘ

屈曲する。東肩に段をもち上国の大きく開くU字形溝である。上国の幅2.5～3.Om・ 深さ 1.0

m(東肩より)・ 底幅1.Om・ 底部の平均標高5。 400mを測る。また溝底は、平坦であるが、僅

かに北から南へ低くなる。 (第 61図 )

溝-28の層位は、検出した長さが長いため異なる箇所 もあるが、溝中央部の堆積層では、 9

層以上に細分され、大きくは上 。下の 2層に分けられる。調査は、この層位に従って行ない、

また遺物の取り上げも層位別に行なった。下層は溝肩を修正した際に落ち込んだと考えられる

互層になった粘土層の堆積と、さらに自然に流れ込んで堆積したヘ ドロ状の粘質土である。上

層は、意区的に埋められたと考えられる暗茶褐色・ 暗灰色・黄褐色・ 乳白色粘土の厚い互層と

なっている。出土遺物としては、上層から弥生時代前期 (唐古第 I様式)の 土器が多量に出土

した。 (図版75～78)ま た上層からは、重複する遺構から混入したと考えられる少量の弥生時

代中期の土器が出上した。他に、上層からは、本製の腕輪 (第 68図 )と 石器 (第 67図 )・ 獣骨

(鹿 。猪 。犬)カミ出土した。 (第 61図 )

溝-28の形成から廃絶の過程を、層位と出土土器から考えてみると、弥生時代前期中段階後

半から新段階頃に、地形が周囲より0,3～0.4m高い微高地の西側から南側の裾に沿って築造さ

れた。その後、溝の西側の弥生時代前期の大型落ち込み-2(第 Ⅱ章 。第 3節参照)は土砂の

流入により埋まったが、溝-28は 溝西肩の修正を行なって、溝としての機能を失わなかった。

しかしそれ以後は、他の溝と同じく、周囲からの上砂の流入により自然堆積が続き埋まってい

った。弥生時代中期前半頃になると、溝としての機能を失い、弥生時代前期の遺構の削平土と

中期の遺構築造時の残土準に埋め固められ、他の溝と同じく新たな生活面として、かっての溝

上面も利用され完全に廃絶された。

2 土器

溝-28の遺物数量は、コンテナバット (35× 45911)で約17箱 である。破片数は多いが、完形

に復元しうるものは殆んどない。遺物は、一括して取 り上げられており、唐古第 I様式に帰属

するが一片のみ縄文式土器 (大洞A式併行)が伴出している。 (第 62図 -52)個 々の土器に関

しては、土器観察表を参照されたい。

壺形土器Al (図 版75-1、 図版76-15)
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第62図 縄 文 式 上 器

■I革漱■:ぷ手す

静 奪ゞ
戦 駆 酪 選 摯
_えて工T慰3:■μ骨

'

日、頸部間、体部中位に段をもつ

ものがある。 (1)の段は、国縁部

外面下半に粘土紐を薄く貼 り、ヘラ

で押さえ頸部側を低 くしたものであ

る。

壼形上器A2 (図版75-2～10、

12～14、 第64図 -53、 54)

体部中位の段上に沈線文を施すも

5 cm      52

の (16)、 頸部に削り出し突帯を施す もの (2～ 4)、 削 り出し突帯上に沈線文 を施す もの

(5～ 8)があり、体部中位の幅広い突帯の上下に沈線支を施すもの (8)も みられる。さら

に沈線文を施す もの (9、 10)、 貼り付け刻目突帯を施すもの (12、 13、 14)、 貼 り付け突帯

と沈線文を併用したもの (53、 54)も ある。日縁部に組孔を穿つものもある。

壼形土器A4 (区 版75-■ )

沈線文を施す ものがある。

これら壺形土器の顎胴部破片に重孤文 (第 64図 -55)や、竹管文を施すもの (第 64図-56)

幾何学的な文様 (第 64図 -57)な どヘラ描き文様や変形本葉状文 (第 64図 -58)、 帯状沈線文

間に平行斜線文と思われる彩色を施したもの (第 64図 -59)も ある。

壼形土器Bl (区 版76-17)

無文で、日縁部に2個一組の紐孔を相対位置に穿つ。

甕形土器A (図 版77-28～37、 隠版78-38～44、 第63図 -60)

口縁端部に刻目をもつ ものが圧倒的に多いが、沈線文をめぐらすものもみられる。頸部に施

文されないもの (29)、 段をもつ ものや、沈線文を施すもの (28、 30～41)が あり、条数は、

2、 3条のものが最も多く4条以上のものは少ない。帯状沈線文を施す もの (60)、 沈線文間

に刺突文を施す もの (35)も ある。底部に焼成後穿孔したもの (36、 42～44)も ある。

甕形土器B (図 版76-27)

‐ぶ

鞠 螂
造 殴 拗輔 欝 傷 撤 翠瀧

ド厳艦ゴ蘇を意斑灘

鉢 形 土 器 の 文 様
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第64図 壷 形 土 器 の 文 様
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口縁部直下に横位の耳状把手を相対位置にもつ。

鉢形上器A (図 版78-51、 第63図 -61)

無文のものと頸部に段をもつもの、沈線文を施す ものがみられる。日縁端面に沈線文と竹管

文を、体部には、多条な帯状沈線文間に竹管文を施すもの (51)、 沈線文下をヘラ描き重弧支

(61)で飾るものもある。

鉢形土器B (図 版78-49、 50)

無文のもの (49、 50)と 沈線文を施す ものがある。

壼用蓋形土器  (図版76-20～25)

笠形を呈し、つまみをもたないもの (20、 21、 23、 24)と 環口状のつまみをもつ もの (25)

があり、ヘラ描き文様を施す (22、 23)も ある。

甕用蓋形上器  (区版78-も～48)

外下方に大きく開く笠形を呈し、つまみ部上面が凹むもの (も、46、 48)が ある。つまみ部

に円孔 1個 を相対位置に穿つ もの (46)、 とヘラ描き文様を施す もの (4)も ある。

高杯形土器  (図版76-26)

丸い椀状の杯部、外下方に開く脚部をもつ。

小型品  (図版76-19、 第65図 -62～65)

口
印型

通常の重形土器とかわり

ないつ くりで無文の もの

(62)、 粗雑なつ くりのも

の (19)、 底部に沈線文を

め ぐらす もの (63)と 直口

の鉢形土器 (64、 65)が あ

る。 (64)は 、内弯ぎみの

日縁部をもつ。

円板形土製品  (第 66図

―-66、  66)

壼形土器の破片を再利用

したもので (67)は 、不定

形な破片から粗 く打ち欠き

不整円形にする段階の顕著

なものである。

卜
~「 ~r~下 ~Tど

苧

m

第65図 小

註 1) 泉 拓良氏、家根祥多氏、中村友博氏に御教示をえた。

F⊃ 命 )
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と毒 -28

孝霊

沈 線 文

1条

2条

3条 20

4条

5条

6条以上 4

一又

段

＋
線沈

段 の み 1

1条

2条

3条 1

貼付突帯

刻 目あり

刻 目なし 0

布目圧痕

貼付突帯
+

沈 線 文

刻 目あ り 1

刻 目な し 1

布目圧痕 0

し
上
文

咄
搬
線

削
突
沈

突帯のみ 0

1条 5

2条 7

3条

4条 1

5条以上 0

突帯上余格 子 文 0

木 葉 状 文 0

木葉状文+沈線| +平行斜線文 0

沈線 文 間刺 突 文 0

削り出し突帯+段 0

0               5cm 6

第66図 円 板 形 土 製 品

段  削り出し突帯

第 7表 各器種と各施文の構成とその割り合い

甕形土器施文類別点数表

沈線文

器種構成比率表

溝 -28

有 笠
〔

甕

沈 線 文

0条 6

1条 1

2条 1

3条 1

4条 一
′ 0

5条 2 0

6条以上 0 0

平 行 斜 線 文 0 0

沈 線 文 +段 0 0

沈 線 文 間刺 突 文 1 0

段 の み 0 0

貼付突帯

1.2%
壷形土器施文比較図

壺形土器 甕形土器 鉢形土器 高杯形土番
壺  用
蓋形土器

甕  用
蓋形土器

90

38,1%
79

33.5%
39

16.5%
2

0.8%
14

5。 9%
12点

5。 1%

壺形土器施文類別点数表
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( )内 は、現存値

図版番号
測図―写

土器番号

75-42

1

紳聯韓袢ぱ一　・２．３・・て６．８≫

形       態

む腺8ゑ壱艦鰺:ξ恵争
口

法

尾猛♯畳融景會写募宮ξヨ會景環ワ♀は

備

淡灰褐
粗砂多
良好、

考

含
緻

く
堅

一
　

２

18.1

9.9

機課!埓そ繋念喜曳業,鉛憲七)露∫日日豚、擦郡関外向ともナデ後横万同のヘ

子S旨暮蔀羅誰隈勢蘊現イ喬呼象杏算施
次 頁 衡 色

粗砂含
良好
外面全体に黒褐
色物質の塗布。

75 -- 42

3

４

．

一

一

８

．

覇評梵桑Bゑ雰熱番鰺好壱争
口縁

ξ昂春ヨ豊會]二と奪:Ⅲ呈写]昌景伝
検貞褐色
砂粒含
良好
頸部外面に薄く
煤付着。

75-42

4

15,7

(11.7)

溺
もっ

部
を

頸
面

反する口

愚辱К写ぐ員ヨ:棄g念写写曇稜念三自
?会二fガ

キ。日縁部に焼成前紐孔1個

色個
含

頁
砂
好

揆
粗
良

75-42

5

21.4

18,6

齋段学2喜儀蚤浄羨fギ為苦惑急号 中
　
ｏ山山

み
キ
リ

ガヽ
削

惨
ミ
に

日
ラ
部

ともナデ後横方向のヘ
面に指頭圧痕残存。頸
上沈線文 1条を施す。

淡黄灰色
粗砂含
良好

75-42

6

12.7

(G.8)

壽離祥兄奪基懲憲なFく
国縁部 口縁、頸部困外面ともナデ後横方向のヘ

量碁F尭
チ評識犠撃胞農跳寄感詭4橋警

淡茶褐色
粗砂含
良好

75-38

7

丸くおさめる。内傾する頸部、胴
の張った体部。平底。 磨民り尋馨写F轡きこる責ひ[肇尋F量

淡貢褐色
粗砂含
良、やや軟質

75-38

8

16.8

14.8

頸部からゆるやかに外反する口縁
部。端部は丸くおさめる。頸部か
ら、なだらかに胴部へ続く。

8自白:B意宮§言鳥g會ぞgaξ::
質軟

色
　
や

褐
含
や

黄
砂

ヽ

淡
粗
良

75-42

9

14.G

10,9

計

't桑

呂ゑ迭結写帝手昭∫口縁 部
に

頸
部

縁
、

ｏ
頸

国
キ

０ガ
４ア
くヽ

ナ
ラ

エ
Ｄ
ヘ

と
の

ｏ

面
向
す

外
方
施

内
横
を

部
も
条

端
と
８

縁
面
文

口
外
線

色

良

75-42

10

18。 2

8.4

頸部からゆるやかに外反する日
部。端部は、丸くおさめる。

口縁、頸部困外面とも横方向のヘラミガ
キ。頸部に沈線文 4条を施す。

険 頁 個 色

砂粒含
良、やや軟質

一

　

１ １

34.6

13,7

脅議魏?畢島甚:ゝ疑律毒吾含露手昇軍計曇釜再善患r飛緒橋石興9ぐみ鼻
外面は、横方向の丁寧なヘラミガキ。

色褐
含

黄
砂
好

淡
粗
良

土 器 観 察 表

-114-



図版番号
実測図―写真

土器番号

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

勤

形 態 技 法 備 考

75 -- 38

12

18.3

一

８

．

覇評疫a鶏岳薯守看含
反する口縁

ヽ

デヽ
リ
紐

に
は
ナ
貼
前

寧
面

目ヽ
成

可
納
誡
囲

イこ焼

向
頸
外
部
部

方

ｏ
ｏ頸
縁

横
キ
キ

ｏ口

後
ガ
ガ
キ

ｏ

ガ衆オ胡麟

ヽ
ヘ
ヘ
ラ
エゼ

〔

融泳緻
鉢球
鉤

困
細
の
向
帯
み

瑯醐加筋暖蜘

国
外
横
後
付
乳

色
含

褐
砂
好

乳
粗
良

75 -- 38

13

17.6

( 8.5)

頸部からやや立ち上がり、さらに
ゆるく外反する国縁部。狭い端面
をもつ。

口縁端部は関al・面ともナデ。日縁、頸部
内面はナデ後横方向のヘラミガキ。外面
は、ナデ、ナデアゲ後横方向の雑なヘラ
ミガキ。頸部に刻目貼り付け突帯を 1本
施す。口縁部に焼成前紐孔 2個 1組を穿
▼ 9^

淡黄帽色
粗砂含
良好

75-42

14

17.6

22.4

頸部からゆるやかに外上万へ開く
口縁部。端部は、丸くおさめる。 民轡種計民ワ争冥及穣寿高ぁ只督、琴群

外面は、縦方向のヘラナデ後横方向のヘ
ラミガキ。頸部に刻目貼 り付け突帯 1本
を施す。

乳藉色
粗砂含
良好

76-38

15
7.8

(14.8)

球形に近い胴部に肉傾する頸部を
もつ。平底。

頸、胴部内面、胴部外面は磨滅のため不
明。頸部外面は、横方向の丁寧なヘラミ
ガキ。底面は、磨顔のため不明。

乳褐色
粗砂含
良、やや軟質

76 -- 38

16

一

一

９

．
６

．

胴の張った同平な体部。底部は、
ややあげ底。

体刊
`困

面は、ナデ後横方向の粗なヘラミ
ガキ。外面は、横方向の非常に丁寧なヘ
ラミガキ。胴部に削り出したゆるい段を
もち、段上に沈線文 2条を施す。底面は
一方向のヘラミガキ。

赤茶褐色
砂粒、やや金雲
母含
良好
外面全体に黒褐
角物管の盗布

76-38

17

３

．
８

，

一

１

・

内弯する国縁部、狭い口縁端面を
もつ。丸い体部。

口縁部内外面ともナデ後横方向のヘラミ
ガキ。体部内面は、磨滅のため不明。恐
らく横方向のヘラミガキと思われる。外
面は、ナデ後斜方向のヘラミガキ。口縁
部に紐孔 2個 1組を相対位置に穿つ。

巴個
含

頁
砂
好

伏
粗
良

12.6
5,9

(10.4)

胴の張った球形に近い体部。平底 (

ヽ
ヘ
リ
ケ

え
な
ズ
ラ

さ
寧
ケ
ヘ

紳頒
ヘライまヽ

は
向
く
面

畔商
軽ヽ

ｏ底

後ヽ
は
キ

デ
デ
近
ガ

ナ
ナ
付
ミ

は

部ヽ
ラ

罫
ｍ

ｏ
底
鉢
デ
ｏ

面
外
キ
向
ナ

円

ｏガ
方
後

部
デ
ミ
横
リ

体
チ
Ｌ
フ
匁仮
、ス

淡責福色

賀?常や軟質
外面一部に二次
的焼成による変
色がある。

10.6
5.3

( 8.0)

いびつで、つぶれたような体部。
底部は、ややあげ底で器壁が厚い §きBそこここ:身課Siま与路

険 亦 余 個 巴

粗砂含
良好
内外面とも非常
につくりが悪く
いびつである。

76 -- 41

20

１

，

一

2.3

笠形 を呈 し、狭い口端画を もつ。

塁禄盈塁F侯渉夕負争覆毯奪骨吾具ヨξ
ガキ (四方向)。 中心部に焼成前円孔 1

個を穿つ。

淡貢褐色
粗砂含
良好

76-41

21

11.1

一

２

．

笠形を呈し、狭い端面をもつ。 召顧嬉路意ガ待夢夕覆寝弁島あFttK劣
キ。中心部に焼成前円孔 1個 を穿つ。

淡赤茶褐色
粗砂含
良好

76-41

22

9.3

( 1,1)

扁平な笠形であろう。端部は丸く
おさめる。

ローia端部困分面と もナデ。体部困外面 と

棋隻を晃写含罠二祭あ教且尋管
の本葉

淡赤褐色
砂粒合
良好

一
　

２３

(3.1)

¢形を呈す。 内外面ともナデ後、横方向のヘラミガキ
中心部に焼成前円孔 1個を穿つ。円孔の
周囲にいびつな沈線文 3条と、沈線文 3

本がヘラ描きされる。

決 亦 個 巴

粗砂含
良好
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図版番号
実測図―写

土器番号

良好
口縁部外面一部

淡貢褐色
粗砂、クサレ含
良好

著髯ぢと異熙鶏豊露冒ぢ?つ
まみ

ラミガキ。体部内面は、
ヘラミガキ、外面は、ナヘラミガキ、外面は、ナデ後縦斜方向の

中忌庭違義諭胃乳?稽鯵峯ぢ:つ
まみ部

へ開く。狭い脚端面をもつ。
、ナデ後横万向の丁寧なヘラ

】:二と畢礫F目まき揮兵暮息全鐘喬贔
著しく不明を

４

一
５
。３
．

くおさめる。 泰発与実畜争著書酎旱目|ま電。
1自
宮8:持箸F

77-43 1 19・ 4

28  1(1『
5)

膨と
丸くおざある。体部はこ 里塚、頸部内外面ともナデ。

楚夕宴?合巖嘉曇た銑冒tま義錬i

ゆるやかに外反する国縁部。
2上4 1場

と恐急茂ΣPる
。体部は(

端部に刻目を施す。
砂粒含
良好
全体瞼煤付着。

良好
口縁内面、外面
全体に煤付着。

77-43 1 21,8

罰
|(〒D

77-43

31

77-39

32

外反する国縁部。端子岱は丸くおさ
める。体部は丸味をもつと思われ
る。 尋阜息含gi雷尊宮号彗ヨξ賃B専9]

をもつ。体部は丸味のある
g号啓尋念民慧豊毯B二i三素言啓ヨ

21,4

(18.6)

くおさめる。
部

圧ヽ
文
面

頸
ゲ
頭
線
外

ヽ
ア
指
沈
部
♭

縁
デ
に
に
体

ｏ

ロ
ナ
部
部
て
色

外
痕
２
下

無曇召堰需爺盈苑百:雲
は、二次的焼成のため変

34  1(1訂
0)

ゆるやかに 口縁部内外面ともナデ。頸
2生0 1野商基形Fめ

る。

(13.1)

鶴鼻濫究そ襦ξ徐唇『森累綾発採
のある倒鐘形。

24.8

( 8.4)

は丸くおさめる。
つと思われる。

口縁部。
体部は丸味を 呂豚癸9争要1卓お栗垂傘

拿晏七露ξ写需爺盈九召:

荒れている。
頸部に指頭圧
頸部に沈線文 着

に
付
体

に
全

色
　
　
面
面

福
含
　
内
外
着

茶
砂
好
部

付ヽ

淡
粗
良
体
物
煤

良好
体部内面下半に

宅子重1梁 |こを:薄考讐
俊茶帽
粗砂含
良好
体部内

ナデ。体部内面上

需雰窯チ娑奔評赤吾茜無拝嵩お楽ラ聟奏
写ヨ命漁拿]呈全尋伝豊畏岳岳a岳 :憲

粗
良
体
物

着
に

付
体

駆
詮

。

内
外
着

部

付ヽ

―-116-―



図版番号
写

土器番号

77-39 1 110

36     1  24it

77 -- 39

37

ナデ。

78貫 43 1(|;|)|?亀ξ銭野F像景綴甦躁警で蛤計
1写
盪B尋會号桑蚕蔵劣召;亀蚕ヱ

面はナデアゲ、やや器壁が荒れている。
外面は縦方向のヘラナデ、下半部は器壁
が荒れ、二次的焼成による変色。底部内
面は指おきた、ナデ。底面は器壁の荒れ面は指おきた、ナデ。底面は器壁の荒れ
がひどく不明。口縁端部に刻目。頸部に

口縁、体部に煤

茶

ゆるやかイこ外反す る日縁部。

78-43 1 2と ,9 号を患恵鳥嫁争。体部
は丸味をも

40  1(「
7)

78 -- 43

39

ゆるやかに外反する国縁
は丸くおさめる。体部は

口縁、頸部困外面ともナデ。体部困向は
ナデアゲ、外面は縦方向のヘラナデ。底
面に焼成後円子し1個 を両面から穿つ。国
縁端部に刻目。頸部に沈線文 3条を施す
(体部内面は、剣離が著しい。)

2生1 1珍
争
O体部はやや丸味のある倒鐘

口縁部∩端部は丸 くおさ

冨自台雷:怠:営
患ξ儀参旨;ζ拿ぞヨ

1息旨B尋馨ま怪
口縁部内外面ともナデ。体部内面上

口縁部困外面 と もナデ。体部関薗は、

デ。口縁端部に亥」目。頸部に沈線文 4条
ヘラナデ。外面は
縁端部に刻目。頸

口縁部内外面、顎部外面はナデ。体部内
外面とも斜方向のヘラナデ。口縁端部に
刻目。頸部に沈線文 3条を施す。

ゆるやかに外反すラ
のある端面をもつ。

墟 |(駐あ

言昂写ζを畜g票ぢ全目,券ぞ『焼1奮露審
色

困面はナデ、やや磨顔する。外向はナデ
後、斜方向のヘラミガキ。底面はナデ後
ヘラミガキ。焼成後円孔 1個を両面から

口縁端部は丸くおさめる。つまみ
部は、やや中凹みである。

の
ま
後

商
円
つ
デ

方

ｏナ

斜
キ
ラ

ガヽ
ヘ

ミ
は

。

も
ラ
面
キ

四
の

ミヽ

か
向
え
ラ

い
方
さ
ヘ

叩
横
お
な

埒

指ヽ
雑

ｏ後
は
の

ノ
デ
面
向

78 -- 40

46
(9,1)

閤面は縦万円のヘラナデ、口縁郡近くに
軽いヘラミガキ。外面は斜方向のヘラナ
デ、一部に雑なヘラミガキ。つまみ部外

写笠泳鍬窟展宴禽島乳σ箔毒霜鈴逢蕃た

大きく外下方へ開く笠形を呈す。
つまみ部は、わずかに中凹みであ

内面上半は斜方向のヘラナデ、下半は横
斜方向の刷毛目。外面は斜方向の刷毛目
後、ヘラナデ。つまみ部外面、上面とも

法技形

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

半上
着
着

、体
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図版番号
走測図一写葉

径
径
径
高

口
腹
底
器

法

量

れ

形 態 技 法 備 考

土器番号

78-40

48
(8.4)

大 きく分 卜万へ開き、口縁部近 く

霞鶏急F鮎簾駿評。つ
:RttξE£讐毒ξぞ拿ぞ:ユ::惚

争淡黄褐色
粗砂合
良好、堅緻。

78-40

49

13.4

6.4
7.0

底部から外上万へ開き、国縁部に

農孫患i篇留杉熟で激なFさ
める。

デ
指
雑

ナ
は

ヽ

は
面
後

面
外
リ

市ｎ

ｏズ

部
キ
ケ

体
ガ
ラ

。ヽ
ミ
ヘ

いア
ラ

は

ナ
ヘ
面

も
な
底

と
粗

ｏ
ｏ

面
の
デ
キ

外
向
ナ
ガ

内
方

ミヽ

部
横
え
ラ

縁

さヽ
ヘ

ロ
後
お
な

78 -- 40

50

19,4

7.4
12.4

底部から外上方へ丸 く開 |

碧ζBF農蔀恐咎ぐ窯ゑ|

口
端

ｏ

ヽ
い
底

昇僑謝興ひF
ガキ。外面は
キ。底面は、

斜
ミ
ガ

ヽ

ラ

ヽ
く

は
ヘ
ラ

面
な
ヘ

肉
雑
な

部
の
寧

体
向
丁

ｏ方
の

６

デ
横
向
デ

ナ

方ヽ
ナ

も
後
縦
ラ

ン生
一ア
　
ヽ
ヘ

良

78-40

51

９

．

一

６

．
５

．

する口縁部、妖い端面をもつ
は、倒鐘形を呈し、底部は、
みである。

早掘費綴碧召令甲単患市恩拷俗謝買ワ|
脅ね貪:;浜争覆耳魯暑吾景絶送受ξ号
貴:そ憂写響啓箕警懇壱み客皇3暴尊,

色
粗
良

第65図-41

62
(

く
い

る
丸

ゆ
た もつ。底部は、

口縁部関外面
ラミガキ。体
外面は、ナデ
底面は、ヘラ

ヘ
デ

の
ナ

ｏ

向
後
キ

方
え
ガ

横
さ
ミ

後
お
ラ

え
指

ヘ

さ

ヽ
の

お
は
向

ｏ

指
面
方
キ

も
内
横
ガ

と
部
後
ミ

淡赤褐色
粗砂含
良好

第65図-41

63

第65図

64

第65図-41

65

1下 9

1 4.2

1(5,1)

1評

| :寸

1含
亀g目彦争9省ちF鍮覇忌i冤

|
1長岳自熔§を辱≧ユ魯合赤であ甲

指

すヽ
‐ま、耐
勒

面
底
条

困

。２
存ヽ
文

デ
残
線

ナ
痕
沈

ラ
圧
な

へ
頭
つ

の
指
び

同

ヽ
い

万
デ
に

縦
ナ
部

後ヽ
底

は
え

ｏ

山
さ
デ

外
お
ナ

|

1寮雰稜浅箸尚雰買ワ?弁ヱ́
デO雰冨羅頭

淡黄褐色
粗砂含
良好

良

|

陛
錫
勤
′

さ
量

医
一旱
重

特 徴 備 考

第66図-41

66

源桜者|&「梁箭藍γttγ璽魯吾電2子曇矮鶏
細かい打ち欠きを施す。側面
ミガキ。

部

ｏ

体
用

の
利

器
再

生
の

好
形
片

良
壺
破

第66図-41

67

精円形に近い不整形な
破面は、未調整。表、

形状を呈する。周縁は、
裏面ともに丁寧なヘラミ

/F

キ 。

側面の 淡灰福色
粗砂含
良好
壺形土器の体部
破片の再利用。
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3 石器

本溝から出土した石器は 4点ですべて上層出土である。

砥石  (第 67図、図版45-12・ 13)

1かは細粒の砂岩質の石材で、熱を受けて焼けた痕跡がみられる。平面形は細長 く、断面は台

形をした立方体のものであるb6面のうち割れている2面は不明であるが、残 り4面は砥石と

して使用されている。 特にB面には幅0,7911、 長さ3.0伽、深さ0。 lclllの 凹みがあり、玉のよう

なものを砥いだのではないだろうか。現存長8.Sclll、 幅2.9clll、 厚さ2.9clll、 重量91夕 である。

牡9は やや荒い砂岩質の石材で、他の石器の破損後の転用品と思われ、熱を受けて焼けた痕跡

が一部認められ、それによるひび割れの可能性をもったところもみられる。相対する2面に砥

石としての使用痕がみられ凹んでいる。現存長5.9clll、 幅4.9911、 厚さ4.4cIIl、 重量220.8夕 であ

る。

不定形刃器  (第67図、図版45-14)

牡ひは禁1片素材に調整加工をあまり施さず、象U片素材の形状をそのまま利用した刃器で、方形

の横長鉄J片 の薄 くなる末端を利用して刃部をつ くりだしている。刃部は外弯し両面から象」離調

整が施されている。 B面大祭」離面にはポジティブバルブを残している。上端 には 自然面 を残

〔///'

第67図 薄 -28出 上 の 石 器

ね
剛
獨

，
Ｖ
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す。現存長5。 2clll、 幅3.95clll、 厚さ0,65clll、 重量16.2夕 である。石材はサスカイ トである。

用途不明磨製品  (第 67区・ 図版45-15)

住0は最大幅が中央にあり、全面に丁寧な研磨痕を残す磨製の未製品と思われるものである。

石包丁のような石器の破片を再利用したものであり、その形状から磨製石鏃の未製品であろう

か。断面は隅丸の薄い長方形で、現存長4.6911、 幅2.2clll、 厚さ0,5clll、 重量8.2′ である。石材

は粘板岩である。

4 本製品

木製品の出土点数は、 1点だけで、全体の形状からみて木製の腕輪ではないかと推定 され

る。

伴

「

円田封___里RCm

第68図 腕 輪

腕輪型木製品  (第68図、図版49-14)

全体の約%を欠損するが、ほぼ円に近い環状を呈するものと思わ

れる。断面形は、内側が平坦な蒲鉾形をなし、残存する限りでは、

最大直径、外側11.7911、 内lRl17.8clll、 幅3.lclllで ある。全体的にまだ

調整の段階であると思われ、幅 l clll前後の工具であろうか、非常に

丁寧に削られ、外面は細か く面取 りされて、丸味をもたせている。

内面は腐蝕がすすみ、表面がややデコポコしている。馬平な柾目板

を各けりぬいて作ったと思われる。用材はヤブツパキである。
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第 V章 東奈良遺跡出上の動物遺体

大阪市立大学医学部第 2解剖学教室

安 部 みき子

東奈良遺跡出上の動物遺体は、一部を除いて保存状態は良好で、骨の部位や種などの同定が

できた骨片は、全骨片数 (172片 )の約90%であった。

出土した勃物遺体の種数は少なく、すべてが哺乳類で、次に示す 3種であった。

Artiodactyla

Cι″′tts η

'ppθ

η

S"s sι″げα

Carnivora

偶蹄 目

ニホ ンジカ

ニホ ンイノンシ

食肉目

Cっηが∫炉α孵ゲ″α″ゲS   イス

大型哺乳類のシカ・ イノンシに狩猟の対象が集中する傾向にあるのは弥生時代の特徴で、本

遺跡 もシカとイノシンが大半を占めている。また、弥生時代の遺跡でしばしばみられるイスも

出土している。

1.出現頻度と最少個体数

同定できた骨の出現頻度と最少個体数とを第 8表に示した。

シカは、各部位の出現頻度が平均しているが、なかでも最 も多いのは角である。右側の角に

は脱落角が 1片含まれるが、今回、最少個体数の推定には、これは除外 した。また、すべての

左側の角とは明らかに年令が異なる右側の角 (いわゆるゴポウ角で 1才のもの)が 1片出上し

ている。したがって、最少個体数は左の角の 8個体に右lRllの 幼体の 1個体を加えた 9個体であ

る。 しかし、シカの雌雄の判別は角以外の部位では困難なため、本遺跡の最少個体数は雄しか

推定されていないことになる。

出上したすべての角には切痕や加工痕が認められ、尖角はすべて切 り取られている。また、

表面を磨かれた角 もあり、骨角器の材料としてよく使われたものと思われる。角のほかでは、

中足骨が維に割られている。

下顎骨と歯の歯根部にまでおよぶ病変のある個体が 1片出土している。

イノンシは下顎の出土が最 も多 く、ついで、四肢骨である。イノシンの下顎骨は、他の部位

と比べると、丈夫で残 りやすいと考えられる。下顎骨のうち臼歯を伴っているものについて、

その磨滅の程度から年令の構成を推定した。第 3大臼歯が未茄出の個体から第 3大臼歯の磨滅

の著しい個体 (老令と思われる)ま で、比較的一様に出土している。 イノンシの雌雄の判別は
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骨頼

右

左

右

左

右

左

左

左

右

左

左

右

左

6

6

2

1

1

1

1(1)

4

1(1)

と

1(1)

3

3

3

奪η＼ミュトヵ
lィ

ノシシ十五
前 頭  骨

頭  頂  骨

側 頭  骨

後 頭  骨

戻   骨

角

前 上 顎 骨

上  顎  骨

P ml 左

P m2 右

P ms 右

左

P m4 右

左

Ml 右

左

M2 右

左

M3 右

左

下 顎 骨
 塞

h 右

左

12 右

左

13 右

左

c 右

左

P mi 右

P m2 右

左

P ms 右

左

1

*イ 8*(1

*8

1

種 名

M2 右

左

M3墓

椎

椎

肩甲骨塞
右

:

上  腕  骨   P
左 b

d

P

右 b

骨   d
P

左 b

d

P
右 b

骨   d
P

左 b

d

P
中 手 骨 右 b

d

寛  骨窪

P
右 b

'母   d
P

左 b

d

中  足

大 腿 骨 左
:

9

8

9

8

2

3

4

3

3

2

6

7

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

2

2

1

3

4

3

1

2

3

4

2

2

3

Pは近位 bは体 dは遠位
*は最少個体数
**は脱落角を含む

( )は幼体

シ  カ

一
１

５

一

瑕

軸

３

３

２

３

１

１

一
３

８

ユ

1

1

1

1

1

1

1

*18

17

4

2

2

1

1

1

4

2

2

5

4

6

5

8

6

7

6

距

睡

第 8表 動 物 遺 体 の 出 現 頻 度

骨 左 b
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永久犬歯で行なうが、この部位の出上が少な

いため性比は不明である。イノンシの最少個

体数は右下顎の18個体で、シカのそれと比べ

ると、 2倍の個体数となる。

病変と思われるlXt骨 が 1片出上している。

イスは下顎骨が 1片出土している。その大

きさから推定すると、小型犬 と思われ る。

(第 9表)

下顎骨長 (Cmから犬歯の後縁)

下顎体高 I(gOv Cr)
〃  Ⅱ (第 1大国歯の後縁)

〃  IIE(第 2・ 3前日歯間)

下日歯列全長

下前日歯列全長

下後臼歯列全長

下裂歯長

″ 幅

第 2大国歯長

″  幅

計測値(筋)

92.30

40.50

17.55

16。 15

58,80

30.50

28.60

18.10

7.65

7.20

6.25

第9表 イヌの下顎骨の計測値

2.出土骨片数による比較

本遺跡出上の骨片数 (172片 )の うち、シカは38.4%(66片 )、 イノンシ49.4%(85片 )、

イス0.6%(1片 )、 不明■.6%(20片 )で、イノンシが全出土骨片数の約半数を占めている。

シカとイノンシの比は最少個体数では 1:2で あるが、骨片数では2:3に なる。この結果

は、骨角器の利用の程度や骨の残 りやすさの問題等と関係するものと思われる。

3.ま とめ

出土した動物相はシカとイノンシが中心で、ほかに、イスが 1個体出土している。シカとイ

ノンシの出土の割合は最少個体数と出土骨片数とでは多少異なるが、イノシンが最 も多 く、動

物遺体の約半数を占めている。

シカの角には骨角器の製作と関係があると思われる切痕や加工痕があり、骨角器の出土はみ

られないが、これらを使用していたことは容易に推測できる。
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第 Ⅵ 章 ま

東奈良遺跡では、昭和46年 7月 のF-7-E・ F地区におl~jる 寮建設に伴う最初の発掘調査

以来、本年迄の10年 の間に、種々の開発に伴って、遺跡の東西南北を問わず広範囲に調査を行

ってきている。その結果、遺跡の範囲は地区割 り図でみると、南北はA～Mま での約 1.4Km、

東西は 1～ 10ま での約1,CIKmと 推定されるようになり、その総面積は約1,400,000m2の 非常に広

大なものとなる。総面積のうちすでに従来からの建造物等があり調査不可能な面積は約半分の

700,000m2で、 残 りの半分が日畑や空地 。荒地となっており、52年の国鉄貨物線関係の発掘調

査に入るまでの既調査面積を数字でみると、このうちの約25,000m2(第 1表参照)の範囲しか

調査をしていないことになり、その割合いは約 5%に しかすぎないのである。

ここにまとめとするのは、現在 も内業整理を続行中であり、また今後の発掘調査によって新

たな事実も増えていくものと思われるので、今の段階で考えられる者千の遺跡の様相と出土遺

物等から、今回の国鉄貨物線内発掘調査の結果をとおしてみていくことにし、最終的なもので

ないことを断っておきたい。

東奈良遺跡は、縄文時代の遺物 も極 く少量みられるが、弥生時代前期以降の遺構・遺物のま

とまりなどから明確に集落としてとらえられるその始まりは弥生時代前期からと考えられる。

その中′きは、国鉄貨物線内調査区域 (以下略す)〔 ― B区・ I― A区に集中しており、今回の

調査によって集落の始まりについて貴重な資料が得られたと考えている。

各遺構 。遺物の詳細は各章で述べているので省くことにするが、 1-B区 、溝-3と I―A

区、溝-25・ 溝-27か らの出土遺物は弥生時代前期のものであり、その形態や出土量の割 り合

いについては若千の差異は認められるものの、規模はほぼ同程度であり、同一時期の存在と考

えられる。またこの 3条 の溝の方向は、溝-3は南へややカーブしながらN-14°―Eの方向、

溝-25は北へややカーブしながらN-84°一Eの方向、溝-27も 同様にカーブしながらN-81°

―Eの方向に存在している。調査区域外の各溝の方向性を推定すると、西側で溝-25と 溝-27

が合流して 1条の溝となり、さらに溝-3と 結びつくと考えられ、東側では各溝ともその方向

はやや広がりながらも楕円形を描いて結びつき前期の集落をめ ぐる環濠と考えられる。しかし

各溝とも調査区に直交 しているため検出した長さは短く、また県濠とする場合、その区内に前

期の遺構が少ないこと等、決定的な資料に乏 しいものである。

溝-28に ついては、上記の各溝とは規模や方向性が違うものである。その方向はN-3° ―

Wで、やや東方ヘカーブしながら調査区域と平行に存在し、南端で孤を描きながらS-71° ―

Eの方向へのびていく。こうしたことからもう一つの環濠が考えられても良いのではないだろ

うか。出土遺物 も前期からのものであり、同一時期に環濠をもつ二つの集落が存在したとする

ならば、集落内部における共同関係等の解明が進められるものであろう。

めと
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弥生時代前期の遺構としては、上記の中心地区より南西約 200mの G-4-G・ K地区、東

方約 150mの E-7-E・ F地区の両地区に方形周溝墓が存在する。特にG-4-GoK地 区

のものは、削 り出し突帯上に沈線を描 く壷棺が検出され、またほば同一時期の方形周溝墓が5

基以上連なった状況を示し、さらに中期 (唐古第 1様式から第Ⅳ様式まで)の方形周溝墓 も、

す ぐ近くで検出されていることなどから、この地域が弥生時代前期から中期へとかなり長い間

続 く、方形周溝墓群墓域と考えられるものである。その他貯蔵穴や加工過程の木製品を入れて

お く土拡等がみられることから、前期の集落の内部構造を多少なりとも知ることができる。

弥生時代中期になると集落の拡大化がみられ、遺物の散布は遺跡範囲内のほぼ全域にみられ

る。前期の各溝は、溝によって若千異なるが、その層位などから唐古第Ⅲ様式の前半にはすべ

て消滅 したと考えられ、新たに中期の別の遺構が出現する。その大部分は前期の集落と同地区

あるいはその周辺に数多 くみられ、生活の場は位置的に前期と大差がみられない。このことは

東奈良における共同体の構造に大きな変化のないことを示す ものであろうか。しかしながらこ

の中心地域より東南、遺跡のほぼ東端部と考えられる地域から、工房跡の確認はされていない

が、銅鐸の第絶の他、銅曳 。勾玉の鉢絶 。輔口等が発見されてお り、銅鐸等の製造地であるこ

とが判明している。東奈良遺跡出上の銅鐸の鉢絶の時期は、弥生時代中期から古墳時代前期の

遺物を含む包含層中からの出上であるため確定し得ないものである。銅鐸の鉢絶のうち、第 2

号流水支熔絶から鋳造された銅鐸として、香川県善通寺市我拝師山出土銅鐸と大阪府豊中市原

田神社境内出土銅鐸の 2鐸が確認されてお り、さらに第 3号流水文然範から鋳造 された銅鐸

が、兵庫県豊岡市気比出± 3号鐸であることが判っている。これらのことは繁絶 の材料 (石

型)の供給地とも相まって、かなり広範囲に他地域との交流があったことを推定させる。また

東奈良独自で銅鐸を鋳造していたのか、あるいは他の村との力関係上鋳造させ られていたの

か、さらにその配給方法等の問題 も含め東奈良遺跡については今後解明しなければならない問

題は多い。弥生時代中期には、検出される遺構や出土遺物の量は膨大なものであ り、村の社会

的地位 も含め東奈良遺跡の集落は最盛期を迎えるのである。

しかし中期の最盛期に比べ、後期になると遺構 。遺物ともに激減する。これまでの各地区の

調査においてしばしばみられる砂の堆積層などから判断して、自然的条件等によって人々が村

を一時離れた結果とも考えられる。しかしI― B区やF-7-E地 区では、この時期の貯蔵穴

群が存在してお り、さらに東奈良周辺地域においては遺跡の増加現象がみられ ることな どか

ら、自然的条件のみによって集落が縮小したとは考えにくい。

次の古墳時代前期になると、弥生時代前期から続 く集落の中心地域よりやや西寄 りにその中

心がみられる。しかしその広がりが全区域にまたがっていることは出土する土器等から明らか

である。集落の具体的な様相については現在のところほとんど明らかになっていない。

この時期に東奈良では、幅約10m・ 深さ約 3mの二段掘 りされた人工の大溝 (溝 I-3)が

出現する。現在この大溝は、地区毎に検出された部分を連接 して、約 500m以上にわたること
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が確認されているが、どの様にあるいはどこまでのびていくのかは不明である。溝内には水が

流れた状況を示す砂層の堆積がみられ、高低差などからみて北から南へと流れていたものと推

定される。さらに規模の大きさから十分舟を浮かべ得るものであることが伺える。東奈良遺跡

では現在までに三漕の舟が出土している。 うち二漕は方形周溝墓の主体部として転用されたも

ので大溝築造以前のものと考えられる。残 りの一漕が弥生時代後期から古墳時代前期にかけて

のものでクスノキをくりぬいた丸木舟である。これは大溝の支流と推定される溝の肩部附近か

ら出土したものである。大溝が舟を使用して物資を一度に多量にしかもスピーディに運ぶ役割

を持っていたことも充分考えられるところである。大溝の総長は不明であるが、かなり長いも

のと推定され、東奈良における画期的な土木事業として認識されるものである。大溝内からは

多量の土器が出土しているが底辺付近の堆積土中にその全てがみられ、中間層や上層では遺物

は全 くみられない。堆積の状況からもわずかの期間に大溝が一気に埋没したと考えられること

も無関係であるまい。出土した土器の中には、いわゆる河内産とされるものや、近江 。東海 。

山陰地方のものまで含まれていることは、大溝築造にあたり他地方からの労働力援助があった

のではないだろうか。

この大溝を界として外側と内側における遺構の検出度は極端に差が認められる。すなわち外

側ではほとんど遺構が認められなくなり (調査区域の関連も考えられる)、 内lRllでは竪穴住居

跡や井戸等が検出されているからである。ただしこの大溝の外側に、個々の大きさや出土遺物

の量などに違いはみられるものの、ほぼ同一時期と考えられる三列縦帯で市松状に並ぶ29基の

土嫉墓が検出されたところもあって、その被葬者については、集落の成員なのかどうか も含め

て今後検討すべき問題が残っている。

この様に古墳時代前期には、弥生時代中期の最盛期以降の新たな盛期を迎え、他地域との交

流 もより活発化している。集落内部の構成 も大溝の出現によってより広 く複雑なものとなって

いると考えられるが、現在のところそのほとんどが不明である。

東奈良に人々が生活をする以前の基礎となる地形についてみると、追跡全体の平均標高は、

7m(O.P.)前 後である。最 も高いところで標高約 8m、 最 も低いところでは、標高2.75m

で、北から南へと徐々に低 くなり、その高低差は約 5mも ある。 したがって当時の各溝内に流

れる水の方向が必然的に北から南であったことがわかる。全域にわたる調査が進んでいない現

在の段階で、遺跡内の各地区における当時の標高をすべて知ることはできないため不明確であ

るが、浅い谷状となるところや微高地となるところが確認されてお り、低地上にありながらも

やや起伏に富んだ地形であったことが伺える。谷にあたる部分では遺構が全 く存在しないとこ

ろと、後の時代に谷が埋まって平地になってから遺構の出現するところがあるが、弥生時代の

遺構は皆無である。また当時の人々の生活面の地層は、標高 7～ 8m前後の高いところでは黄

色の粘質土層であり、標高 5m前後のところでは多少砂を含んだ青灰色の粘質土層である。こ

の様な低地であるため、当時から水捌けが悪いところであったと考えられ、必然的に幾条 もの
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溝を各時期にわたって造る必要が生じたのであろう。しかし単に水捌けのみでなく様々な用途

に使われたことも推測されるのである。

東奈良遺跡では、いまだ水田跡が発見されていない。しかし農耕に要する鋤 。鍬等の本製品

の他、石包丁等も出土しており、農耕生活をしていたことは確実であり、遺跡の南の低地に水

田の存在した可能′性は充分考えられるところである。

追記

今回の報告は、昭和52年 7月 より、同53年12月 迄の約 1年半における国鉄貨物線内の調査結

果である。縦長で狭幅の調査区域でありながらも遺跡の中心部を縦断するところから、遺構・

遺物の量は非常に多大であった。したがって全調査区域の遺物整理を短期間で完了することは

困難であるため、とりあえず弥生時代前期の溝のみに限定して整理を行ない概報としてまとめ

たものである。他の遺構との関連1性等については今後の整理の完了をまって報告する計画であ

り、今回はとりあえず調査区域全体の遺構実測図を附すにとどめた。

誼 1) 「東奈良」 発掘調査概報 I 参照
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凡例・スクリーントーン
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I一 A.区東より (第 Ⅱ遺構面 )

I一 A.区西端 (第 I追構面)
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I― A2区西より (第 Ⅱ遺構面 )

I― A2区西より (第 Ⅲ遺構面 )
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I― B区東半 (第 二遺構面 )
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I― B区東より (第 I遺構面 )

I一 B区東端 (第 I遺構面 )
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Ⅲ―A区南半 (第 1遺構面)
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Ⅱ―A区南半 (第 Ⅱ遺構面 )

Ⅱ―A区溝-28
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Ⅲ―A.区近・現代の溝

Ⅲ一A.区南より
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溝-3出土の土器
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溝-3出 土の土器



溝-3出土の土器
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溝-3出上の土器
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溝-3出土の土器
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溝 -25出 土の土器
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溝 -25出土の土器


